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発刊 にあたって

産業,社 会 の各面で多様化 し,高 度 化する国民ニー ズを満 し,我 が国経済社会 の建全 な発展

を図 ってい くためには,電 子計算機の利用 を中心 とした情報化の推進 と
,そ れ を支える情報処

理 の振興 が必要 であ ります が,と りわけ情報処理 の担い手 である情報処理技術者の育成確保が

重要課題 となってお ります 。

通商産業省 におきま しては,こ のような状況にかんがみ,昭 和44年 度 から,情 報処理技術

者試験制度 を発足 させ,毎 年実施 してきております。

近 日,電 子計算機の著 しい普及 と利 用の高度化に よ り,情 報処理技術者 の活躍 の場 も多岐に

わた り・要求され る技術水準 も高度 にな ってきたため,情 報処理技術者の育成,確 保 の重要性

は,ま すます増大 してお ります。

このような時期 にあた り,情 報処理技術者の教育について標準的なガ リキュラムを示 した本

書が発刊され るこ とは,誠 に時宜 を得たもので,個 々の企業や一般 の企業 人向 け教育機関等 で,

さ まざまな形 で行われ ている情報処理技術者の育成をよ り効果 的に進めるうえで ,ま た,ひ い

ては情報処理振興 のた めに も極 めて意義深い ものがあると考えます。

本書 が広 く関係各方面で利用 され,情 報処理技術者 の育成のための一助 になれば,幸 いに存

じます。

昭和54年9月

通商産業省 機械情報産業局

情報処理振興課長

西 川 禎
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当財 団では,昭 和43年 以 来,6年 に わた り,情 報処理育成事業 の一環 として,初 級,中 級,

上級の 「情報処理技術者育成指針」(た だ し,上 級のみ標題 は 「情報処理技術者研修 ガイ ドブ

ック」 となってい る)を 作成 してきた。このうち上級情報処理技 術者育成のための指針にっい

ては,情 報処理技術 の著 しい進展 によ り,全 般的な見直 しが必要 となって きた。

このため,昭 和51年 度 か ら3カ 年計画で,こ れ までに作成 した初級,中 級,両 指針 との関連

を考慮 し,同 時に,現 在および今後数年間 に想定 され る環境 に も調和できるように との考 え方

に もとついて,新 しく 「上級情報処理技術者育成指針」(以 下 「本育成指針」 とする)の 開発

を進 めてきたが,こ れが完成 し,こ の度㈱ コンピュー タ ・エー ジ社 を通 じて刊行 のは こび とな

った。

本育成指針は,個 々の企業内や,一 般 の企業人向 け教育機関な どにおいて,さ まざまな形 で

行 われている上級情報処理技術者の教育に対 して,標 準的なカ リキュラム を示 し,情 報処理技

術者 の養成 を効果的 に推進することを,そ のね らいとしている。

本育成指針の内容 は,総 論 「育成指針利用 の手引」および,分 野別に編集 された各論1「 組

織 システムの分析」,2「 シ ステム開発運用の背景」,3「tiン ピュータおよび情報 処理技術」,

4「 情報 システムの開発」 の,合 計5分 冊から構成 され ている。 この利用 に当っては,ま ず総

論 を参照 し,必 要に応 じてその他の関連 部分 を参照 され るよ う希望 したい。

なお,こ の事業実施 にご尽力いただいた関係各位に心か ら感謝 の意 を表 わす とともに,こ の

指針が各方面で利用 され,情 報処理技術者育成の一助 となることを念願 する次第であ る。

昭和54年9月

財団法人 日本情報処理開発協会

情報処理研修センター

所 長 吉 野 元 之 助
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利用 にあたって

現代 の重要 な課題 の中に,資 源の有効利用,省 エネルギー,自 然環境の維持 などが含 まれて

いる。これ らの課題 は,全 世界的 なものであるが,特 に天然 資源 に限 りがあ り,一 方,大 きな

人 口をか かえているわ が国においては,こ れに対処するこ とが大切である。

問題解決の有力な方法の一 つとして,高 い付加価値 を持つ産業への転換が考 えられ,こ れを

実現するための有力な手段 として,広 い意味 の情報処理技術の重要性 が増大 してきている。 こ

のため,従 来 の処理システムの充実と並 んで,産 業構造 の転換や都市問題 な どの解決 に役立つ

ような新 しい分野にお ける対策が必要 である。

また,企 業 の組織が 巨大化 ・複雑化 した結果,こ れ を支え るための情報処理 システム も,巨

大化 ・複雑化 した様相 を帯びることになり,激 変する社会 ・経済 ・国際的 な環境の 中で,多 種

多様 な問題 を解決 して行 くことが要請 される。さ らに,ゆ るやかな経済成長の下での人件費の

上昇 に よって,情 報シ ステムの有用性や経済性 などに関 して,今 まで以上の徹底 した考慮や対

策 が 不可欠の ものとなっている。

このた め,情 報処理技術のさま ざまな局面において,新 たなあるいは従前か らの課題 を,解

決 して行かねばな らないのであるが,情 報処理技術者 の教育において も,こ のよ うな状況を も

考慮 しつつ,立 案 ・実施 ・評価 されて ゆくべきであろう。

●
わが国 の,主 として官 公庁や企業 などにおける,上 級の情 報処理技術者を育成す るための標

準的 なカ リキュラムと して,(財)日 本情報処理 開発セ ンターによって,「 上級情報処理 技術

者育成 ガイ ドブ ック」(全10冊,以 下,r旧 指 針」と略称する)が 作成 されたのは,昭 和43年

お よび44年 の 両年度 にか けて であった。従 って,旧 指針の完成後 すでに7年 近 くが経過 したこ

とになるが,こ の間における情報処理分野の発展 変化は著 しく,ま た実務面での上級 技術者 に

対す る要望は,ま す ます増大する傾向にある。

この よ うな事情 を考慮 し,旧 指針 の全面的 改訂 を行 うこ ととなった。この改訂 作業 は,昭 和

51年(調 査),52年,53年(改 訂の実施)の3年 間にまたがって行われた。

この改訂 には,旧 指針が完成 して以来,(財)情 報処理研修セ ンター(現 在,(財)日 本情報

処理 開発協会)に おける企業 向け情報処理教育 の6年 間の実施経験 が,反 映 されてい る。また,

そ の他教育問題 に関 して 当財団およびその前身 において行われた,種 々の実態調査の結果 など

も勘案されてい る。

この育成指針 に示 されたカ リキュラムによ って,教 育 を受けることが想定 され る者(イ ンプ



ット)と,そ の教育 を受 けた者(ア ウトプ ット)については,そ れぞれ次のような水準を考 えている。

(1)イ ン プ ット

改訂 され た 「.ヒ級情報処理技術者育成指針 」(以 下 「新指針」と略称する)で は,情 報処

理技術者試験の 「特種 」または 「第1種 」合格者 と同等程度の知織 ・技術を備 え,相 当程度

の実務 経験 を持 つ者。個々の分野についての知織 ・技術の水準 においては,「 中級情報処理

技術 者育成指針 」に示 されてい る程度 と考 える。

(2)ア ウ トプッ ト

「新指針」では,将 来企業内 にお いて,シ ステム ・エ ンジニアやプ ログラマーなどの グル

ープ ・リーダー として ,あ るいは情報処理部門の管理者 のアシスタン トとして,さ らには管

理者 として も活躍で きる者。特 に新指針では,企 業 の情報 システム実現に主導的な役割 を果

し得る人物 を目標 としたい。

新 指 針 の基 本的 な内容 は,1972年 に発表 された米国計算機学会(ACM)の,"Curriculum

RecommendationsforGraduateProfessiondProgramsinInfo㎜ationSystems"(Comm.ofACM,

Vol.15,pp.363-398)を,い ろいろな面 で参考に し,作 成 した ものである。これは,こ のカ リ

キ ュ ラムが前 述 の よ うな指針改訂 のね らいや対象者の位置づけに対 して,多 くの点で利用 し

や すい 内容 を持 ってい るからである。米国計算機学会(ACM)に 対 して,謝 辞 をささげ る。

なお,本 書第1分 冊総論は,下 記の方々の執筆 または協力 と,本 育成指針作成小委員会 の監

修 を得 て,作 成 された ものであ る。

,

主 査

委 員

魚 木 五 夫

服 部 幸 英

三 浦 大 亮

元 値 郁 夫

山 崎 明 彦

(産 業能率大学)

(株 式会社東洋情報システム)

(東 レ株式会社)

(広 島修道大学)

(〃)

本 育 成 指 針 の 構 成

本育成指針 は,次 の5冊 分か ら構成 されている

第1分 冊

第2分 冊

第3分 冊

第4分 冊

第5分 冊

総 論

各 論

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

1

2

3

4

「育成指針利用の手 引」

「組織 システムの分析」

「システム開発運用 の背景」

「コンピュータお よび情報処理技術」

「情報 システムの開発」
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1.情 報処理技 術 者の育成

1.1情 報 処理枝柿渚 を取巻 く環境

情報処 理技術者 が仕事を行 う組織や情報 システムの特徴 としては,

① 組織の巨大化 ・複雑化

② 開発 コス トの増大

③ 情報 システムの定着化

とい った ことが挙げ られ るだ ろう。

〈組織 の巨大化 ・複雑化 〉

情報処理システムが組み込 まれる組織は,そ の規模 において巨大化 の傾向 をた どっている。

そ してそ の中で,多 様 な問題 が発生 し,多 様 な問題解決のための用具が利用されている。 シス

テムは,多 種多様な構成要素 から組み立て られ,こ の運用 における価値判断のための基準 も多

岐にわた っている。

従 って,情 報システムの開発 ・作成 ・運用 にあた っては,複 雑 な組織や,複 雑な問題群が前

提 となることは普通 であ る。現在では,中 規模以下の企業体や組織体 において も,多 様 な活動

を集約的に把握 した り,多 岐 にわたる問題 についての価値判断基準 を,関 係者全員が同意 でき

るよ うな形で提示す るのは,容 易なことではない。単一の,独 立 した情報 システムは,あ まり

大きな比重 を占めない。現在では,情 報処理技術者 自体 ですら,開 発 ・作成 ・運用の対象 とな

る情報 システムを,目 的 ・資源 ・方法などの観点から総合的 に把握す ることは,次 第 に困難 と

なって来ている。

〈開発 コス トの増大 〉

このよ うな情報システムの大規模化や複雑化に伴 なって,シ ステムの開発 ・作成 ・運用 など

のための資金や人員もまた,増 加 の一途をた どってい る。資金や人員の不足のために,シ ステ

ム開発 を見送 らねばならぬ状態に追い込 まれ,こ のために機会損失が生 じている事例 も少 なく

は ない。激変す る環境の 中で,早 急 な問題解 決が要求 されてい るに もかかわらず,シ ステムの

開発期 間が長期 化す ることもあ る。こ うした事情 のために,シ ステムの開発 ・作成 ・運用な ど

にお いて,省 力化や効率化が ます ます強 く望 まれ るようになって来ている。

〈情報 システムの定着化 〉

多 くの企 業やその他の組織 体において,コ ンヒ.ユー タを含む情報 システムは,す でに定着 し

たか,あ るいは定着 しっっ あると言えるだろう。これらの企業 などにおい ては,コ ンピュータ

を含 む情報シ ステムの存在が,業 務 運営に当 っての前提条件となっている。このよ うな場合 に

一3一



お いては,組 織 の運用 その ものが,技 術的 な要素 によって左右 されるところが大きい。つ ま り,

情 報処 理技術の水準 によって,組 織の運用 効率が影響 を受けるのである。

また,現 存 するシステムの維持 ・改善や,新 システムの導入 に要す る費用 も問題 になってい

る。全 く新規 に,コ ンピュー タによる情報 システムを導入するという機会 が,相 対的に減 少して

いる。その ため,現 行 システム と新規 システ ムとの間の両立性 や,現 行 システムから新規 シス

テ ムへ移行のための切換費用などが,重 要な問題 となっている。

組織 の巨大化 ・複雑化,開 発 コス トの増大,情 報システムの定着化のよ うな条件の下におい

ては,情 報処理技術者 によるサービスは,ま ず質の向上が要請 され るであろ う。例えば,情 報

シ ステムの 開発 に対する適切 な投資計画の作成,組 織内 における信頼性の高い技術の採用,シ

ステム運用における効 率の向上などを挙げ ることができよう。

このよ うなサー ビスができるた めには,情 報処理技術者は,学 究的 ではない として も,理 論

的 なフ レームワークを形成 し,将 来の職務 を計画できるような知的訓練 を受け,企 業 内の トッ

プマネジメン トをは じめとする各 マネ ジメ ン ト層 のニーズを理解 し,諸 種 の進言を行い,実 施

に際 しては監督や交渉 などの役割 を果せることが必 要である。つ まり,プ ロフェッシ ョナ リズ

ムへの志向,計 画能力 の充実な どが要請 され よう。

次に,組 織内における情報 システムの位 置づけについて考察す る。情 報システムが,組 織の

中で果 して いる役割 を大別すると,

・作業情報システム

・管理情報 システム

・計画情報システム

などになるだろ う。

作業情報 システムは,工 場での製造現場,倉 庫 などで行われているよ うに,活 動 やその記録

を時々刻 々と把握 した り,こ れに指示を与 えるような情報シ ステムである。

管理情報 システムは,ラ イン管理者のために,日 や週などの時間単位 で情報 を集約 して,管

理 のために役立つ形 にする。さまざまな種類の管理 レポー トは,こ のシステムによって作成 さ

れ る。

計画情報システムは,月 や年にわたる過去か ら未来へかけての動 向を示 し,マ ネ ジメン トの

意思決定のための参考情報 を提 供す る。

これ らの情報システムが,組 織 の内部において適切か どうか,効 率は どうなるか などを判断

す るための評価基 準は,幾 つかの立場 か ら,さ まざまな角度か ら設定 され得 る。

まず情報処理部門など,情 報 システムの設計 ・作成 ・運用 などに従事す る部 門においては,

・経済性

一4一



、

・信頼性

・技術的な可能性

な どを挙げる ことがで きる。従来,と もすれば技術的な可能性 が,意 識的 または暗黙の うちに,

高 い優 先度 を与 えられる例が少な くなか った。しか し例 えば,シ ステム運用の段階における,

ハー ドウェア/ソ フ トウェ07シ ステムの維持や操 作における効率や技術の水準 が
,情 報 シス

テム全体の経済性や信頼性 に大 きな影響 を与 えるこ とが知 られて お り,シ ステム的 な評価 基準

の設定が重要に なってい る。

情報システムの適切性を判定す るため の評価基準は,情 報 シス テムの利用者の立場 か らも設

定 されなければならない.言 い換 えれば,情 報システム との間で,直 接的 あるいは間接的 な形

で・かかわ り合 いを持 つ 「顧客」のニーズが,ど の程度 まで充足 されているかである
。

まず,情 報 システムは,実 現性 を持 たなければならない。つま り,利 用者 の行動や意思決定

に,意 図 したよ うな形 で寄与するものでなけれ ばならない。例えば,機 械側 の都合だけに合わ

せるのではな く,人 間と機械 の協力 関係(man-machinesynergism)が 実現 されねばな らない。

また ・このよ うに実現 された機 能は ,安 定 した形で維持 されなければならない。組織 も情報

システムも,大 規模化 ・複雑化 しているから ,組 織 の活動 が情報 システムに依存する度合 いが

高 まっている。このた め,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアなどの変更によって,サ ービスの提 供

が低下あるいは中断 すれ ば,組 織は少 なからざる損害 を被 るこ とになる。

さらに,シ ステム変更の可能性 についての評価 もまた重要 である。コン ピュータによる情報

システムは,ま だまだ発展途上 の分野 であ り,既 存の システムよ りも優れ た新 システムが,次

々と実現 してい る。デー タベース化や,コ ンピュータ ・ネ ットワークの技術 などは,現 時 点に

お けるその種 の例である と言えよ う。 しか し,現 存 システムか ら新システムへの移行は ,経 済

的 ・技術的 な見地 か らは,必 ずしも容易 ではなk・。現存のシステムが大規模 であ り,新 シ ステ

ムへの移行が十分に考慮 されていないよ うな場合には ,特 にそ うである。現行 のシステムの多

くは,高 度経済成長期 に,比 較的短期 の技術的 可能性 を前提 に作成 された ものである ことも,

一 因として挙げ られ よう
。

計画情報 システムにおいては,特 に情報についてのシステム的 な考え方が,不 可欠 と言 える

だろう。なぜな らば,未 来 における情報システムの必要性 を適切 な形で判断 するためには ,組

織 自体 についての経済環境,社 会環境,技 術環境な どを総合的 に予測しなければ ならない。こ

の ことは決 して容 易 ではな く,い わ ゆるシステムズ ・アプ ローチなどを援用 しなければ ,到 底

解決 できそ うにない 。

以上 の記述 では,「 情報 システム」 とい う場合,コ ン ピュー タ.・システムの利用が一応前提

となっていた 。しか し,ど んな情報 システムにおいて も,人 手 による作業 が含 まれる し,ま た,
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電話 ・ファクシ ミリ ・複写機 なども,広 い意味での周辺機器 として,適 切な位置づけをす るこ

とが必要であろ う。

1.2情 報 システムのライフサイクル

ここでは,上 級情報処理技術者が果すべき役割を明らかにして竪 ための手段として,情 報

システムの ライ フサイクル を,次 のよ うな 四つの段階に分 けてお くことにす る。

析

計

施

用

分

設

実

運

これ らの段階は,さ らに細かな ものに分割す ることができる。その反面,分 析,設 計,実 施

の段 階を合わせて,「 システムの開発 」と呼ぶ こともある。また,分 析 と設 計の段階 を合わせ

て,「 システムの分析 と設計」と呼ぶこともある。 さらに,シ ステム実施 の段階のことを,「 シ

ステムの作成 」と呼ぶこ ともある。

システムの分析 と設計の段階は,上 級情報処理技術者が,主 導的な活動を果すべ き分野の一

つである。この段階 は,純 粋 に開発的あるいは計画的な性格 を持 つ。従 って,こ の段 階におけ

る仕 事の内容が,作 成 された情報 システムの質を,決 定的 に左右す ることになる。

システム分析の段 階では,情 報 システムがその機能 を果す であろ う環境が,ど のよ うなもの

であるかを見定め,情 報のニーズが何であるかを決定する。これによって新システムの目的 が

明確化 され る。次 に,こ れ らの 目的 を達成す るために,新 システムが持つべ き機能や情報の流

れが決定 され る。このために,情 報処理 技術者は,組 織の機 能や問題 点を理解 できるよ うな能

力 を,身 につけていることが前提 となる。

情報処理技術者は,こ の段 階におい て,問 題志向型の アプローチを採 るべきであ り～ コンピ

ュータ・システムの利用 を,明 白な,あ るいは暗黙の前提 とすべきではない。 また,情 報処理 技

術者は,妥 当な結論 に達す るために,情 報 システムの顧客 となるであろ う利用部 門の管理者や

担 当者 と協力 し合い,意 思 の 疎通 を図 らねばならない。情報 システ ムの性格によっては,意

思を疎通すべき相 手は,ト ップ ・マネジ メン トとなることもある。

システム分析 が不十分 なままに終 った り,あ るいは形式的または類型 的な方法 に流 れて しま

ったために,作 成 されたシステムに重 大な欠陥が生 じた例は少な くない。こ うした事態を避け

るには,単 なる心掛けや注意 だけでは不十分で,プ ロフェッシ ョナ ルな技量 が必要 であろ う。

特 に,情 報処理技術者 にっいて言えば,組 織の構造や機 能などを理解で き,情 報 システムを持っ

た組織 の行動を予測できることが大切である。そして,こ のような要件 を備えた情報処理技術
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者の数は,現 時点においては,き わめて限 られていると考 えられる。

システム設計の段 階では,シ ステム分析の段階で定義 された情報の必要条件を前提 とし
,こ

れ を満たすための代替案 を立案 し,具 体的な実施計画や仕 様の形に展開す る
。 この段階では,

コ ンピュータ ・システムについて ,手 法の評価や選択などのため の知識が必要 である。

システム設計を,さ らに細かいステップに分けることがある
。この分け方には幾つかの種類

があるが,代 表的 な ものには,外 部仕様 と内部仕様 の決定 と}ご分けた り,論 理設計 と機 器設計

とに分ける,な どとい ったや り方 がある。大 まかに言 うと,外 部仕様 と論理設計,内 部仕様 と

機器設計 とが,そ れぞれ対応 してい る。

外部仕様の決定におい ては,業 務 内容を十分に理解 している管理者や担当者の参加が必要 で

ある 。ここでは,組 織 の側 の立場か ら,シ ステムの特性 を決 めてゆくことになる
。そのために,

利 用部 門におけるシステムの実現性や安定性などが ,シ ステムを評価するた めの主要な基準に

なる。

一方 ,内 部仕様は,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・システムの経済性や信頼性 を決定づける。

そのた め,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・システムについての知識や ,情 報処理の手法に関す

る知識などが要求 されることになる。

システムの実施 段階には,プ ログラムの作成 ,業 務の移行,要 員 の訓練な どが含 まれる。シ

ステムの実施 は協同作業 であ り,開 発 グループ,運 用 グループなどによって分担 され る各種作

業のマネジメン トが必要である。

システ ム運用の段階 では,実 施 されたシステムを定例的 に作動 させる。ここでは,シ ステム

の維持 可能性や,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア ・シ ステムの効率が,'中 心 的 な評価基準 になる。

情報 システムのライフサイクルを構成す る諸段階にお いて,情 報処理技術者は,シ ステム的

な考え方や,シ ステムズ ・アプローチを身 につけている ことが大切である。言い換 えると,次

のような ことが理解 でき,ま た実行できることが大切 である。

① 対象 となる業務 を,社 会 ・経済 ・組織体 などの環境(外 部システム)の 中で,ダ イナ ミ

ックに捕 らえる。

② 統一体 を識 別す ることによって,問 題の位置づけを明らかにする。

③ 目的論的 に考え行動する。

④ 上記 のようなフ レームワークの 中で,構 成要素の相互関係 をみる。

⑤ 構成要素の相互関係は情報 である。

⑥ 人間が 自由に作 り変え,操 作 し,設 計 しようとす る現代合理 主義的 な立場。

⑦ 従 って,予 測 ・計画 ・意思決定 などの機能 が重視 されること。

けれども,わ が国の企業や諸組織においては ,こ のよ うな物の考 え方や発想 が理解 された り,
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その損失が評価 されている とは言いにくいのが現状 である。従 って,生 活意識 は言 うに及ばず,

職 業意識 にお いて も,シ ステム的であるとは言いに くい。こうした環境 の中で,情 報 システム

を開発 した り,運 用 した りして ゆく上で,次 のような領域 での継続的 な努力 が必要 であろ う,

① 組織を社会的,経 済的 な環境の中で把握する よ うに努力すること。

このことは,シ ステム分析 において重要である。情報 ニーズの評価 ・判断 において,継 続

的 なニーズと一時的に発生 したニーズ,建 前 としての ニー ズと本音 のニー ズなどを,識 別で

きるような目を養 ってゆ くことが必要であろう。

② 組織を人間の集団 として も捕 らえること。

フォーマルな組織構造 を理解 した り,記 述 した りす るだけでな く,時 には非合理的な側面

さえ併せ持 つ,イ ンフ ォーマルな人間集 団 とい う角度からも,組 織の行 動原理がながめ られ

る こと。このことは,シ ステ ム分析の段階 で,情 報 ニーズを把 握 した り,シ ステム設計にお

いて,実 現性や信頼性 を具現 した りするのに役立つ であろ う。

③ 組織内での意思決定の機構 に注意す るこ と。

社 会一般,あ るいは組織 における意思決定の機構 について述べる と,わ が国でのそれは,

一 つの特色 を持 ってい る。 りん議 制度 は,そ の一例 である。年功序列 に もとつ く組織構成 も,

意 思決定の方法 に一つ の特徴 を与えている。このよ うな,社 会集 団 としての意思決定機構 を

無視 して,情 報 システムを分析 した り設計 した りす るのは,適 切ではないであろ う。

④ 計画の発想や技術 を強化 してゆ くこと。

大規模で複雑 な情報 システムの開発 に当た っては,「 計画できないこ とは,実 現 できない」

とい うぐらいにまで,計 画 の重要性 が強調され るべきであろ う。計画,言 い換 えれば,未 来

の行動 に関する事前評価が不十分 なために,作 成 されたシステムに欠陥 が生 じた例は,少 な

くない。またこのよ うな欠陥は,そ れ を除去するのに,長 い期 間や多額 の再 開発資金 を要す

るこ とが珍 しくない 。大量生産 と大量消費 とを基調 とす る急速な成長期には,実 施の側面 に

重点が置かれて来 た。このために,組 織 内における計画の思想や技術 の蓄積 は,必 ず しも十

分 とは言 い難 いのが現状であろ う。

⑤ 技術的 見地 のバ ランスを取 るこ と。

情報 システムの開発 と運用は,し ば しば,製 造業 における製品開発や,生 産管理 に類似 し

た形 で説明されて来た。シ ステムの分析 と設 計は,市 場調査か ら製品設計に至 る過程 に相 当

し,シ ステムの実施 は,製 造設計 または製造 技術の計画に当 り,シ ステムの運用は,工 場に

お ける製造 一 加工のよ うなものである,と いうぐあいである。

製造業 の中で発達 して来た生産 管理や品質管理 の考え方や技法は,情 報システムの ライフ

サイクルにおいて も,か な り広 く応用 され,定 着化 してきてい る。情報 システムは,製 造技
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術や生産管理の技術か ら,多 くの ものを吸収 して来た。類比 は有効であった と言えるだろう
。

しか しながら,こ の類 比はかな りの程度 まで,ハ ー ドウェア的 ,言 い換える と技術的 な見地

に立 った類比 と,言 えるのではないだろ うか。

例えば,わ が国の代表的工業 であるとされている,家 庭用電気製品,自 動車,鉄 鋼,繊 維,

造船 な どの工業 について言 えば,高 度の資本集 約的な設備を用いてはいる。しか し,同 時 に

技術 の集約度,言 い換 えると情報化 の度合 いにおいては,中 程度 と言 うところであ り,高 付

加価値産業 に含めることはできない。事実,こ のよ うな産業の国際的競争 などの場 において,

賃 金水準や 労働者 の勤勉 さなどが,し ば しば問題 とされている。

このような観 点からすれば,情 報 システムの開発や運用の業務その ものは ,さ らに労働集

約的であるのが現状 と言えよ う。そのため,い わ ゆる知的労働者の動機づけ,養i成 ・訓練 ,

処 遇,組 織化,賃 金水 準などの問題を取扱 う能力が,重 要な役割を果 している。このよ うな,

人 もしくは人の組織についての問題解決能力 の重要 さは,コ ン ピュータの利用 が産業 の分野

にとどまらず,行 政,医 療,教 育,環 境,社 会 などの分野に拡大 してゆくのに従い ,ま すま

す比重 を高 めるこ とになるだろ う。情報処理技術者 が,人 間や人間の組織 の行 動を ,ど こま

で理解や予見することができ,問 題 に対 して解決策 を提 唱する方法を見付 けられる かが課題

となるだろう。
し

1.3上 級 情報処理技術者の職務

こ こでは,組 織 において,上 級情報処理技術者が果す役割 を,シ ステム分析 ,設 計,実 施,

運 用な どの段階 と関連づけて考える。今の ところ,職 能や職位 について,一 般的 な標準は まだ

確 立 されていない。また,わ が国の多 くの企 業においては,職 能 と職位 との間で,明 確 な対応

づけ が行 われていないのが現状である。従 って ,こ こでは上級情報処理技術者 に,ど のよ うな

サー ビスが要求 され るか を,役 割や機能 を中心 に検討 してみ よう。

わが国では,情 報 シス テムの分析 と設計 に携 わる情報処理技術者のことを,シ ステムズ ・エ

ンジニア(SE)と 呼 ぶ場合 が多 いようである。 しか し,職 務内容や役割 などを見る と,こ の

呼 び方はあいまいであり,適 切 では ないよ うに考えられ る。

第1の 理 由は,今 までのシステム開発 においては,プ ログラミングや業務 の切換 えなど,実

施や作成 の段 階へ相対的 に大 きな比重 がかか り,情 報システムの分析や設計 の段階 については,

そ の意義や機能 についての共通的な認識 が定着 していない ことにあろう。このために,シ ステ

ム分析や設計が,プ ログラミングの準備 段階 ない しは前工程 としてのみ把握 されやす い。そ し

て,シ ステム分析や設計は,過 小な位置づけがなされた り,シ ステム開発の過程 の中での分析

や設計 の役割は十分に理解 され ない まま,さ まざまな技法 を機械的に使 った り,技 法や発想法
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を使 うこ と自体 が目的 となった りしたのである。システムズ ・アプローチが定着 しないままで ・

「システム」 とい う言葉が,仕 事にかぶせ られて しまったのではないだろ うか。

さらに,シ ステム分析 とシステム設計 とは,相 互に密接 な関連性 を持って進める べきもので

あるが,同 時 に,両 者の間には, 、質的 な差 があることにも注意すべきである。特に,大 規模タ

システムにおいては,組 織志向型 も しくは人間志 向型の アプローチによって,問 題 をシステム

的 に取扱えるような,情 報 アナ リス トが必要 である。 これに対 して,シ ステム設計 は,技 法中

心型 または コンピュータ志向型の立場 か ら,仕 事を進めることになる。上級情報処理技術者 に

は,シ ステム分析 におけ る情報アナ リス トや,シ ステム設計 におけ るシステム設計者の リーダ

ーや ,管 理者 としての役割が求められ る。

システム開発 における,プ ロジェク ト・リー ダーの役割を果すためには,情 報 アナ リス トと

しての物 の見方と,シ ステム設計者 としての技術的見識 の両方が,要 求 され るであろ う。

情報処理部門における規模の拡大や,技 術の進歩に伴 って,コ ンピュー タ ・システムの評価,

選 択,新 機種の導 入,シ ステムの切換えに関す る計画,な どといった業務が現われて来た。こ

の分野で,コ ンピュータ ・システムの分析 を行 うためには,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの構

成 を評価 し,選 択 した り,シ ステム運用をはか るための,技 術的 な能力 が必要 となるのは当然

である。さ らに,運 用に当っての要員の組織化や確保,処 遇な どの面にお ける問題解決 が必要

となることもある。

情報処理部 門での管理者,ま たは管理者のアシスタン トと しての業務 の うち,上 級情報処理

技術者が担 うべきものは,幾 つかある。システム開発,シ ステム改善 などを 目的 とす るプロジ

ェク ト管理な どがそ うである。

1.4情 報 処理技術者育成のシステム

上級情報処理技術者の育成のための教育 システムは,考 え方において も,方 法 についても,

不十分な面 を残 してい るのが現状で ある と考え られ る。

(1)目 標

まず,組 織にお いて,教 育や育成の 目標 が設定されてい なか った り,設 定 されてはいても,

あい まいであった り抽象的 に過 ぎることが多い。この理 由の一つは,組 織の中で,上 級情報

処理 技術者 の果すべき役割 が明確 にされてい ず,プ ロフェ ッシ ョナル なサー ビスに対する,

「需要」が把握 され ていないことにあろう。

このことは,育 成 に当って,体 系立 った方針 を建 てた り,計 画 を作成す ることを困難にす

る。また,個 人的 なレベ ルで言えば,情 報処理技術者 が,自 分の能力 向上を考 えてゆ く上で,

目 ざすべき方向がよ くわか らない とい うこ とにもなろ う。
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c

しば しば,建 前的 あるいは仮想的 な目標 が示 され てい ることもあるが
,こ れだけでは,長

期的 あるいは継続的 な教育活動に対する指針 としては不十分であろ う
。組織的 なレベルでは 、

方針のあいまいさや,一 貫性のな さとして現われ る。また ,個 人 ・個人の レベルにおいては,

「動機 づけ」の困難さの一因とな り,教 育 はその出発点においてハ ンディキャ ップを負 うこと

になる。

妥 当な教育 目標 を設定す るには,情 報処 理技術者の育成 とい う観 点だけでな く
,組 織人と

しての,全 体的な育成構想の中におけ る位置づけも重要であろ う
。例えば,終 身雇用の体制

の中で,専 門化 ・細分化 された技術 を中心 に訓練 された人 々を
,急 速に変化する環境の中で,

どのよ うに処遇す るかなどである。

また,組 織 その ものについての未来像の設定や ,そ の観点か らの長期的 かつ総合的 な計画'

や 見通 しな どとの関連性について も注意すべきであろ う
。そのためにも,組 織 にお ける諸活

動 の全体的 な姿を,動 的 な形で理解 した上で,情 報サー ビス面 でのニーズを設 定すべきだ と

い うことになろ う。これ には,少 なくとも,プ ロフェ ッシ ョナルな知的 サービスが要求 され

よう。この分野 も,上 級の情報処理 技術者の行動が ,求 め られる領域 であ ると言えよ う。 さ

らに,こ の ような知的 サー ビスを利用で きない組織体 では
,問 題の設定 と,こ れにつ いての

対策 との間で,あ る種の悪循環 が生 じやすい ことも指摘 できるだろ う
。

② 計 画

こ こでは計画 を,「 すでに設定 され た目標を分析 し,学 習者が行動す る領域 を定め,こ の

領域 において どのよ うな行動 をとるべきかを明 らか にする」こ ととして考える
。重要 なのは,

「何 ができるか」,「どのように行動で きるか 」とい うことであ り
,「 何を知 っているか」は

副次的であるとする。

組織体 が,情 報処理技術者に対 して,ど のような行動 のあ り方 ,行 動 の様式を期待するの

か を意思決定す ることは,必 ず しも容易 ではないだろ う
。まず,多 くの組織体 においては,

上 級情報処理技術者 による,知 的サー ビス を享受 した経験が限られている
。そ のために,何

を,ど の程度 まで期待で きるのか ,あ るいは期待すべ きかについて,判 断材料の不足 を感 じ

る場合 があろう。

社会的お よび技術的な変化が,急 速に起 っているこの分野 においては
,経 験 だけに依存 し

て いたのでは,意 思決定や対策 が手遅れ にな りがちとい う事情 もある
。結果 として,職 務 を

分析 し,標 準的 な職務内容 を具体的 なかたちで文書化 し,こ れをマネー ジメ ン トの ツール と

して活用す るよ うな段階にまでは ,到 達 していない組織体の多いのが現状 であろ う。

また,組 織体 にお ける教育は,採 用,配 置 ,昇 進,人 事評価 などの,人 事管理 システムの一

環 としても,補 らえられるべ きである。人事管理 システムは ,情 報処理技術者 の育成 について
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の外部環境であ り,ま た制約条件の一つで もあると考え られ る。人事システムにおいて も,

長 期的,総 合 的な観点か ら,さ まざまな変化 に適応 できるよ うな弾力性 が必要 とされている。

わ が国の雇用形態 にあっては,終 身雇用 が基調 であるために,職 務 から見た人事構成 と,年

功序列 の昇進体系か ら見た人事構成 とは,一 致 しないのが普通である。従 って,組 織の目標

と,情 報処理技術者 の自己啓発意欲 とを,統 合 し調整で きるような人事 システムが,要 請 さ

れる ことにもなろう。

さ らに,育 成 とい う課題は,多 くの場合,初 級 → 中級 → 上級 といった方向のように,よ

り高度な段階への能力開発 として捕 えられ,人 事シ ステムにおいても,昇 進体系などとの関

連性 に目が向きがちである。しか し同時 に,い わゆる上級の職位に就いては いて も,十 分 な

訓練 を受 けてい ない情報処理技術者 もあ る。また,技 術や環境の変化 につれて,能 力の更新

が必 要になる場合 もある。このような人材の再生産 にも目を向け,い わゆる人材の使 い捨 て

が防止できることも望 ましい。,

(3)組 織 化

この段階 では,教 育 のための戦略や戦術 を展開す る。定め られた領域において,期 待 され

る行動が できるように,有 効 で能率 の高 い教育 の方法や資源 な どを案出し,実 施 のための計

画を作成す る。 目的や 目標はす でに設定 されてい るとすれば,教 育内容 と方法,教 育めため

の予算や時間,教 育機関の評価 と選択,教 育のための組織の編成,実 施 日程の作成 などが中

心 となるだろ う。

〈 目 的 性 〉

組織体 の中で期待 され る行動形式が,公 式的 な形 で定義できる ことは,教 育 の 目的設定 にお

いて重要 である ことを,す でに述べておいた 。もう一つ重要な側面 は,組 織体や個人の レベル

にお ける動機づけである。教育の意義を考えてゆ くのに,組 織体や個 人が,ど れ だけの主体性

な り,目 的意識 な りを持 つか とい うことである。

例 えば,「 業績が好調 である ときには,教 育予算が多 く,教 育活動が盛 んであるが,ひ とた

び業績が不振 になって くると,た ちまち教育予算が削減 されて しまう」とか,「 時間が割 けれ

ば,ま た人手に余裕 があれば,教 育 を行 う」といった事例は,し ばしば見受けられ る。こうし

た事態は,組 織体 が,人 材育成の重要性 を唱えなが らも,実 際には人材育成 のための教育活動

の価値 を,さ ほど高 く評価 してい ない とか,そ のことに自信 がないことの現れ と言 えよう。

また,教 育 を受ける各個人が,ど の程度 まで教育や 自己啓発 の必 要性を認識 してい るか も問

題 であろ う。各個人 は,さ ほど強い問題意識や能力開発 の意欲 を持 ってい るわけではな く,そ

の代 りに,組 織体 によ って これが与 えられることを,ば く然 と待 っていた り,上 司か らの指示

などによって,外 か ら押 しつけられるよ うな状況 も見られる。この ように,問 題意識の持 ち方
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や,能 力開発の方 向づけ などにおいて,組 織体のお仕着せ に全面的に依存 していたのでは,各

個人が,教 育の場 において,組 織体 に振 り回 され るこ とにな りかねない。これ では,一 時 的な

流行 を追 った り,形 式的 ・儀 式的 に教育 を受けることになって,真 の学習の効果は期 待で きな

いだろ う。

終身雇用 の体系 においては,各 個人の問題意識や価値観 などが,と もすれば集 団の中に埋没

しがちである。また,年 功による昇進体系 が,能 力向上の意欲 を減殺する場合 もあ る。さらに,

組織 の大規模化 ・複雑化 や技術の急速 な進歩な どが,能 力 向上の効果についての 自信 を失わせ

るよ うなこ ともあ りうる。このような組織風土においては,い わゆる教育活動 は,儀 式的 な知

識や知的 アクセサ リーの提供 しかできな くなる。各個人 が,自 主性や自律性 を確認 ・再確認 し

てゆ くための方策 が大切である。

<職 場 とOJT>

組織 体 の中で働 く,個 人 の思考や行動 の様 式に,大 きな影響 を与 えるのは職場 である。人 は,

「仕事 を通 じ」,「経験に よって」学ぶ ところが大 きい。職場で,苦 労してあるいは,知 らず知

らずの うちに身につけた事柄は,公 式 的な教育 で学習 したこ とよ りも,深 く印象付 け られ るこ

とが多い。職場における,管 理者 や先任者の思考 ・行動様 式,価 値観は大 きな感化 力 を持つ 。

人間観,社 会的関心,知 的好奇心,教 育観 な どについて も,同 様 なことが言 える。この意味 で,

職 場においては,意 識的 あるいは無 意識的 に,広 義のOJT(OntheJobTraining)が 続 けられ

てい ると見ることもできよう。

教育 訓練 の方法 と してのOJTは,作 業的 な要素 を含む職務 などの,技 法 を学習す る ときに

有効であることが多い。 しかし,こ の場合 にも,適 切 な訓練計画や指導者 が欠けていると,好

ま しくない習癖 が固着することもある。また,経 験 だけでな く,理 論を学ぶ ことによ って初め

て理解 が深 まった り,学 習が強化 される分野がある。情報処理技術の進歩は,こ の ような分野

を相対的 に広 くしている。組織体 において,ま だ経験 した ことのないよ うな問題の扱えること

が,大 切 にな ってきてい る。

技術者教育 においては,特 に,仕 事 と教育 とを別 個の切 り離されたもの として,取 組 むのは

無意味である。従 って,職 場 自体 を,仕 事の場 として見 るだけでなく,教 育環 境や教育 システ

ム として も把握 し,こ れ を評価 して ゆく必要があろ う。仕事の場 としての評価 と,教 育 の場 と

しての評 価に,質 的 な差異が大 きいのは問題であろ う。

〈教育内容 と方法〉

中級や上級の情報処理技術者 が,学 習す べきとされ る事柄 は,範 囲においては広がる一方で

あ り,同 時 に専門化 ・細分化 の度合 いを増 してい る。各種 の教育機関におけるカ リキュラムや

コースの内容を見て も,多 様化,細 分化,専 門化 の傾 向が著 しい。また,す でに習得 された技
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術や知識 が,時 代遅れの ものになってお り,再 教育や継続教育の必要性が出て来ている。この

よ うな傾 向は,今 後 も続 くものと予想 され る。情報処理技術の進歩,情 報処理技術が適用 され

る分野の拡大,よ り高度 な利 用への要請な どが,そ の背後 にある。

このために,提 供 され る情報量は,多 くの組織体や個人が,従 来の方法で消化 できる限度を,

す でに上回 ってい るのが現状 では ないだろ うか。技術の進歩によって生 じた問題解決 の可能性

と,こ れを組織体 の中で実現す る能力 との間の格差が,次 第に大 きくなってゆ くお それ もある。

情報処理技術の水準を維持 した り,そ の向上をはか るために,教 育 についての時 間や予算の,

絶 対量 を増加 させるこ とが必要 になろう。 このような増加が,少 くとも一時的 に,組 織体や個

人 が負担 し得 る限度 を,超 えることもあ りうる。組織体によっては,情 報処理技術者の教育 を

投 資と して,公 式的な形で扱 うべ き段階に来てお り,教 育 内容や方法の選択 に当 って,体 系立

った情報収集,評 価,立 案な どが必要 となっている。

中級情報処理技術者 の場合 もそ うであるが,特 に上級情報処理技術者の教育 においては,広

範 囲でかつ集 中的な企画立案 と,数 多 くの教育資源 とが要 求され る。従 って,こ れを特定の組

織体 だけで,独 自に実施す るのは相当に困難であるし,投 資効果面から見て も得策 ではないの

で,組 織体外部の教育機関の,積 極的 で有効 な利用をはか るべきで ある。例えば,企 業人や組

織 人教育 のための専門機 関(公 共的 なもの,コ ンピュータ ・メーカーによるものなどがある),

大 学,各 種の団体などが提供するカ リキュラム,コ ース,講 習な どについて,そ の 内容や特色

を体 系的に調査,検 討,評 価 してゆ く必要 があ り,そ のための参考情報や ア ドバイスの入手 も

大切 である。

〈カ リキュラム〉

カ リキュラムは,教 育活動 を組識化するための計画 方法の一つであ り,今 日の教育の多 くが

これ を基礎 にしている。大 まかにい うと,カ リキュラムは次の手順で編成 され る。

環境や制約条件 などを見極めた後 で,

① 教育の 目標を設定する。

② 設定 された 目標 の達成 に必要 な,主 題や内容を選定す る。

③ 選ばれた主題や内容 を教育す るための,コ ースや単元 を設計する。

④ コースの配列 ・順序を編成す る。

⑤ 時 間を配 当す る。

以上の手順を構成する各段階は,相 互作用的 に扱 うべきである。編成 の過程 をシステ ム分析

と設計の一つ に見ることもできる。採 るべきアプ ローチを,相 互作用的 ・相互影響的 な計画に

求 めることもできよ う。

実際 に,そ の ように行動するのは容 易ではない。例えば,予 算,教 育担 当者,教 育設備,ノ
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●

ウ ・ハ ウなどの,教 育資源 における制約の厳しいことが,主 要 な条 件であるよ うに見える状況

がある。 このよ うな場合 に,制 約条件 を 「与えられた 」もの として受容すると,そ のことがカ リ

キュラムの性 格を規定 して しまうこ ともある。カ リキュラム編成 の手順が,実 質的 には狭い枠の

中に,一 見新奇 で有用なテーマや コースを押 しこめる作業 になることもあ る。限られた貧弱な

教育 資源 を,き らびや かな技法や主題 で装った,カ リキュ ラムが作 られ るおそれ もある。

どのシ ステムも環 境の 中で機 能 を発揮するのであるが,同 時 にシステムの環境 に対 する働 き

か けにも目を向けるべきであろ う。また,直 ちに制約条件 から出発す るのでな く,な るべ く制

約条件 を取去 った状況 一 例えば,技 術的可能性が唯一の制約条件 であるよ うな環境 一 を,

ひ とまず想定 して望ま しい状況についてのイ メージを明確にしてお く。そ して,そ の後 でいわ

ゆる現実の制約条件な どを加 味 し,も う一度考え直 してみる,な どの工夫 も考え られ よう。

だれがカ リキュラム を編成 するか,あ るいは編成 に当 って主体性 を持つべ きか であるが,少

な くとも上級情報処理技術者 の教育にお いては,研 修者 自身が,教 育担 当者な どの援助 を受 け

なが ら,自 分のための カリキュラムを設計で きるような状態を,望 ましい姿の一 つとしてお き

たい。

〈資 源 〉

む

教育 の実施 一 研修 ・指導 のための資源,例 え.ば,講 師陣,教 育方法 などの情報,教 室,図

書室,コ ンピュータ ・サー ビス設備,教 務など運営 に携わ る担 当者,な どについての組織化 も

必要である。教育にお けるシステム化やマネジメン トは,考 え方 においてもツール において も,

まだ まだ未熟 であ る。他の分野 に比べて,努 力の蓄積が不十分な面がある 。このため,シ ステ

ム的 とはとて も言えないよ うなや り方で,シ ステム的 な考え方や技法 が教 えられてい るよ うな

例は,珍 らしくないだろ う。

講師陣,設 備,教 務担当などは,あ る一群の 目標 を達成するための,シ ステム構成要素 とし

て把握す るこ とができるのであるが,現 実 には縦割 り的 な思考や行動の型 式が支配的 であるこ

とが多い 。各種の教育機 能の連携 の とり方,教 育活動 の調整のや り方,マ ネジメン トにおける

情報 システムのあ り方な どにおける,考 え方や方策の開発 が重要 である。場合 によっては,講

師陣や教務担 当者 などに対 しての,教 育 ・訓練 ・説得が不可決 になろ う。また,各 種 の教育機

関の間における,教 材,教 育方法 、教育 のためのパ ッケージな どに関する,情 報の流通 を強化

す ることも有用であろ う。

(4)評 価 と統制

この段階では,組 織化 と実施 によ って,目 標 がどの程度 まで達成 できたか を測定 ・評価 し,

目標が達成 され てい ないの であれば,組 織化 と実施 について再設計 をする。この局面での関

心は,評 価 の方法 についての技術的な側面に向きがちであるが,同 時に次の ような 「考 え方」
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についての配慮も要求 され る。

まず,評 価 と統制は,目 標の設定→ 組織化 → 実施 → …… などの プロセスの一環である。

従 って,目 標が設定 され てい なけれ ば,測 定は原理的 に不可能である。また,目 標 がどの程

度 にまで具体的 に示 されてい るかによって,測 定の詳細度が左右 され る。

例 えば,目 標 が抽象的 であ り,こ れ が具体的な測定尺度へ論理的な形で展 開されているの

ので もなければ,い くら詳細 な測定 をしたと して も,こ れを統制の手段 として活用す るのは

困難 であ る。目標設定におけるあいまいさや不十分 さが,測 定にお ける技術的 な困難 さにす

り替え られている例 が少な くないひ また,目 標との間での,論 理的なかかわ り合いを持 たな

い測定項 目は,そ れ 自体 としては,有 用であ り得 ない。

次 に統制 についてであるが,「 計画 と実績 とを比較 して,両 者 の間に有意な差異があれば,

これ を計画 にフィー ドバ ック し…… 」と考えるときに,「 計画」の持 つ意味合い を吟味す る

必要 がある。もし,こ の 「計画」の中に,目 標 も含 まれているのであれば,フ ィー ドバ ック

は不可能である。 目標の設定 を変更することは,シ ステムそ のものを根本的 に見直すことで

ある。

いわゆるフ ィー ドバ ックは,組 織化や実施 に対 してだけ有 効である。さらに,教 育 にお け

む

るフ ィー ドバ ックは,年 を単位 とするよ うな,比 較的 ゆるやかなプロセスである。そしてま

た,こ れ には限界がある。計画の不十分 さを,統 制によって どの程度 まで補 うこ とが できる

かを,よ く見定 めてお くことが大切である。

1.5教 育 の 必要 性

1.3に お いて,上 級 情報処理技術者が果す べき役割 の例を挙げた 。このよ うな役割の必要性

をおよそ認 めた としても,実 際 にそれがや り通せる人は多 くないだろ う。さらに,上 級情報処

理技術者が,情 報処理部門管理者の供給源の一つであることを考 え合わせる と,こ の分野での

教育機 能の強化 が更に望まれる。

しか し,現 実 には,育 成 に当 っての考 え方や方法につ いて不十分な点 が目立つのである。こ

うした不十分 さと関連性 が高い と考 えられ る事柄 を挙げる と,次 のよ うであ る。

〈環 境〉

上級情報処理技術者は,人 類 がこれまでに体験 したことのない新 しい社会環境の中の,新 し

い分野の中で問題 を解 決することが要求 され る。脱工業化社会,情 報化社会,… …などの言葉

で特徴づけられ る新 しい社会環境の中では,従 来 とは違 う物の見方がなされ始め,価 値感 がゆ

れ動いている。多 くの専門分野 で確立 されて来た権威は,相 対的 に低下 しつつある。

しかもこの変化 の速度 は増加 してお り,動 的 な環境 の中で,動 的な形で問題 を捕 らえ,動 的
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な形でこれを解決 し続け ることが迫 られてい る。一方 におい て,こ うした ことにっいての経験

は乏 しく,経 験に基 いて教育 できる事柄は余 り多 くない。

また,日 本国内の組織体 に限定 して考えた場合,財 貨 ・人 ・情報の国際的 な交流の量は著 し

く増加 している。経済 の重 要な部分 は,す でに国際的 なフ レームワークの中に組込 まれている

が,反 面,発 想 ・思考の様式,行 動の形式 などの側面では,国 際的な交流や相互理解 の度合い

は限 られている。

歴史的 ・地理的背 景を考 え合わせる と,日 本の社会環境の中における発想 ・思考 ・行動 の様

式に は,日 本固有 とでも呼ぶべき要素 が含 まれていると指摘 されてい る。また,こ の差異は,

単 なる程度ではなく,質 的 な違い もある。これ らの要素 があるために,国 際的な交流や理解 に

は,多 大の努力や時 間を要 し,し か も効 果は思い のほか少 さい。

特 に,シ ステム,マ ネ ジメン ト,イ ンフ ォーメーシ ョン,オ ーガニゼーシ ョンなどに関連の

深 い分野では,日 本 で独 自に問題 を発見 し解決策 を開発 した例が少な く,多 くの考え方や 技法

を,海 外から 「移入 」してい る。 しか しながら,「 システム的 な考え方を とり入れ る」,「国際

的な感覚を身 につける」 などのこ とが,も ともと実現可能 なのか どうかさえ,確 かめ られてい

ない。また,も し可能である として も,そ のためには どれだけの時 間や努力が必要 なのか も,

よ くは分か らない。 「システム的な考 え方 を採 り入れ る」,「国際的な感覚 を身につ ける」とい

う発 想自体が,日 本独特の ものだとも言え よう。

〈教育 の方向づけ〉

上級情報処理技術者 の育成 とい う観点か らすると,多 くの大 学や企業 における教育は㌧水準

もさることながら,努 力 の方向 自体に問題 を含んでいると考え られる。例えば,相 互 に関連性

のある領域を切 り離 して しまい,そ れぞれ を独立した形 で,い わゆる 「専門的に」取扱 うこと

などであ る。

オペ レーシ ョンズ ・リサーチにおいて,定 式化されたモデルやデータ を与 えた上 で,解 を求

める方法を教える ことは多い。しか し,ど のよ うな環境の下で,ど こに 目をつけ,ど の ような

情報 を提供すべ きか,言 い換 えると,解 が求められたとして,そ れがどのよ うに役立て られ る

か を教 えるこ とは少ない。解 を求める ことが目的であるかのよ うに教 えて も,現 実 にはその よ

うな状況は余 り多 くない。

情報処理の教育 においては,情 報だ けを切 り離 して扱 うから,情 報システムが,組 織体の中

でどの ように機能 を発揮す るのか は教 えられない。情 報は,常 により早 く,よ り正確 に処理す

る ことが,共 通の 目的 であるかのように扱われている。

一方
,経 営学な どでは,情 報が極 めて抽象的 な形で取上げられているだけ,と い う例 も珍 し

くはない。結果的 には,シ ステム仕様 をどのよ うに練 り上げて行けばよいかは,ど こで も教 え
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られない ままである。システ ム仕様書 をまとめられ る,情 報処理技術者 が育 ちにくい理 由の一

つがここにある。

多 くの教育機関では,教 えやす さや教育についての見かけの効率 が,教 育 の目的 よ り優 先し

て しまっている。比較的 に独習が容易 であ った り,分 か らない ときに外部機関 などへ相談すれ

ば足 りるような事柄 について,集 合教育 がなされてい る。そ してその反面,経 験 か らは学び が

たい事柄,試 行 錯誤 による損失が大 きい分野 などについては,「 本人の心 がけ次第」などといっ

て,特 に教育 しないよ うな例 も珍 しくはない。学習者 が,こ のような教育のあ り方 に慣 らされ

て しまい,知 的な好奇心や探究心 を鈍 らされて しまったよ うなことがあれば,事 態 はさらに面

倒である。

従 って,上 級情報処理 技術者の教育 においては,時 代,国 際的な環境,従 来流の教育の欠陥

な ど,さ まざまな要因 によってもたら された問題点を,体 系立 った努力 によって解決するこ と

を,基 本的な目標 の一つ とす べきである。そして,シ ステム,マ ネジメン ト,イ ンフ ォーメー

シ ョン,オ ー ガニゼーシ ョンの側 面についての,包 括的 な考え方や 技法 を提供できる必要 があ

る。

このよ,うな意味 で,上 級情報処理技術者の教育 には,初 級や中級における教育 と,ほ ぼ同質

な分野の延長線上に位置づけ られ る要素 と,考 え方や扱い方 において異質 であるような要素 と

を,合 せ持つ ことになる。集 中的な教育が大切 なのは,後 者の要素 についてであるが,こ れを

実施す るには,中 級情報処理 技術者 に要求 され る程度の,知 識や能力が前提 となる。
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2.上 級情報処理技術者育成指針

2.1上 級 育成指針 とその背景

情 報処理技術者育成指針 が最初 に作成 され たのは,通 商産業省 が昭和43年 度及 び昭和44年

度 の事業 として,日 本情報処理開発 セ ンタに委託 して とりまとめた 「上級情報処理技術研修 ガ

イ ドブ ック」(以 下,旧 上級育成指針 という)で あった。その後昭和45年 度 に 「初級情報 処理

技術者育成指針」(以 下,初 級育成指針 とい う),昭 和48年 度 に 「中級情報処理 技術者育成指

針」(以 下,中 級育成指針 とい う)が 作成 され,旧 上級育成指針が世 に出て以来すでに10年 の

歳月 を閲 したことになる。その間 コン ピュー タ技術の進歩発展はめざま しい ものがあ り,情 報

処理 システムの一般社会 に対する普及 も,10年 前 の状況 とは隔世 の感 があ る。旧上級育成指針

の内容 も改訂すべき点,追 加す べき点が累積す るにいたった。

中級育成指針 の作成 の過程 で も,す でにこのこ とに関する議論が提起 されたが,上 級育成指

針 と しては,旧 上級 育成指針 の部分的改修 をお こなうよ りも,そ の後 の大き く変化 した情報処

理 システムの普及状況 を十分考慮 して,旧 上級指 針の枠 に とらわれ ることな く,社 会的需要に

適合 した指針 を新たに検討すべ きであるとの結論 に達 し,中 級育成指針は,そ の よ うな上級育

成指針 の将来計画 も念頭 におきっっ作成 されたものであった。

今,こ こに作成 した 「上級情 報処理技術者育成 指針」(以 下,上 級育成指針 とい う)は,上

記の ような背景 の下で成案に至った ものである。 したがって,上 級育成指針 は,初 級 育成指針,

中級育成指針 と連続性 をもち,一 貫性のある ガイ ダンスと しての位置づけが され てい る。以 下

にその関連の概略 を述 べる。

そ の前 に一言,旧 上級 育成指針 との関係,あ るいはその意図にっいて もふれてお くことは,

この上級育成指針 の性格 を知る上で,助 けになると考 える。

(1)旧 上級育成指針 の経緯

旧上級 育成指針 を作成 した時期 は,前 に も述べた通 り10年 前 であり,・コンピュータに よる

情報処理 システムが,一 般企業の中に急激 に浸透 しは じめた,い わば フロンティアの時代 であ

った。このため,情 報処理技術者 の不足 が最 も痛切 に感 ぜられ ていた時期 で もあ った。新 し

いシステムの構築 には,コ ンヒ.ユータの側 からの専門技術者 の知識 と,経 営管理の側 か らの

業務知識 の両者の協力が必要になるが,こ のよ うな開拓期には,こ の二つの分野 のグル ープ

の協同作業 によって開発 をおこな うよ りも,一 人の人間が,コ ンヒ.ユータの専門知識 に も,

経 営管理 の実務知識 にも精通 し,万 能型 の能力 をもって,シ ステム開発 を強引 に牽引 してゆ

くのが効果的 であると考 えられていた。旧上級育成指針の作成 の背景には,こ のよ うな切迫
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した情報 処理技術者の不足 という焦燥感 が存在 していたため,指 針の内容 も,コ ンピュータ

の専門知識 か ら,企 業経営 のための調査 ・予測 ・計画 までの管理 の全般 にっいて,何 もかも

知 っていなければな らない という考え方が基調 にな り,網 羅的 なガイ ドブックになった。こ

のため,各 セクターの間 では,相 互の関連づ けが少な く,標 準的 カ リキュラムとしての基本

枠組 に欠けるところがあった。このことは情報処理 システムの普及 の初期 としてはや むをえ

ない事情 と考 えられ る。

旧上級育成指針の作成後数年に して,諸 大学 の中に情報工学 ・情報科学 ・計算機 学等 の情

報 関連の学科が重 点的に設置 されるようにな り,情 報処理技術者不足の半面は急速に解消 さ

れ る趨勢が作 られた。(文 献 〔8〕)

大学 における情報関連 の学科の設置 と,そ のためのカ リキュラムの検討 によって,旧 上級

育成指針 の もっていた役割は,か な りの部 分がそ こに吸収 され ることになったが,反 面,企

業 にお ける情報処理 システムの普及 の進展は,さ らにこのような大学 における情報関連 の学科

の新設 を もって して も充足す ることので きない面 を浮き彫 りにす るよ うになった。

(2)本 上 級育成指針 の必要性

大学教育の 目標 と分担 は,企 業 にお ける需要 を全面的に満足 させて,不 足 する要員 を供給

す るだけの ものではない。 さらに実務 に即 した要求 をみたす には,大 学の教育 として も限界

がある。情報関連学科の設置 によって解 決 される面 は,現 在 の企業や社会が必要 としている

上級情報処理技術者の育成に対 して,ご くわずかの部 分に当たる。この ことは大学における

情報関連学科 の教育項 目に偏 りがあるとい う意味 ではない.

現 実問題 として,情 報 システムの社会的 ひろが りの実状 と対比 してみ ると,そ のために必

要 な情報処理技術者の教育の体系が整備 され ていないことは明瞭である。 どの部分が欠落 し

ていて,そ の欠落 をどの程度お ぎな うべ きかを考えるための ガイ ドラインが,こ の上級育成

指針 である。現在,こ の欠落部 分をわ ずかに埋 める役割 をはた しているものは,コ ンピュー

タメーカが開催す る研修 会や,そ の他 の団体 の行 うア ドホ ックな講習会な どであ る。その教

習内容 は実務的ではあるが,そ の時 々の目的に対 しては短絡的 であ りす ぎ,又,そ の期 間 も

短 かすぎてテーマが散発 的である。 したがって,教 育上の主張に一貫性のある筋書 を立て る

こ とは不 可能 であって,全 体 としての体系 をな した構成 をとることはできない。 』

しか しながら企業内での情報処理技術者の教育で,体 系的な教育 が実行 されているかとい

うと,こ れ はさらに不満足な状況である。建 てまえ としてOJTで 教 育機能 は達成 している

といって も,多 くは手なれた業務 手順 の反復 にす ぎず,育 成指針 らしい骨格は存在 していな

いのが実状 である.企 業活動の中の一歯車 として,役 割のル ーチ ン化が固定 している部門に

とっては,OJTで 新人 を育成 し,要 員の新陳代謝 にそなえれば よいが,情 報関連の部 門は
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新 しい機能 を今後次 々とっ け加 えっっ ある部門であ って,伝 統 の中に固定化 している他部 門

と同列 の要員教育 だけで事足れ りとす るわけにはゆかない。む しろ教育す る立場 にある管理

者 自身の育成が,今 や重要 な課題 にな りっっあ る。明確な教育 方針 と,全 体 にわた って有機

的な構成 を もつ上級育成指針 が必要になって来 た。

(3),上 級 育成指針 の着 眼点

上級育成指針が,現 在 ガイ ドライン として欠落 している着眼点 として特 に重 点的 に採 りあ

げた ものは,次 のよ うな教育項 目である。

① スペシャリス トとしての コンピュー タ技術者 よ りも,ジ ェネ ラリス トとしてのシステム

分析者の育成が緊急課題 であ る。

② コンピュータ関係の知識 と,マ ネ ジメン ト関係の教養 とのバ ランス感覚 の養成が必要で

ある。

③ 情報処理それ自身につ いての知識だけではな く,コ ンピュータを何 に使 うのがよいのか,

どのようにシステムを構築 すべきかとい う,方 針設定の能力 のある上級情報処理技術者の

育成 が必要である。

④ 情報処理 システムの開発 には,経 営管理層 のシステム分析 ・設計 への関与の度合が ます

ます多 くなる。 もはや コンピュータ専門家に まかせておけば よいとい う,「対岸の火事」的

教育計画 ではすまされな くな りつっあ る。上級情報処理技術者 へのキャ リアパスはコンピ

ュータ専門家 か らのみではない。新 しい上級情報処理技術者 の育成ル ー トも考 えなければ

な らない。

2。2上 級育成指針の対象者`

上級情報処理技術者 として想定 され る教育 の対象者には,次 の三つの グル ープが考え られ る。

① 初級情報処理技術 と中級情 報処理技術 を履 習 して来 た実務経験者。

② 大学において情報関連学科 を学習 した後 企業における実務 に数年間従事 し,情 報処理

技術者 を志 している者 。この中は さらに次の ような細分化 が存在す る。

a)情 報 科学,情 報工学,制 御工学 などのコンピュータに近 い技術 を学習 し,企 業 におけ

る実務経験 として,情 報 システムの設 計や実施運用 などを担当 している場合 。

b)社 会 科学 ・行動 科学 ・経営科学 ・管理工学 などの情報関連の学科 を学習 し,企 業 にお

ける経験 として,企 画部門 ・生産管理部門な どの業務に従事 した場合

c)数 理 統計 ・経営数学 ・経営経済 などの情 報関連 の学科 を学習 し,企 業 において,OR,

IE等 の スタッフ部門の経験 を経 た場合。

③ 経営管理の中間管理層 であ り,且 つ情報処理システムの開発責任者,管 理責任者、の職務
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をすでに遂行 しっっある者 。

この三つの グループの うちで,① の場合 は,旧 上級育成指針が と りあっかった位置 づけに対

応 している。旧上級 育成指針は内容的 には10年 の時間差のために,不 足す るところ も多いが,

このよ うな位置 づけとしては,現 在 でも妥当 している。このキャ リアパ スにっ いて,初 級 ・中

級 ・上級 の情報 処理 技術者 のコース としての一貫性 や,履 習体系 の組立て方にっいては,中 級

育成指針 の総論2章 に詳 しく述べてあ る。

② の場合 は,大 学 にお ける情報関連諸学科 における学習内容との連系 を,緊 密 にとる必要 があ

るが,こ の点に対す る検討 は,今 回の上級育成指針 の作成過程で,か な りの程度 の配慮 をした.

ご く大 まかな見方をすれば,こ の上級育成指針で とりあつか う学習内容 は,大 学 における情報

関連 の諸学科 の延長線上 にある,修 士課程 での学習 レベルにほぼ該 当す るものであることが望 ま

しい。情報処理技術 が もっインタディシプリナリな性格 か ら,固 有技術 としての内容 の深 さを追

求する面は少 ないが,各 学科 での限定 された学習範囲 の幅 をひろげる とい う意味で,修 士 レベ

ルでの取組 み方が要 求され る。 しかしながら上級情報処理 技術者の延長線 上では,博 士課程の

コースは考 えられない。 この場合はそれぞれの専門学科での固有な問題 の研究 とい う線が強 ま

るであろ う。

現実問題 と しての指針 に対す る要望 とい う面か らみる と,③ の場合 に対する上級育成指針 で

の位置 づけに対する,関 心 が高まっている。上級情報処理技術者 を,コ ンピュー タの専門家 でな

ければな らな いとす る狭 い考 え方は成立 しな くな りっっある。 しか しながら,情 報処理 シス テ

ムに対 する表面的 な理解 では,問 題 の本質 を見失 な う。

現在の情報処理 システムは技術的 に も高度 にな り,内 容的 にも広範囲に複雑 になっている。

中途半端 な講習 を聞 いただけの知識 では舵 とりが不可能 である。指針 の必要性 は③ の場合に対

して特 に重要 である。

①,②,③ の3者 に対 して共通に必要 な学習項 目は,シ ステムの開発 に関す る具体的 な方法

の学習 である。その学習 に入る前 の予備的な知識や経験 にっいては,そ れぞれの場合の経歴 に

よって,そ の範囲や程度 に差異 がで きる。上級育成指針 にまとめて ある学習項 目は,最 小限必

要な標準的な事項 とみ なす ことができる。

例 えば,① の グループの場合 は,コ ンピュータの知識 は深いが,経 営管理 の経験 は浅 いであ

ろう。一方,③ の グル ープの場合 は,こ の逆の形 になる。② のグループでは,① と③の中間に

位置するこ とになる。

上級情報処理技術者 の経歴 にっいては,ど のキャ リアパスが最 も望 ま しいか とい う判定は 下

せない。む しろ異なる分野 か らの出身者が混 じりあっていることの方が望 ましい姿である。上級

情報処理技術者に とって,理 想的な資質 は,幅 広 い状況判断 の能力である。
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以 上の三 つのグループか らの上級情報処理技術者への経路 を模式図 に示す と次 のよ うになる。

初級情報処理技術者 のレベル

初級育成指針に

よる初級教育

中級情報処理技術者のレベル

500時 間

中級育成指針に

よる中級教育

1000時 間

実務経験

1～2年

+(大 学教養課程修了程度の学力)

大学における情報関連学科履習

実務経験

企業での実務経験

企業での経営管理者 としての経験

上
級
育
成
指
針
に
よ
る
上
級
教
育

情報処理部 門担当

図2.1上 級 情報処理技術者への経路

上級育成指針 の対 象者 について補 足的 事項 をつけ加 えると,米 国では,経 営技術 が一つの

職能 として社会的 に認 められているため,経 営管理 を専門的 に学習する ビジネススクールな ど

が,大 学 での修士課程 レベルの位置づ けで存在 している。この場合,こ こに採 りあげた上級育

成指針 で設定 した学習項 目は,経 営管理 のための技術の中で も,き わめて重要な知識 にな りっ

つあ り,修 士課程のカ リキュラムとして独立性 を主張す ることとなる。これに対 比 して考え る

と,我 が国での経営管理層 の形成 は,そ の多 くが年功序列 の下で,中 間管理層が年期 をす ませ

てジ ェネラ リス トに変身 してゆ くとい う過程 をた どっている。このような状況では健全な上級

情報処理技術者の育成はきわめて困難である。

かつ また,大 学での情報関連 の修士課程 は,夫 々の専 門分野 での技術内容 のよ り詳細 な追求

とい う道筋 が主流 である。

したがって,企 業内部 と大学 での専門学科のいつれにも,こ の上級育成指針 で採 りあげてい

るカ リキュラムを実施す るための場は,今 のとこ ろ存在 していない。

健全 な情報処理 システムの開発 のためには,カ リキュラムの整備 とともに,教 育 を実施 する

ための環境づ くりが必要 であ る。
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現 実的 な状況判断か らす ると,上 級育成指針 に基 づいて実行 される教育 の被教育対象者 は,

ま ず企業 内におけるシ ステム開発 の リーダ格 のマネー ジャーである。 さらに将来は,米 国の例

な どにならって,大 学での修士課程 のカ リキュラムの一部 に,本 指針 で採 りあげた ような編成

が次第 に加味 され るようになるであろ う。その場合,修 士課程の学習 内容 は専門技術指向 と,

実務 準備指向の二極への分化がおこなわれるこ とになるであろう。

2.3上 級 情報処理技術者に期待 され る資質

上級情報処理技術者 とは,情 報処理 システムの開発 に対 する総括的指示 をお こないうる者で

ある。現実的役割 としては,例 えば情報処理(開 発)部 門のマネージャーであ る。中級育成指

針 によれば,そ の業務分担 は,

・システムの分析 ,調 査,計 画,開 発

・手法の評価,選 択

・新機種 の導入,シ ステムの改善

などとなっている。先 に も述べたよ うに,中 級育成指針 では,旧 上級育成指針 を想定 して業務

分担が示 してあるので,そ の守備範囲はややせま く設定 してあるが,要 するに,シ ステム開発

に対す る多数のユーザか ら,時 としては企業組織その ものか ら出 され る多 くの要求項 目を調整

して完結 した姿 にまとめあげる役割 をはたす立場 にあるものが上級情報処理技術者 である。

初級 中級,上 級の区分 をさらにわか りゃすいイメージで表現する と,初 級情報処理技術者

は,通 常 プ ログラマ と呼ばれる レベルの者 であ り,中 級技術者 は,シ ステム設 計者(systems

designer)で あ り,上 級 技術者は情報分析者(informationanalyst)で あ る。但 し,こ の対応づけは,

や や機械的 に偏する面があって,妥 当でない。 プログラマ,シ ステム設 計者,情 報分析者 とい

う区分は職能 区分 であ って,初 級,中 級,上 級 とい う技術能力 レベルづ けとは別次元の問題 で

はあるが,業 務 分担 としては機能的 に対応するところが多 くなるので,こ の ような把握 の仕方

を比喩的 に示 したまでである。

上級 情報処理 技術者は,シ ステム分析 にっいてある程度 の専 門知識 は必要 になるが,プ ログ

ラム言語や,コ ンピュータの技術的専門知識 はあまり要求 されない。す なわ ち,中 級情報処理

技術者 の行 うシステム設計 について総合的判断 を下す ことができ,シ ステムの開発や運用に際

して,そ の管理 ・統率 を的確におこなえることが,上 級 情報処理技術者 に課せ られ た期待であ

る。

上級情報処理 技術者 の実務上の役割 は,情 報処理 システムの開発 と実施についての統括的責

任者 である ことが多 い。 この仕事 を行 うには次 のような資質が必要 になる。

専
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・各分野の専門技術者 との接渉能 力

・システム内容の表現能力

・機 に応 じて,適 切 な決定 を行 う判断能力

上級情報処理技術者に期待 されているものは,専 門領域 の個別知識 ではなくて,専 門分野の

技術問題 の中核部 分を迅速 に理解する ことができる能力である。これは個 々の専門技術者 との

接渉能力 とい うこともできる。理解 する能力 は,次 の二つの面で必要 になる。

(1)シ ス テム適用側 のユーザか らの要望 を正確 に把握す るため。

(2)シ ステムの設計者 の意図 を正確 に認識 するため。

即ち,外 側 に対する交渉能力 と,内 側に対す る説得能力 で もある。この二面 を兼ねそなえる

ことは,シ ステム開発 に際 して,自 分が掌握 す る情報 システム部門の外部 か らも内部か らも信

頼 を うるために先づ必要 な資質 であ る。

このような接渉能力 は,天 賦 の資質 ではない。接渉能力 とい うと 「口車 にのせ る」 とか 「口

八丁手八丁」というたぐいの,口 先だけの能力 を連想 するが,真 の接渉能力 は,相 手の主張 を正

しく理解す ることによって得 られ る。 これは学習することによって,得 られる自信 に裏づ けされ

た ものが最 も強い。

接渉能力 を身 につけるには,柔 軟 なものの考 え方 をす ること,好 奇心を もっ ことなどが条 件

として必要になるが,絶 えざる学習がその土壌 と して重要である。人の説明 を十分に聞 くこ と,

その説明 の本質 を理解 する努力 をす ることがまず必 要である。人の話 を聞 かずに,先 ず 自分 の

話 をす るこ とが接渉ではない。夫々の専門領域の話 を理解 するためには,自 分 自身 の専 門知識

の深 さを深めておくことが,他 の分野 の技術 に対す る理解力 を高 めるために も,最 短の方法で

ある。

情 報システムの分析 ・設計には情報処理技術者 だけでは,可 能 な範囲は狭陰になる。通信技

術者,シ ステムエ学者,OR技 術者,経 理専門家 などとの協同作業 を行 うこと,そ れ らの助力

を得ることなどが絶 えず必 要になる。さらにユーザ と呼ばれ る分野には,あ らゆる種類 の専門

家 が存在す る。通常 の認識 では専門家 と呼ばれない「般 ユーザの中にも,生 活感覚や実務経験

に基づ く潜在的専 門家 は多い。 これらの人 々と接 して,そ れらの人々の意見 をまとめて一個 の

システムイ メージを形成 して行 く過程 には,活 発 な理解力,接 渉力が先ず必要である。

上級情報処理技術者 は,シ ステムの開発推進 の責任者 である。企業組織 の内部 や社会環境 の

中に,新 しいシステムを導 入 して行 く上で,ま ずやらなければ ならないことは,そ の導入 しよ

うとしているシス テムの内容 を,関 係する人 々に正確 に伝達 することである。人間は,な れ親

しんだ条 件からの変化 をあまり望 まない,保 守的な性情 をもっている。人工的な性格 をもつ 「シ
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ステム」は,多 くの場合,十 分な内容 の説 明 をしなければ,本 能的 に人 々か ら拒絶 され ること

が多 い。 システムが もともと拒絶 されるべ き弊害 をもっているのであれば,そ れはそれで当然

の ことではあ るが,シ ステム開発の責任者が,説 明説得 の労 をお しんだため,シ ステムの内容

が誤解 されて,感 情的反発 によって,有 益 なシステムが実行 に移せ なか った場合 は,担 当の

上級情報処理技術者 の責任 は重い。中級情報処理技術者以 下のグループが,長 い時間 と費用 を

かけてきず きあげた成果 を,正 しく世の中に実現 させ るこ とができるか否 かは,上 級情報処理

技術者 の表現能力 に依存 しているところが多い。表現 し説明する相 手は,経 営 トップの場合 も

ある し,一 般 ユーザの場合 もある。多 くは情報処理 の技術 分野には無関心な生活者である。説

明は,専 門技術用語 に飾 られた 「煙に まく」表現 であってはならない。生活着 の判断能力に訴

える本質的部 分の正確 な表現が もっ とも説得力 をもつ。

難 しいこと,混 みいったこ とを,や さ しい言葉 で,わ か りやす く説明できる者 は,そ の説明

すべ きこ とを真 によく理解 してい る者であ る。表現力 を獲得する基礎 は絶 えざる学習によって

得 られた本質的理解 である。

上級情報処理技術者 に必要 な資質には,今 までに述べた 「聞 く能力」と 「話 す能力」の ほかに,

シス テム開発 の 「実行力」がある。システム開発の統括的 責任者 としての実行力 は,個 々の専

門技術 よ りも,む しろシステム開発の節 々にお ける開発方向,方 針の設定 などに対 する判定能

力 であ り,異 常時にお ける迅速 な処置 であることが多い.,シ ス テム開発 の過程 での判断 は,広

い範囲 の条 件の分析 とその正確 な評価 に立脚 した総合的決断 でなければな らない。無定見な蛮

勇的決断や,自 己の主張にのみ執着す る横車 は実行力ではない。しかも 「石橋 をたたいても渡 ら

ない」のでは,情 報システムの開発 とい う新 しい分野では何 もできない。実行力 とは,冷 静 な

理性的判断 と,自 分の持つ知識 と経験 に裏 づけされた自信 である。第三 の資質(実 行力)の 獲

得 にも,や は り同様の絶 えまのない学習が必要 にな る。

上級育成指針 は,以 上の資質 を獲得 するために必要 な基礎知識 と関連知識 とが,何 であ るか

を述べているにすぎない。上級情報処理技術者 には,初 級や,中 級 に くらべて,よ り高い分析

力 と創造力 とが要求 されるが,こ れ らは知識ではな く,そ れぞれの学習者 が努力す ることによ

ってのみ得 られる無形 の能力 である。

2.4上 級 育成指針の 目標

米国にお けるマネジメン ト・スクールでは,現 在,生 産 ・経理 ・マーケティング ・組織な ど

に関する基礎項 目とともに,情 報システムがこれらと対等 に並ぶ教育 テーマ として採 りあげ られ

ている。 「情報 システムに関す る基礎知識を もった管理者 」の必要性 が,認 識 されているからで

ある。この種 の事情 は我 が国で も同様 である。米国にお けるよ うな実利指向 の教育 目標 を表に
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かかげない国民性 のため,こ の種 の需要 は目にみえる形 とはなっていないが,潜 在的な要請で

あることは確 実である。企業 ばか りでな く,公 共組織 における情報 システムも,年 々複雑にな

りっっある。現在,社 会のあ らゆる分野で もっともその不足 が感 ぜ られてい るのは,上 級情報

処理技術者 である。その理 由は,情 報処理 システ ムについて,

の 長期的運転実施 に入った ものが多 い。

b)多 様 な入出力 の形態 をとるようになった。

c)シ ス テムの精密化 につれて,仕 事が細分化 された。

d)デ ータを ファイル上に保存 し,多 角的 に使 うよ うになった。

e)'ハ ー ドウェア/ソ フトウェアの特殊仕様 による作成 も多い。

f)シ ス テムの効果 の検討 がなされ,し ば しばシステム変更 が くり返 され る。

などの状況 が定常的になったた めである。初期 の情報 システムは,プ ログラムが一時的 であ り,

限定 された範囲での利用であったが,最 近の上記 のような状況 は,情 報処理 システムが,企 業

活動全体 に関与す るよ うになったことを示 している。

このよ うな状況で注 目すべき現象 は,生 産 システムと情報 システムの類似性 である.生 産シ

ステムと情報 システムの類似点 に着 目して,情 報処理 システムの開発 と実施 の全体像 を,体 系

化 した ものとして把握 しようとする概念 が,「 システム ・ライ フサイ クル」 の考え方である.こ

の考 え方は1968年 頃 以降,米 国のTeichroewやGlansら や,米 国 のBritishComputerSociety

WorkingPartyな ど多 くの人々によって唱 えられた ものである。情報 システムの全体像 の把握は,

上級情報処理技術者 に とって基本的な要 件である。上級育成指針 では,ま つ第一の育成 目標に,

システムの全体像 の大局的把握 をかかげている。

方法論 としてのモ デル化の重 要性 は,情 報関連のすべての分野 に共通する傾向である。上級

育成指針の各セ クターの中で も,モ デル化の重要性 が強調 されている。方法論 に対 する探究 は,

第二 の育成 目標 である。

中級 情報処理技術者 の活躍分野 と対比 して,上 級技術者 の役割 を考 えてみる と,前 者がhow

に対 す る責任 を負 うのに くらべて,後 者 はwhatの 問題 を考 えることに重点を置 くことになる.

上級育成指針では,企 業内の問題 や社会の問題 に対 する広い視野 を得 ることに教育の重点 を置

く。この場合,い たず らに問題 の網羅的列挙 では,か えっ・て混乱 をまね くことになる。上級育

成指針 では,広 い視野 をうるためには,問 題 に対す る構造的把握 が重要で あることを強調 し,

そのための訓練 をす ることを目標 としている。

情報 システム部門 は,そ の職 能 として,企 業内 に安定的な地歩 を確立 しているとは,か ならず

しも言えない。 また情報処理技術者 自身 も明確な仕事Gobtitles)を 持 って いるとはいえない.

しか も,情 報 システムをと りま く状況 は刻々に変化 している。 このようなきび しい環境 の下で
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は,上 級情報処理技術者 は,自 分 自身の仕事に対 して自信 をもっ ことが強 く望 まれる。中級技

術者,初 級技術者 にとって,た よれる リーダとしての信頼 も身につけなければならない。技術

的知識 だけではな く,未 完成な組織の中での管理者 としての特 別な能力 ……例 えば,新 しい仕

事 を進 める上での信念,後 進教育 に対 する熱意,未 知の分野 を探究す る積極性,す でに固定化

している組織 との協調 をはかる柔軟性 ……などの養成 も考慮 しなければならない。 この点 は初

級,中 級の育成指針 とは質的 に差異がある。

上級育成指針に示 してある教育項 目は,上 級情 報処理技術者 が修得すべ き知識の最小限度で

ある。上級技術者 にいたるキャ リアパスは,前 にも述べたよ うにい くつかの支流が考 えられ る

ので,そ の学習時間は,過 去の経歴 との関係で,変 動 があることにな るが,そ ⑳ いつれの場合

に も,こ こに述べてあ る教育 を履習 した後に,3～4年 の実務経験 を終 えた時点で,前 節 に述

べたよ うな上級技術者 としての能力 を獲得することになる。

情報 処理 システムの企業 内での普及 が進展するのにっれ て,従 来の組織 における管理者の役

割が変化 しつっあ る。これ を情報処理 システムとのかかわ りあいで見ると次 のようになってい

る。

下級管理者 → 情報要求 をシステム設 計者 に提示 する。

中間管理者 → 情報処理 システムによる報告資料 に もとつ いて,何 らかの判断業務 をお こ

な う。

上級管理者 → 情報 処理 システムの集約報告等をみて,予 算決定 をおこな う。

このように見て くると,従 来の管理者 も,何 らかの形 で コンピュータに対 する理解 ,情 報 処

理 システムの開発計画 に関与す る必要 が次第に多 くな りっっあることがわか る.こ のよ うな変

動 の時期 での上級情報処理技術者の役割は,従 来の管理者 に対 してよき助 言者 ,協 力者でなけ

ればな らない・上級技術者 はコンピュータ関連技術問題へ の理解へみちび くための
,水 先案内

人 とならなければ ならない。その場合 の着眼点は次のような事項 になる。

① 情報システムの分野では法典化 された知識(codifiedknowledge)が 少 ない。 このために教

育計画 やシス テム標 準の作成 がな されていない。上級 技術者 はこのよ うな知識の整備に努

力す る必要がある。

② 情報 システムが次第に大型化 されるのに もかかわらず,そ の構造化はお くれ ている。上

級技術者は,シ ステムの適用範囲の拡大に努力するよ りも,そ の内容 の構造化 に重点 をお

くべ きである。

③ 情報 システムの一般記述形式言語 に良い ものがない。また,シ ステム内容を表現 してい

る出版物 も少 ない.ユ ーザ とシステム開発者 との間の,橋 わた しをす る伝達技術の向上 に,

上級技術者 は もっと時間 をさかなければな らない。
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このような問題点の認識は,最 近次第に注 目を浴びるよ うにな りっっある。上級情報処理技

術者の育成 目標 は,固 定的 なものではな く,常 に前進的 にものを考 える能力 を促進す ることに

あ る。
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3.上 級育成指針の構成内容





3.上 級育成指針の構成 内容

3.1基 本 構 成

(1)コ ー スグルー プと単元

本 「指針」では,ACMカ リキュラム〔3〕の区別に ならい,4つ の コースグループに系列

化 し,そ れぞれに必要 な単元を配 した。

「中級指 針」〔5〕,〔6〕 の上に来る もの として,相 当の高度化 した内容であるとい うこと

の他 にい くつか の特徴がある。

① 企業 ・組織のシステムへの理解 に重点 を置いたこと。

② 経営科学の手法 をシステムの設計に活用する とい う観点 で扱っている こと。

③ 人間的側面を正面か ら取組んでいること。

④ システム開発 を トー タルに管理するようしむけてい ること。

したが って当然 のことながら,技 術的 に細部 にわたっての学習は ,「 指針」の対象 として

い ない。それぞれの技術者の固有 な事情 によって ,必 要 な部 分をさらに深 く追求す ることは,

別途期待 されてい る。

表3.1コ ー ス グループと単元 の名称

Aグ ループ:組 織 システムの分析

単元A1.シ ス テム入門

単元A2.企 業 の機能

単元A3.作 業 システム と管理状情報 シス テム

単元A4.情 報 シ ステムの社会的意義

Bグ ループ:シ ステム開発運用の背景

単元B1.モ デル化 と分析

単元B2.心 理 学 と行 動科学

Cグ ル ープ:コ ンピュータおよび情報 処理技術

単元C1.情 報 構 造

単元C2.コ ン ピュータ ・システム

単元C3.フ ァイルお よび コミ'ユニケーシ ョン ・システム

単元C4.ソ フ トウェア設計

Dグ ル ープ:情 報 システムの開発

単元D1.情 報 分析

単元D2.シ ス テム設計
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単元D3.開 発 プロジェク ト

単元D4.コ ン ピュータ部 門の運営管理

このよ うな グループ化 をしてある理 由は,情 報 システム開発の過程 との関係 を明瞭にする

ことと,カ リキュラムを編成する際 にその関係の密接 さか ら,ま とめて扱 うこ とが望 ましい

ものを明示す るためである。

(2)単 元 間 の原則的順序関係

図3.1に コースおよび単元 間の原則的順序 関係 を示 した。矢印の先にある単元 は,矢 印の

根 にある単元を履習 していることを要 求 している。

① 基礎 単元:A1,B1,B2

後 に続 く大きな二つの系統,組 織機構 とコンピュータ技術,を 明確 に区分すると同時 に,

そ れぞれの基本的性格づけを理解 させ る。

これ が,こ のカ リキュラムの基礎的な方法に なっている。す なわ ち,組 織条件 をモデル化

し,そ れ を投映 した ものが情報シ ステムである。 コンピュータシステムは これ を実現するも

ので,こ の三者全体 を我々のシステムとして扱 う。

② 実践法単元:D1,D2,(D3,D4)

シ ステム開発のシステマテ ィックな特性 を強 く理解 させ,基 礎単元 で与 えられた概念的な

枠組 を,実 際の場で生かす方 法を習得 させ る。これに必要な実務知識 と道具はAコ ースとC

コースで与 えられ る。

ただ し,新 しい技術 あるいは,い わゆる高度 な技法 を利用 させよ うとしむけ ると,固 い技

術的 な事項に注意が行 きす ぎ,柔 い組織や人間に関する事項の訓練 が犠牲 にされてしまう傾

向が生ずる。特に従来か らコンピュータ ・システムの実務家 にこの後者の関連知織 が欠落し

て いることが多いため,問 題視されてきた 。本 「指針 」では,そ れを積極的 に是正 しようと

しているので,格 別 の注意をす る必要 がある。

D3お よ びD4で,実 践的 な場に投入することによって,こ のよ うな欠陥が生 じないよ う

徹底的 に訓練されるこ とが望ま しい。既 に実務経験 を持 っている学習者 が多い場合 には,各

自の体験 や置かれた状況,を 改めて見つめ直す ことも役立 ち得 る。

コースグループおよび単元 とも,そ れぞれ読切的 区分 に整列 される ものでな く,相 互関係

は強い 。した がって,全 体の環境の理解 とい う目的で,綜 合的な話や訓練 を,適 宜行われる

ことが求められ る。これが,こ のカ リキュラムの成果を高める,ひ とつの大 きな促進剤 とな

ろ う。

(3)教 育時 間 と教育期 間

14に 及 ぶ単元があ り,講 義を中心 とした時 間だけでも,単 元あた り約60時 間,全 体 でお よ
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図3.1単 元 の 順 序 関 係
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そ900時 間 が教育時 間として設定 されている(詳 細は3.3参 照)。

① 本 「指 針」で示 された教育時間でも充分ではない。

この 「指針 」に忠実 に従 った と しても,直 ちに上級情報処理技術者 が誕生するわ けでは な

い。

指針の 内容 を,各 論にあた って見ればす ぐ理解 できる ことだが,各 章に割振 られた時 間で

その章の内容が充分 にマスターできるわけでは ない 。 「指針 」に従 って提供 できる教育 は,

全 体 として上級情報処理 技術者 となるための基礎作 りをすることである。

した がって,原 則 として全単元 を履修する ことが求められている。さらに実務に就いてか

ら,継 続的かつ積極的 に自己啓発,ま たは,別 途の学習 を行 ってい くことが望 まれ る。換言

すれば,安 易 に教育時間 を短縮できない どころか,不 足 を補 うためのいろいろな手 だて も実

施 する必要がある。

② 事情に応 じて教育期 間は柔軟に設定すべ きである。

連続的 に半年 ない し1年 間の教育 をほどこすことは,実 際には行い難い。他の教育 または

実務 と並行 しつつ,数 年 の期間の 中で教育 を完成 させることができる。時に,関 連実務 に既

に就いてい る場合 は,そ の実務 との組合せが,よ り効果的 であり得ることもあるので,そ の

点 での工夫 もよい。

(4)育 成 目的 と重点の指示 一 強化のた めに

具体的 には,3.3お よ び第4章 で触れ られるが,カ リキュラム編成および実施段階 におい

ては,対 象 とする学習者 の予備知識,経 験,育 成 目的(適 性,キ ャリアパスおよび企業 ニー

ズ)お よび育成ス ケジュールによ って,内 容や時間配分 に弾力的工夫 がな されるべ きである。

① 予備知識,経 験 について

第2章 で対象の資格要件は既に提示 されて いる。ただ し,次 の点について注意 してお く。

対象が大卒である場合,専 攻科 目によっては,A,B,C各 コースグループの一部は割愛

できる。また 「中級指針 」〔5〕,〔6〕 による教育 とその後の実務経験 が充分であれば,入 門

的 な部分 で省 略可能 なところもある。

逆 に,「 中級指針」 を前提 としているので,学 歴 と実務経験だけで(「 中級指針」を忠実

に履習 してない場合)は,不 足す る要件 がい くつか出て来 るのが一般である。特 にこの可能

性 の多い部 分については,で きるだけこの 「上級指針」にもと り入れてあるが,た とえば,

コ ミュニケーシ ョン技法(意 思疎通 の技術)な どについては取 り込 んでいないので,不 足部

分の カリキュラムへの付加 を配慮すべ きである。

② 適正,キ ャ リアパス,ニ ーズにっいて

この 「指針」で提 供 されている事項 の全てについて完全 にマ スターすることを,対 象の全
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員 に期待することは,現 実的 でない。

理解 ・習得 を深めるための補強 の重点 は,適 性,キ ャ リアパス,ニ ーズなど本人の将 来を

考 えた育成 目的 に即 して選択す べ きであ る。

本 「指針 」では,各 章の参考文献 の所 その他で,そ の補強のための材料 を提供 してい るの

で,こ れ も併せて活用 されたい 。

③ 想定 され る二つの大 きな育成 コース

上級情報処理 技術者の役割 として は,シ ステムの分析 と設計 とその実施管理 がある。従来,

システムの分析と設計 という形 で,ひ とく くりで扱われることが多 く,一 人のスタッフが二

つ の役割を果すのが当然 であるかの ように暗 に了解 されていた。

組織やその機能が複雑にな り,コ ンピュータによる情報 システムも質的 に向上する ことが

求め られて くると,こ れを単一の役割 とすることは困難 になって来る。前項②に述べたこと

もその理 由の一つである。

高度 な情報処理技術者(あ るいは情報システムエンジニア)と して,大 きく次の二つの コ

ースに区別できる
。プロフェッシ ョナル としての道を選ぶためには,こ のどちらかを選択す

るのが現実的 と考えられる。

情報 分析技術者(InformationAnalyst)一 情 報のニーズとその流れ を決定す ること

企業 内の人々 と良い関係を保 て,ま た企業の組織 ・機能について充分 な理解 ができる。コ

ンピュータやそ の他の技術 的道 具のみに頼 らないで ,問 題の解決に取 り組む姿勢 と力 が求め

られ る。

システム設計技術者(SystemsDesigner)一 情 報 についての要 件 を,・ ・一 ドウェァ/ソ フ ト

ウェア(す なわ ち技術)に よって,最 適な形 に実現す ること。

このためには,情 報処理担当者(プ ログラマ,オ ペ レータその他)と 良い関係を保て ,ま

た コンピュータ技術について高度 な理解 を持 って駆使 できる。

前者 は組織 オ リエンテッ ドであ り,後 者は コンピュータ技術 オリエ ンテ ッ ドである。上級

情報処理技術者 としての強化の重点は,こ の二つの コースで異る。図3.1の 左半分が前者に

右 半分が後者の重点課題 となる。

(5)「 指 針各論」の記述形式について

この 「上級指針」では,表3.1に 示 した コース グループ毎に ,各 論 として4部(各1分 冊)

に まとめられてい る。第1部 はAグ ループ,第2部 はBグ ループ,第3部 はCグ ループ ,第

4部 はDグ ループである。 したが って,こ の総論 を含 め5分 冊によ り全体 が完成 する。

それぞれの部の単元 は,数 章か ら成 り,各 車の記述形式は以下のよ うになってい る。

① キー ワー ド
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その章で教育 され る内容概略を示す用語が,5～20程 度 掲載 してあ る。原則 として,日 本

語表現の後 に,そ れ ぞれ英語(ま た は対応外国語)の 表現 を,括 弧に入れて付記 してある。

このキー ワー ドは,本 文 中において特に重点的 に説明 してある。た だし観点の違いや関連

を明 らか にするために,二 つ以上の章 にわた って重複 して掲載 されている ものもある。

このキーワー ドは,こ の総論巻 末の索引の見出 し語 となって整理 されてい る。

② 目 標

その章で習得す ることが期待 されてい る内容の あらましと,そ の程度 を示 している。また,

重 点 と向上の方向 も示 される 。

③ 内 容(本 文)

そ の章で教 えるべき内容や指導方法 などが,相 当具体的 に説明 され ている。

④ 指導上の留意点

その章にお ける一般的 な指導上の留意点が述べ られてい る。学習者 に理解 させるべき程度,

知 識の程度な ども,目 標 とは違 った見方で具体的に記 して ある。

また,他 の章(科 目)と の関連 などにも触 れてある。

⑤ 参 考

その章の教育に際 して,利 用価値が高い と思われ る情報 を記 してある(た だし,本 文 との

関係で,無 い章 もある)。 たとえば,特 定事項 についての具体的 な指 導方法,事 例の紹介,

主要 な参考文献の アブス トラク ト,一 部のサンプルテキス ト,な どである。

⑥ 参 考 文 献

そ の章で教育すべ き事項 に関連 する参考文献 のうち,特 に必要 と考え られ,可 能 な限 り入

手 しやす いもの を中心 に選んで,掲 載 してある。

ただ し,一 部では将来の調査,向 上 のため,参 考文献 リス トその ものが有効である と思わ

れる もの もあるので,そ の場合はか な り専門的な ものも含め,多 数の文献 を掲げた。

3.2指 針 各論の 目的および概要

(1)第1部 組織 システムの分析(Aグ ル ープ)

目 的

第1部 は,情 報処理技術者 が,プ ログラマやシステム技術者(い わゆ るSE)な どの経験 を

通 じて身につけて来た知識 を,さ らに一段高い立場 で検討,考 察 し,情 報処理 を直ちに企業

そ の他 の組織体に役立つ情報 システムにならしめる素養 と知識 を,修 得す ることを要求 して

いる。

第4単 元(A4)を 除いては,少 くとも事務処理 を経験 して きた学習者,ま たは 「中級指
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針」〔5〕,〔6〕 にしたが って学習 してきた者 に とっては,目 新 しい分野は一つ もない。

「中級指針」 と大 きく異 るのは,シ ステムに対する見方の角度 と深 さの程度 である。 「中

級指針」まででは,プ ログラマまたはSEの 目で見たシステムを中心 として,各 サブシステ

ム間 のつ なが りとか,シ ステム構築 の技術 を身につけるための学習であった
。本 「上級指

針 」では,学 習者のこの よ うな技術的基礎 をベースとするが,再 度立場を高 く変えて,全 体

を把握 させよ うとす る ものである。

その特徴 を最も著 しく現わ して いるのが,こ の第1部 である。す なわち,経 営 とかこの経

営 を成立たせている諸機能,諸 サブシステムを,よ り原理的,よ り基本的 に追求 し理解する

よ う求 めている。

つ ま り,コ ンピュータのための システム設計 とい うようなアプ ローチを
,全 面的 に否定す

ることから始めなけれ ばならない 。ある意味 では ,今 まで全 く経験 しなか った考え方 の下で,

学 習するのが第1部 の主た る目的 である。換言すれば,「 上級指針 」全体の重 要な 目的の一

つ が,こ れである。

その結果,従 来単なる情報処理 であ った ものが,経 営や組織 に直接役立つ情報 システムに,

質的 に転換 させ る能力 を,身 につ けられる ことが期待 されるのである。SEか ら管理者また

は情報 システム全般 を リー ドす る技術者(上 級SEと も言 うべき)へ の レベルア ップを可能

にする。

概 要

単元A1:シ ステム入門

中級程度の情報処理技術を体得 した者 に,さ らに高 い見地 に立 った情報 分析 とシステム設

計 を行 うことができる基礎づけを行 う。

システム的 見方,一 つのシステ ムとしての組織体,そ の情報 の流れ ,お よび経 営情報シス

テムの性格な ど,こ の後 の各 コース,単 元の基礎になる概念 を明確にする。会計 の初歩的な

知識 も教 える。

単元A2:企 業 の機能

企業経営 のプロセスを,一 つ の作業 システムとして示す。生産,財 務お よび販売の機能 を

理解 させる。製 造システムに関連 ある情報の考察,財 務情報 システムの制度上の特質 ,お よ

び販売情報の定形化 され に くい特性 を知 って もらう。

企業 の作業 レベル,管 理 レベル(ま た は戦術 レベル)お よび意思決定 レベル(ま たは戦略

レベル)で の,情 報システムの持 つ総合化機能 を示す 。

単元A3:作 業 情報システムと管理情報 システム

従来の企業構造 と新 に求められ る企業構造 を考察 しながら,企 業経営に不可決な意思決定
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について理解 させ る。

情報収集 の設計,お よび意思決定や長期経営予測に役立っている情報処理 システムを,仔

細 に検討す る。また,計 画 と統制との間の時 間的関係 を示す 。

単元A1,A2,A3を 通 して,組 織体の大きなシステムをなしているのが,情 報 システ

ムであることを,は っきり認識 させ る。

単元A4:情 報 システムの社会 的意義

情報 システム関係の,社 会 に与える影響の可能性 と見通 しを考察 する。企業 と現在われわ

れがその メンバーの一員 である社会,政 府 と政治,ひ いてはわれわれの家庭における情報 シ

ステムの,社 会的経済 的な影響 を研究す る。

システムの境界 をあ まりにせまく定 めることか ら起 る問題点を指摘 し,ま たコンピュータ

をあま りに信頼 することか ら生ず る諸問題 を解析する。

「中級指針(基 礎編)」 〔2〕 の 「経営実務」お よび 「同(専 門編)」〔3〕 の 「経営情報 」の

章 と,直 接つなが ってい る。

(2)第2部 システム開発運用の背景(Bグ ル ープ)

目 的

第2部 は,全 く異 った内容の二つ の単元 から成 っている。いつれ も,他 の部で共通 に利用

され る基礎的な道具 と概念 を,提 供す ることを目的 としてい る。

単元B1は,モ デル化お よびその数学的扱い(OR)を 中心 としたもの。単元B2は,シ

ステムが関係す る人間的環境の心理学的 な扱い(科 動科学,人 間工 学)を 中心 と した内容で

ある。

実践的ORや,人 間 ・組織の行動 についての教育 は,あ る程度の実務経験 を経た者 に対 し

てで ない と効果的 に実施 し難い。一方,こ の部 以外 で教育 される各種 の事例 の中に散 りばめ

られ ている だけでは,新 な問題解 決を迫 られ たときに,応 用できるだけの体系的 な基礎を与

えられ ない。

第2部 が 「上級指針」の中で大 きなウェイ トを占め,か つ独立 して存在 しているのは,上

記 の理 由によるもの であ る。そ して,モ デル分析 と心理学的 アプローチを,情 報処理 システ

ムの開発 ・運用の分野 で,意 識的 かつ積極的 に活用することが強 く要請 されていることを示

してい る。

本来学ぶべき事項 に比べ,こ こにとりあげ られた内容は極 めて少 く,ま たご く浅い もので

ある。したが って,こ れ だけでOR的 ア プローチと心理学的 アプローチが,十 分に身につい

た とすることはできない。

次のことを目標 として学習される ことを期待 してい る。
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〃

① 積極 的な 自己啓発 の動機 づけ,お よびその基礎の付与

② 理論お よびアプ ローチの,全 般的 な見通 しと,そ の実務 との関連 が理解 できる高度 な常

識の付与

③ 解決 を迫 まられた問題 に,適 切に とりくむこ とのできる判断力の付与(自 ら専門的 に学

ぶの もよし,他 の専門ス タッフを利用するのもよし,実 務的 なアクシ ョンを とれることが

必要 とされる)

QR的 ア プローチは,次 の三つの側面で活用 され ることを目指 す。

① システムの設計お よび評価 における意思決定に有益 な,解 析的 モデルお よびシ ミュ レー

シ ョン ・モデルの作成 と分析

② シ ステムの開発活動お よび維持 ・運用の合理化 のためのデータの収集,モ デル化 および

その分析

③ ユーザの意思決定 を支援するための,デ ータ処理 の科学的 アルゴリズムの選 択 ・提供,

お よび必要 なデータ収集 とその精度 に関する明確な理解

従来 は,③ を目指 したORの 習 得 ・応用が主力であ り,情 報 システムへの直接的貢献は少

か った。 しか し,①,② についてのOR的 アプ ローチは,身 近かなテーマであるだけに扱 い

易い し,ま た効果的 に実施できる と期待 されている 。

心理学的アプローチ は,次 の三つの側面 で活用 され ることを目指 している。

① 人間関係 の良好な維持,お よび効率的 な要員管理

② 人間 が使 い易いシステムの設計

③ 個人お よび組織へ の悪い影響 を排除 したシステムの実施化

情報処 理分野 にお ける人間的問題は多様 である。これ に対する適切なアプローチの知識 を

持つことは極 めて重要 であり,今 後の情報処理の発展に大きな効果を及ぼす ものと考え られ

る。

学習の主 な課題 は次のとおり。

① 人 間行動を支配する原理 を理解す るこ と

② 組織 と人間活動 との関係を理解す るこ と

③ コンピュータによ る情報 システムの導入による人間行動への影響 を,明 解 に把握で き適

切な方策 を立案 できること。

概 要

単元B1:モ デル化 と分析

第1章 統計的方法では,モ デル化お よびその分 析の基礎 となるデータの正 しい取扱いにつ

いて説 明す る。入門的 な部分 なので,省 略 できる場合 も多いと予想される。
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第2章 スケシュー リング問題 では,コ ンピュータの中や外 での作業管理上,し ば しば生ず

るスケジュー リングの問題 について,基 本的な技法 とその応用例 を解説す る。

第3章 は,線 型計画法の応用か らネッ トワーク問題の扱い,お よび動的計画法の紹 介まで,

ORに お ける最 も有力な技法である数学的計画法全般 を理解 させ る。

第4章 では,コ ンピュータ処理 においてよ く生ず る,待 合 せモデルの解析について扱 う。

特にオ ンラインシステムの設計 ・評価に不可欠な技法 である。

第5章 で解説す る在庫管理モデルは,物 量管理のために必ず考慮すべ きモデルである。主

にコン ピュータの外 で生 ずる問題 への適用が多いが,コ ンピュータ ・システム内での応用 も

開発 されよ う。

第6章 シ ミュレーションモデルでは,解 析的モデルにする ことが不適当な問題へのアプ ロ

ーチ として
,シ ミュレーシ ョン ・モデルが取扱われる。モデル化の利点が最も生か され,複

雑な問題解決 に役立つ。主に コンピュータにかかわる事例の研究 を行 ってみる。

手法の細部 まで完全に理解 し,ま た新 な手 法を開発することが任務 ではないので,既 存の

パ ッケージ ・プログラムや専門のスタッフを利用 して,正 しい判断の導けることが主眼であ

e

る。

した がって,情 報処理分野 におけるいろいろな事例や場面 を想定 して,各 手法の紹 介が行

われているが,理 論や詳細な実用 テクニックの具体的説明までは行 われてい ない 。どのよう

な場 面には,ど のよ うなモデルや分析が適切であ り,そ こか ら得 られた結果は,実 務的 アク

シ ョンとどう結びつけられ るかが,正 しく判断できるよ うに指導 され ることが望まれ る。

単 元B2:心 理学 と行動科学

第1章 は,心 理学入門として,心 理学の歴史を通 して,現 代の心理学を理解 させる。また,

心理 学が行動の科 学と して,情 報処理分野での仕事 とどのよ うにかかわ るかを紹介す る。

第2章 は,情 報 システム と人間というこ とで,人 間工学的 なアプローチ を理解 させる。人

間 と情報処理 システム機 器と,ど のよ うにして良い インターフェースを成 立たせ るかについ

ての基礎 を学ぶ。 また,情 報処理 および作業 をす るものとして,人 間はどのよ うな特性 を持

つか理解 させる。

第3章 対人お よび グループの行動原理。社会お よび組 織の中で働 く人間が,ど の ような行

動をするかを理解 させる。また組織 の リー ダー としての基 本的な要件 が示 され る。

第4章 組織 デザイ ンと人間行動。組織 を実際に動か しているの も,そ の影響 を受 けるのも

人 間である。機械 としての組織ではな く,人 間の行動 を効果的に活かす組織のあ り方 を検討

す る。

コンピュー タによる情報処理シ ステ ムの実施化は,必 然的 に組織変革 をひき起こす。これ
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がス ムーズに行 われ なければ,こ のシステム化は失敗 す る。組織 変革 はどのよ うな影響 を人

間に与えるか,よ り良い変革は どのよ うに進めるべきか を説 明す るのが,第5章 組織 変革の

プロセ スで ある。

第6章 の情報処理 における人間的諸問題では,情 報処理分野の仕事 に関係する人間的問題

を具体的 に解説す る。また,そ の主要な問題 についての課題 訓練 を,総 合的 な事例研究 とあ

わせて行わせる。

これ らはたとえば,あ りふれた労務管理上 のテクニ ックか ら組 織論 までを含み,ま たデ ィ

スプ レイの画面設計や プ ログラミング ・テクニックか ら,シ ステム全体 の性格把握 まで,極

めて広い範囲に及ぶ ことを理解 しても らうこ とが必要である。

なお,「 中級指針」 との関係は次 のとお り。

単元B1は,「 同(基 礎編)」 の 「情報処理数学」,「 システム概論」,お よび 「経営科学(1)1

を前提 と している。 「同(専 門編)」 の内容 とは重複 する部分 がある。

単元B2は,特 に予備知識は要求 してい ないが,情 報処理 に関する相当の経験 があること

と,「 中級指針(基 礎編)」にある一般的 な情報処理の知 識があることが ,当 然 なが ら必要で

ある。

(3)第3部 コンピュータおよび情報処理技術(Cグ ル ープ)

目 的

情報システム開発 にかか わる技術上,組 織上の条 件 を十分 に考慮 した,情 報処理のハー ド

ウェア/ソ フ トウェアの構成のい ろい ろなあり方 を明 らかにする ことが目的 である。したが

って,ハ ー ドウェアや ソフ トウェアの技術その もの を追求す る ものではない。それは,コ ン

ピュー タ ・サイエンスの分野 として,別 の目的 と学習方法があると考 えてい る。す なわち,

情 報システム建設 のための応用 に主眼 を置いている 。この ような理由か ら,コ ン ピュータ ・

システムを使用 し,操 作 し,維 持 する人達にかかわる人間的 要因 を強 く意識 しなけれ ばなら

ない。

各単元 で扱われ てい る内容は,そ れ 自体を直接利用 して,局 部的 なシステムが開発 できる

よ うになることを,目 指 して提供されてい るのではない。た とえば,単 元C3の フ ァイル と

コミュニ ケー シ ョン ・システムは ,こ の二つ が,大 規模 なコ ンピュータ ・システムの二 大技

術 であるとの視点か ら,こ れ を統一的に取扱 う方法 を習得す ることを求 めてい る。

方法 は,フ ァイルや コミュニ ケー シ ョン ・システムの開発者 のための ものでは なく,情 報

システムの構成要 素と して,こ れ らを統合化す るためのものである。

・情報 システムの構成要素 として不可欠な ものに
,プ ログラム群がある。この効率的 な体系

化 と操作 の方法 も単元C4で 扱 われ るが,こ こでは,ソ フ トウェア ・システムの本質的な理
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解 と,少 しでも改善 しよ うとする ことが重点 である。これを一か ら開発 させよ うとする もの

ではない 。単元C3,C4と も に,計 画,テ ス ト,プ ロジェク ト・コン トロールのあ り方 が,

重 点の一つになってい る。

実用的な面 が主体 となρてはいるが,学 習方法 としては,将 来の新 しい技術 を吸収 し活用

していけるだけの素養 を身 につけ させるよ うな指導 が,当 然行われるべきである。

概 要

単元C1:情 報 構造

プログラムとデー タの双方にある情報の構成要素間の,論 理的な関係 を示す構造 を明 らか

にす る。これを情報 システムに適 用するための技法 を教える。

高級プ ログラム言語(例 には,比 較的一般的で,こ の種の理解 に役立つ言語 として,PL/

1を 挙げた)

単元C2:コ ン ピュータ ・システム ・

コン ピュータ ・システムを構成する装置 ・要素を個別的 にも取 りあげているが,主 眼は統

合化 されたシステムとして,一 緒 に働 くものであるこ とを理解 させなければならない。

多重 プログラム,多 重処理およびシステム効率の評価 を,重 要な課題 として取扱 っている。

単元C3:フ ァイルおよびコ ミュニケー ション ・システム

フ ァイル とコミュニケー ション ・システムの基本的機能 を明 らかにする。また実用できる

システムの現状 も理解 させ る。実 用技術については,費 用,性 能,応 答性 の観点か ら実質的

な評価 と,バ ランスの とれた構成 の解析 を行 う。

企業内デ ータベースまたはサー ビス ・セ ンターの システムを例 にして,フ ァイル とコミュ

ニ ケーシ ョン機能の統合化 システムの具体的分析 を行 わせ る。

単元C4:ソ フ トウェア設計

複雑 なコンピュータ ・プログラムの,最 も明解,最 も効率的,か つ維持 ・変更も最 も容 易

な,分 割 ・モジュール化の方法 を学ぶ 。また,た とえばフ ァイルや コミュニケーシ ョン ・モ

ジュールのような,頻 繁 に使用 される一般的なプログラ ミングおよび結 合の構造 を理解 させ

る。

プ・グラム設計 に必要 な,プ ログラミング ・スタイルについてのセ ンスを養 う。

このよ うな理解 のために,プ ログラムの静的構造 だけでな く,稼 働時 の構造やプ ログラム

お よび データとの間にある関係を分析する。

プ ログラミングについての知 識 ・経験 があることを前提 とす る。それ と 「中級指針(基 礎

編)」では,「 コンピュー タ ・シ ステム」,「ハー ドウェアα)」,「 ソフ トウェア」,「プログラム

設計 」,「情報処理用数 学」の章を終 えてい ることを前提 としている。
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「中級指針(専 門編)」 とは,重 複 する部 分があるので,「 中級指針 」によって学習 して き

た学習者については,レ ベルに応 じて内容を取捨す る。

(4)第4部 情報 システムの開発(Dグ ル ープ)

目 的

第4部 で学ぶことは,情 報 システムの開発 プロセスを系統的 にGJi究 し,そ の技術的 可能性,

経済的実現性 を調べ,実 際の組織環境下で,シ ステムを実現 させ るための問題点は何 かを把

握す ることである。

四つの単元は,そ れぞれの特徴を持 っている。

単元D1.情 報 ニーズの分析 とシステム要求の仕様決定について学習する。

単元D2.組 織 上の考慮 と技術上の考慮の両者 のバ ランスを とって,シ ステムを設計す る

セ ンスを養成 する。

単元D3.プ ロジェク ト演 習(主 としてD2の 知識 を体験 的に学習す るための演習)。

単元D4.シ ス テムの開発 と実施 を,実 際 の場の見学あるいは実習する(実 務の一断面の

把握……企業 見学)。

概 要

システム開発 を全体像 と して把握するために,シ ステム ・ライフサイクル概念に準拠 して,

カ リキュラム を構成 してい る。各単元 の分担 を,お おづかみ に記 すと,次 のよ うになる。

単元Dl:情 報 分析

経済,技 術,組 織 とい う広い視野から,シ ステム ・ライフサ イクルを検討することに主眼

を置 く。情報分析 に関連 する項 目を重点的に学習する。

単元D2:シ ス テム設計

バ ランスのとれたシステムを設計するセ ンスの養成 が目標である。 この ために,イ ンプリ

メンテーシ ョン,シ ス テム ・コンバージ ョン等の技術的詳細 にも立入 って学習する。

単元D3:開 発 プロジ ェク ト

システム ・ライフサイ クルを全体的 に体得するための演習 であって,単 元D2で 学習 した

シ ステム設計 の知識 を実行 に移 してみ る。

プロジェク トの演習方法お よびそのテーマ例等 を具体的 に提示 しおいた。

単元D4:コ ン ピュータ部門の運営管理

企業の実務 を見学または実習することによる,理 論 と実際の対比検討である。

ここでは,そ の主要 なポイン トについ て解 説 してあ り,見 学 ・実習の際の参考に供 してあ

る。

第4部 は,他 の部 で学ん'だことの総括 としての役割 りを持 っているので,そ れ らとの関係
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を,以 下の図 ・表 によって示 した。

単元D1,D2の 各 車の システ ム ・ライフサイクルとの対応関係を,図3.2に 掲 げ る。単

元各車の重点 テーマと,第1部 から第3部 まで との関係を表3.2に 掲 げる。

「中級指針(基 礎編)」 との関係 は,「 システム分析 ・設計α)」,「 コンピュータ室の運用

管理」,「 ソフ トウェア生産管理」を,一 応の前提 とする。「同(専 門編)」 とは若干の重複

がある 。

プ ロ グラ ミ

ングテ ス ト

デバ ッ グ

D2.-5作 成 と検査

シ ス テ ム

の

目 的

D1.-2

フ

シ ステム ラ

イ フサ イ クル

Dl.-1

八 一 ド ウ エ ア

ソ フ ト ウ ェ ア

デ 一 夕

ノ

代 替 案D1.-4
代替案

検 討

D1.-5

最 適 案 経済性評価

選 択

D1.-6

ロジ カル設 計 ま とめ

(仕 様 書)

図3.2シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ クル と各 車 と の対 応
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表3.2学 習重点テーマと第1部 ～第3部 との主な関係

章 主 テ ー マ 副 テ ー マ 第1部 θ,第2部 ⑧,第3部 ◎ との関係

単元D1

1.シ ス テ ム ・ラ イ シ ス テ ム ・ ラ イ フ サ D1,D2の 構 成説

フサ イ クル概 論 イ クル 明

2.シ ス テ ム ・ラ イ プ ・ ジェ ク ト管 理 文書化(報 告書) B1.-2(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ),

フサ イ クル管 理 B2.-2,3,4,5(人 間,グ ル ー プ,

組織)

3.基 本的な分析手 シ ステ ム分析 情報整理,面 接 A1一2(モ デ ル),A1.-3(シ ス

法 テ ム分 析)A3.-1,2(情 報 分析)

Bl.-6(シ ミュレーシ ョン ・モデル)

4.シ ステ ム代 替 案 代替案の選択 予算,PPBS・

の検討

5、 シ ステ ム の経 済 評価尺度 情報の価値 A1.-6(減 価 償 却)

性評価

6.シ ステ ム仕 様 書 システム仕様書 要求仕様技術 A3.-6(シ ステ ム計 画)

単元D2

1.基 本的な設計手 ト レ ー ド ・オ フ 文書化(図 式化) A4.-5(テ ク ノ ロ ジ ィ ・ア セ ス メ

法 ン ト)

2.シ ステ ム 資源 の 設備(ハ ー ド/ソ フ 効率評価手法 A3.-7(効 果)

選択 ト)

3.ソ フ トウ ェ ア の モ ジ ュ ー ル,イ ン タ プ ロ グラム構 造, C1.-8,9(情 報)

設計 一 フ ェ イ ス 標準化

4.デ ー タ ベ ー ス フ ァイル 設計 ・デ_ DBMS A2.-5(コ ミュニ ケー シ ョ ン),

タベ ー ス概念 C3.-4,5,6,10(フ ァイノkコ ミュニ

ケ ーシ ョン)

5.プ ・グ ラム の作 プ ロ グラ ミン グ ス タ デ バ ッグの 方法, C4,-6,7β(ソ 外 ウ ェア)

成 と検査 イ ル,テ ス ト 工程管理

6.シ ス テム の評 価 開発後の評価 保守技術

と改善

単元D3

1.テ ー マ の選 択

2.チ ー ムの編 成

3.実 習 の進 め方 と 演習のための準備 と ケ ー ス ・メ ソ ッ ド

教師の役割 予備知識

4.開 発 の実 習

5.報 告書作成 と発

表

単元D4

1。 コ ン ピ ュ ー タ 部 コン ピ ュー タ部 門 の 概 況

門の組織 性格

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 要員の構成 要 員教 育,ロ ー テ

門の要員管理
一 シ ヨ ン
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3.シ ステ ム開発 管 業務分担 標準化

理

4.コ ン ピ ュ ー タ の 機種決定 採算性評価,保 守

導入

5.コ ン ピ ュ ー タ 室 業務の運営 入出力管理,安 全 A4.-4(プ ラ イ バ シ ー)

の運用管理 管理

6.情 報 処理 サ ー ビ サービス業の現状 業務の細分化

ス業の利用

3.3単 元 の内容 と標準時間配分

以下の表に掲げた標準時 間は,特 にことわ りが無い場合は教室時間(講 師が直接立合 ってい

る時 間)で あ り,宿 題お よび予習,復 習のために必要 とする時 間は,合 計 して,お よそこの標

準時 間 と同程度の ものが,存 在することを仮定 してい る。

(1)第1部 組織システムの分析(Aグ ル ープ)

単 元A1シ ス テム入 門

章 節

第1章 システムの概念

1.1シ ス テムとはL2シ ス テムの類形1.3シ ステ ムの簡

単なモデル1.4シ ス テムの 目的1.5シ ステムの境界

1.6オ ー プンシステム とクローズ ドシステム1.7オ ー プンシス

テムの特性1.8サ ブ システム1。9シ ステムの階層構造

1.10シ ステムの分解1.11シ ステムの結合度1.12確 定

的システムと確率的 システム1.13フ ィー ドバ ック1.14フ

ィルタ1.15最 小 多様性の法則1,16一 般 システム理論

第2章 システムの定義

2.1モ デ ル ー システムの表現2.2モ デ ルの複雑性2.3

公 式 システム と非公式シ ステム2.4シ ス テムの構造 とその選

択2.5モ デルの正当性2.6シ ステム定義の道具2.7

シ ステムの統合度

第3章 システム分析 ・設計の手法

3.1複 数 の代替案か らの選択3.2目 的 達成のための要素,結

合,処 理の決定

設計3.5

第4章

4.1経 営

と経営階層

3.3シ ス テム分析の基本要素

システム設計の手 順

経営システム

4.2経 営活動の機 能構造4.3

4.4経 営 システムの要素 としての人

3.4シ ス テ ム

経営活動の階層性

4.5組 織 の

標準時間
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・

水 平的分化 と経営管理機能 の分化4.6情 報 システム4.7

経 営 の機能 システム

第5章 経営情報システム 9時 間

5.1情 報 システ ムの役割 り5.2経 営活動 と情報 要求5.3

情 報 シ ス テ ム に お け る 人 間 と コ ン ピ ュ ー タ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス

5.4生 産 工程 として見た情報システム5.5論 理 的 システムと

実体的 システ ム5.6情 報 システムの計画5.7情 報 システ

ムの開発方法

第6章 財務会計システム 18時 間

6.1会 計 システム6.2財 務 システム6.3原 価 計算 と原価

管理6.4限 界 利益分析

計60時 間

単元A2企 業の機能

章 節 標準時間

第1章 ビジネス システ ム入門 6時 間

1.1企 業 を とりま く環 境 と使命1.2企 業 における主要業務 と

相互関連1.3企 業 管理 システム

第2章 生産システム 18時 間

2.1生 産 システムの設計2.2生 産 システムの計画 と管理

第3章 財務システム 15時 間

3.1ラ イ ン業務 の一環 としての財務機能3.2経 営管理分析

第4章 販売システム 12時 間

4.1企 業 における販売 システムの位置づけ4.2作 業 レベル販

売 システム4.3販 売情報システム

第5章 情報システムによる機能の統合 9時 間

5.1企 業 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン5.2ラ イ ン部 門 に お け る 情

報5.3ス タ フ 部 門 の 機 能 と情 報5.4コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの

媒体 としてのデータベ ース5.5企 業 における計画 と統制

計60時 間
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単元A3.作 業情報 システムと管理情報 システ ム

葦

簾1章 情報の必要性

1.1組 織活動と情報システム1.2情 報処理体制1.3意 思 決

定 の合理化

第2章 作業 レベル のシステム

2.1作 業 レベルのシステム2.2作 業 システムの確立2.3

作業 システムの範囲

第3章 戦術 レベルの システム

3.1管 理 サ イクル3.2戦 術 的意思決定3.3意 思 決定 の

実施 ・フォロー,評 価3.4意 思 決定 と管理のための情報 システ

ム

第4章 戦略 レベルのシステム

4.1戦 術 レベル と戦略 レベルの差4.2経 営 戦略 システム

4.3経 営戦略のための組織(事 例)

第5章 マン ・マシン ・インターフェース

5.1シ ステムとしてのア ウ トプ ッ ト5.2リ アル タイム処理

5.3リ アル タイム処理のためのデ ータベ ース5.4経 営 とリア

ル タイム処理

第6章 経営情報 システム開発の計画

6.1情 報 システム開発の動機6.2情 報 システム開発 プロジェ

ク6.3コ ン ピュータ リゼーシ ョンと人材育成6.4情 報

システムの拡大 ・効率化

第7章 情報 システムの効果管理

7.1効 果 管理の二面性(効 果対費用)7.2効 果 の種類

7.3効 果 の実現体制 とフォ ロー

標準時間

18時 間

6時 間

6時 間

12時 間

9時 間

6時 間

3時 間

60時 間

単元A4.情 報 システムの社 会的意義

土 ノ古
写 即 標準時 間

第1章 歴史的背景

1.1コ ン ヒ.ユ一夕技術の発達1.2コ ン ピュータの普及 と現在

の利用形態及びその社会生活 に対する影響

6時 間
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o

第2章 ↑静 瞳 業12時 間

2.1情 報産業の概要2.2情 報 産業 の成長形態2 .3わ が国

及び世界にお ける競合状況2.4政 府 の育成策 と規制2.5

標準化と安全2.6情 報処理技術者教育

第3章 総労働に対する考察 18時 間

3.1既 存 の 組 織 ・制 度 ・規 定 へ の 影 響3 .2コ ン ピュ ー タ の 労

働力への影響3.3事 務 系作業層の業務 に対する影響3 .4

技 術系作業層 の業務 に対す る影響3.5マ ネ ジメン トの業務 に対

する影響

第4章 プライバシー保護 12時 間

4.1プ ライバシー保護 とは4.2官 庁,自 治体及 び金 融機 関

信用保証調査会社 におけるデータベース4.3電 子計算機システ 、

ム安 全対策基 準とプライバシー保護4 .4プ ライバシー保護 の将

来への考察

第5章 個人と社会のシステム 12時 間

5.1教 育 に及ぼす影響5.2政 治 に及ぼす影響5 .3生 活

に及ぼす影響5.4福 祉に及ぼす影響

計60時 間

指導上の注意

この部は,本 指針の基礎をなす ものである。また,従 来の情報処理 技術 スタッフの多 くに

とって,な じまない内容 も多い。したが って ,こ のような事項を学習す ることが,ど のよ う

な意義 を持 つのかを理解 させるため,適 宜 コメ ン トや補 足的な解説 を してや ることが必要か

もしれ ない。

単元A4を 例外 として,他 の三つ の単元は互に関連づけられた章によって構成 されている
。

A1で はやや学問的 な立場で,A2は 組 織人 ・企業人の立場 で
,A3は 情報 システム とい う

立場 で,そ れぞれの特性 ・問題 などを理解 しよ うとして いる
。実際には,こ れらをひ とつ の

もの として身につけるべきであるが,学 習の過程では ,こ のように三つに分けた。

〈単元A1に っ いて〉

一貫 した講義
,幾 つかの特定 システムの紹介及び参考書による知識の習得 である。ケース

スタディなどが取 り入れ られる とよい。

〈単元A2に ついて 〉

講義と参考書や事例の研究による討議が予定されている。事例研究や討議は,特 定の管理

に必要 な情報 を明らか にするために利用するよ うにする。シミュレーシ ョンの利用 もで きれ
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ば行 いたい。

〈単元A3に つ いて〉

主 として講義 と討議で行 う。

〈単元A4に っ いて〉

大変学習 しに くい単元である 。可能な限 り広い範囲 の講師に,い ろい ろな視野での話 を聞

か せて もら うとよい。文献 の輪 読や研 究会 もよい方法 のひ とつであ る。

(2)第2部 シ ステムの開発運用 の背 景(Bグ ルー プ)

単元B1.モ デル化 と分析

章 節

第1章 統計的方法

1.1母 集 国 とサ ンプル1.2確 率 分布 と母数1.3母 平均 と

母分散 の推定 と検定1.4そ の他 の方法

第2章 スケジ ュー リング問題

2.1プ ロジ ェク ト管理の重要性2.2PERT,CPMの 歴史 とそ

の応用分野2.3プ ロジェク トのアロー ・ダイヤグラム2.4

PERTの 日程計算2.5作 業 遂行時 間の不確定性 の取扱い

2.6必 要 資源 の見積 りと配分2.7CPM2.8ジ ョブ ・ショ

ップ ・スケジュー リング

第3章 数理的計 画法

3.1数 理 的計画法 とは3.2線 形計画法への定式化3.3

単 体法によるLPの 解 法3.4感 度 分析3.5双 対 問題 と双

対定理3.6LPの パ ッケージ ・プログラム3.7ネ ッ トワ

ーク計画法3 .8非 線 形計 画法3.9整 数 計画法3.10

動的計画法

第4章 待ち行列 モデル

4.1基 本的 な待 ち行列の理論4.2や や複雑 な待ち行列 の理論

4.3一 般 的 な待ち行列の理論4.4近 似 理論,上 界,下 界 など

4.5優 先権 のある待 ち行列4.6計 算機 システムにおける待 ち

行列

第5章 在庫管理 モデル

5.1在 庫管理 の基本5.2需 要 が一定の場合のモデル5.3

需 要 が変動する場合 のモデル5.4計 算機 システ ム設計への在庫

管理 モデルの応用

標準時間

6時 間

12時 間

12時 間

12時 間

6時 間
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第6章 シミ・ レーシ・ン ・モ可18時 間

6.1シ ミ ュ レ ー シ ョン の 目的6.2シ ミ ュ レー シ ョン の 手 順

6.3シ ミュレーションに関連 して学習 され るべ き基礎概念(術 語)

6.4モ デ ル 作 りに 関 す る指 針6.5シ ミ ュ レ ー シ ョ ン言 語

6.6シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 験 と経 果 の 評 価

これ らを理解 させるためには,か な りの演習を必要 とする。なるべ く X時 間

コンピュー タ ・システムに関連 した身近かなもので,簡 単 な例 による演

習が望ま しい。各章 にこの種の材料 の例が用意 されてい る。

演習時 間は,標 準時間の外側にある。

計66時 間

十X

単元B2.心 理学 と行動科学

立!∂ ←早 即
標準時間

第1章 心理学入門 6時 間

1.1心 理 学 と は1.2知 覚 ・学 習 ・記 憶 ・思 考1.3動 機

づ け 一 欲 求 ・感 情1.4パ ー ソ ナ リテ ィ ー 人 格 ・知 能

第2章 情報システムと人間 12時 間

2.1人 間 の情報処理特性2.2人 間 の作業特性2.3知 能 ・

学 習 ・記 憶2.4コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン2.5心 理 測 定

第3章 対人およびグループの行動原理 12時 間

3.1社 会 的行 動32対 人関係3.3態 度3.4集 団

とその問題3.5組 織 の管理

第4章 組織デザインと人間行動 '
15時 間

4.1組 織 の有効性4.2組 織 モデルとシステムズ ・アプローチ

A

'
4.3組 織 成長の過程4.4組 織 のデザイ ン4.5公 的組織

インパクト:組織行動に影響を及ぼす構造的要因4.6非 公的組

織および組織風土のインパクト:組織行動に影響 を及ぼす社会的要因

4.7組 織 に お け る コ ン フ リ ク ト

第5章 組織変革のプロセス 15時 間
,

5.1組 織 体 に お け る イ ノベ ー シ ョ ン5.2イ ノ ベ ー シ ョン導 入

の人間的側面5.3イ ノベーシ ョンの導入定着過程5.4計

画的変革

(内4時 間)
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第6章 情報処理 における人間的諸問題0

6.1人 間的諸問題 への理解6.2問 題 解決 にっいて 一 課題訓

6時 間

練

人間的問題は肌 で感ず ることが望 ま しいので,演 習お よび討議な どの (X時 間)

と り入れ を積極的に行 うよう工夫 してある。状況に応 じて,こ の標準時

間外 の演習時 間をとるよ うに されたい。

計66時 間

(+X)

指導上の注意

情報処理部門で,プ ログラミングや システム分析 ・設計 を,従 来の方法で行 ってい る技術

者は,こ の部 で扱 うOR的 ア プローチや心理学的 アプ ローチに,極 めてな じみが薄い。中に

は強いア レルギーを持 っている場合 もある。

したがって導入部 において,学 習者の レベ ルと関心 の度合 に応 じた工夫 をしておか なけれ

ばならない。各単元 の第1章 は,そ のために特に設 けた ものなので,な るべ く身近かな例 で,

しか も扱いやすい ものを適切に選んで,か つ科学的 な説明を明解 に行 えれば,興 味 と理解 を

得 るのに大変役立つ 。

上の表 は,おSよ その時間配分 を示 した。詳細 は各章の指 導上の留意点 などに記 されてい

るので,そ れ を参照 されたい。

また,こ の 「指針 」で指示 した内容 を,こ の時 間内 で十分身につけ ることは,不 可能であ

る。学習者 に 自習ない し,以 後の 自己啓発のテーマ として,か な りの部分を残す ことになる。

その場合,残 された事項 を,で きれば個人の育成 目的 に合 わせて,明 確に してやることが必

要である。

(3)第3部 コン ピュータお よび情報処理技術(Cグ ル ープ)

単元C1情 報構造

章 節 標準時間

第1章 情報に関する基礎概念 6時 間

1.1情 報 と デ ー タ1.2デ ー タ の 表 現1.3デ ー タ の 記 憶

1.4デ ー タ の 結 合1.5数

第2章 論理構造一 線型 リス ト 6時 間

2.1基 本 用語2.2線 型 リス トの基礎技術2.3線 型 リス

トの操 作2.4線 型 リス トの応用
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第3章 論理構造 一 木構造 ・9時 間

3.1木 の概要3.2木 の 基礎技術3.3木 の登 り方

3.4両 方 向の木構造3.5木 の応用

第4章 論理構造 一 配列 ・行列 3時 間

4.1配 列4.2行 列 の 割 当 て4.3疎 な行 列

第5章 論理構造 一 一般の構造 ・リス ト処理言語 3時 間

5.1一 般 の構造 とグラフ論理の用語5.2一 般 の構造の応用

5.3リ ス ト処 理 言 語

・

第6章 物理構造 9時 間

6.1記 憶 装置の割 当て6.2分 散 記憶6.3ア ドレスの計

算

第7章 記憶管理 3時 間

7.1ち り集 め7.2動 的記憶割当て

第8章 プログラム言語における情報構造の表現 9時 間

8.1プ ロ グラム言語 と情報構造8.2情 報 構造 の表現8.3

PASCALに お ける情報構造8.4抽 象 データ型8.5実 行
●

時 にお けるデータ領域 の構成8.6論 理構造 の実現8.7ブ

ロ ック構造 におけ るデータ領域の構成8.8パ ラ メータの授受

8.9リ ス ト処理 言語 にお ける リス ト構造の実現

第9章 分類および探索 6時 間

9.1分 類9.2探 索9.3分 類 と探 索の妥協点9.4

分類 と探索における情報構造の効果

第10章 情報構造の使用例 9時 間

10.1言 語 プロセ ッサにお ける情報の表現10.2制 御 プ ログラ

ムにお ける情報の表現10.3デ ー タベースにおける情報構造

10.4そ の他の応用分野 における情報 の表現

各車 とも演習のウェイ トは大 きい。標準時 間のうち,約30%は 演 習 を X時 間

予定 している。ただし,そ れ とほぼ見合 うだけの演習時間が,標 準時 間外

にも設定するこ とが必要である。

計63時 間

十X
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単 元C2.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

章 節

第1章 コンピュータ ・システムの概要

1.1基 本 概念1.2ノ ・一 ドウェァ体系1.3ソ フ トウェア

体系

第2章 中央処理装置および記憶装置

2.1プ ロセ ッサの基本機能2.2ア ー キテクチ ャ2.3プ

ロセ ッサの基本構成2.4マ イ ク ロプ ログラム制御2.5特

殊 目的 プロセ ッサ2.6記 憶 装置の特 性と種類2.7記 憶 素

子2.8主 記憶 の高速化技術2.9外 部 記憶の高速化技術

2.10記 憶 装置 の高信頼化 と記憶保護

第3章 入出力および通信制御

3.1入 出 力 アーキテクチャ3.2入 出力 チャネル3.3入 出

力制御装置3.4入 出力装置3.5ネ ッ トワーク ・システ

ム3.6通 信 制御装置3.7端 末 装置

第4章 プログラム管理およびデータ管理

4.1プ ロセスの概念4.2PCBと プ ロセスの生成/消 滅

4.3プ ロセスの同期4.4プ ロセ スの状態4.5プ ロセ ッ

サの割当て4.6デ ー タ管理の基本概 念4.7フ ァイル ・カ

タログ管理4.8標 準 フ ァイル編成4.9VSAMフ ァイル編
編

成4.10デ ータベ ース ・シ ステ ムの概 念4.11デ ー タベー

ス管理 システム4.12ジ ョブの形態4.13ジ ョブの制御

4.14ジ ョブ制御言語4.15シ ス テム運用のた めの機 能

4.16プ ロ グラム管理の概要4.17言 語 処理 プ ログラム

4.18ア セ ンブ ラ言語4.19コ ン パイ ラ4.20イ ン タプ リ

タ4.21サ ー ビス ・プ ログラム

第5章 システム資源管理

5.1記 憶 管理 の概念5.2仮 想 記憶 システム5.3ア ドレス

変換 の高速化5.4仮 想 記憶の管理5.5入 出 力管理の基本

概念5.6バ ッファの管理5.7入 出力管理の構成5.8

入出 力管理の高速化5.9シ ス テム資源5.10デ ッ ドロック

5.11静 的 な資源割 当て5.12動 的 な資源 割当て5.13性

能 目標達成のための制御

第6章 メッセージ管理

6.1オ ンラインシステム6.2端 末 アクセス方式6.3メ
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ッセージ転送制御6.4ド ライバ6.5障 害 管理

第7章 運用管理および利用環境 3時 間 `

7.1運 用 管 理 の 概 要7.2シ ス テ ム の 生 成7.3オ ペ レー

タ ・イ ン タ フ ェ ー ス7.4中 断 と再 開7.5ア カ ウ ンテ ィ ン

グ7.6シ ス テム生成7.7処 理 形態7.8一 括 処理 と

リ モー ト ・バ ッ チ7.9会 話 型 シ ス テ ム7.10オ ン ライ ン ・
一

システム7.11多 次元処理

第8章 多重 プロセ ッサ ・システム 3時 間

8.1多 重 プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ム の 目的8.2シ ス テ ム構 成

8.3結 合 方式8.4多 重 プ ロセ ッサ制御方式8.5多 重 プ

・セ ッサ制御機構

第9章 システムの信頼性および情報の保護 6時 間

9.1高 信 頼化技術 の基礎9.2情 報 の信頼性9.3障 害 の検出 と

訂 正9.4シ ス テム障害の救済 と回復9.5診 断 と保守

9.6ソ フ トウェアの信頼性9.7情 報 の保護 に対す る基本理念

9.8基 本 的 な情報の保護方式9.9内 部 記憶保護9.10フ ァ

イルの保護9.11端 末 レベルでの保護9.12運 用 管理

第10章 システムの性能評価および互換性 7時 間

10.1シ ス テム性能の評価尺度10.2評 価 の 目的10.3

性能評価手法10.4競 合 比較法10.5解 析 的手法106

シ ミ ュ レ.一シ ョ ン10.7モ ニ タ リ ン グ10.8シ ス テ ム の 互

換性お よび移行性 の概要10.9プ ログ ラムの移行10.10

デー タ/フ ァイルの互換性 と移行10.11エ ミュレーシ ョン技術

10.12仮 想 機械

計57時 間

単 元C3.フ ァ イ ル お よ び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

=エ』 メわ早早 即 標準時間

第1章 ファイル およびコミュニケー ション ・システムの機能 3時 間

1.1総 合 情報 システムへの期待1.2フ ァイル管理 の基礎

1.3デ ー タ通信の基礎1.4総 合 情報 システムの概念

第2章 ファイル ・システムのた めのハ ー ドウ ェア 3時 間

2.1記 憶 装置 の分類2.2記 憶装置のアクセ ス

第3章 ファイル ・システムの構成および構造 12時 間

3.1デ ー タ の 構 造3.2フ ァイ ル の 構 成3.3順 編 成 フ ァ
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イ ル3.4索 引 編 成 フ ァ イ ル3 .5直 接 編 成 フ ァ イ ル

第4章 フ ァイ ル ・シ ス テ ム の 分 析

4.1フ ァ イ ル ・ア ク テ ィ ビ テ ィの 評 価4.2応 答 時 間4 .3

そ の他 の 考 慮4.4記 憶 管 理 技 法 の 分 析4 .5フ ァ イ ル ・シ

ス テ ムの 評 価

第5章 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

5.1デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 機 能5.2デ ー タ記 述

5.3デ ー タ 操 作5.4デ ィ レ ク ト リ管 理5.5デ ー タ ベ ー

ス 管 理 シ ス テ ム の 分 類5.6汎 用 デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 特

徴

第6章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 基 本 構 成

6.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム6.2デ ー タ伝 送 路

6.3デ ー タ 送 受 信6.4通 信 方 式

第7章 デ ー タ 通 信 回線 サ ー ビス

7.1奄 々 公 社 の サ ー ビ ス7.2国 際 電 々 の サ ー ビ ス7.3

通 信 回 路 の 効 率 的 利 用

第8章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム と 処 理 形 態

8.1通 信 回 路 の 接 続 形 態8.2ネ ッ トワ ー ク の形 態8.3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 処 理 形 態8 .4伝 送 制 御

8.5基 本 形 デ ー タ伝 送 制 御 手 順8.6ノ ・イ レベ ル ・デ ー タ リ ン

ク 制 御 手 順8.7誤 り制 御 方 式

第9章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 設 計 と評 価

9.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 設 計9.2ユ ニ ケ ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム の 評 価

第10章 総 合 シ ス テ ム

10.1デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 機 能10.2デ ー タ ベ ー ス ・シ ス

テ ム の 分 類 と 動 向10.3デ ー タ ベ ー ス の 共 用 化10.4ア ー

タベー ス/デ ー タ ・コミニ ケ ー シ ョ ン10.5分 散 型 デ ー タ ベ ー ス

6時 間

6時 間

9時 間

3時 間

6時 間

3時 間

9時 間

計60時 間

単 元C4.ソ フ トウ ェ ア設 計

章 節 標準時間

第1章

1.1

要 素

プログラミング言語

高水準言語 の利点1.2

1.4式 お よび代 入文 と制御文

PL/1の 特 徴

1.5

1.3デ ー タ

ブ ロ ック 構 造

6時 間
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1.6記 憶 域割当て1.7手 続 き処理1.8リ ス ト処理機能

1.9割 込み動作1.10翻 訳 時の機能

第2章 プログラム間の コミュニケーションと結合 6時 間

2.1デ ー タ の 受 け 渡 し2.2呼 び 出 し手 順2.3レ ジ ス タ の

割当て2.4連 係 編集 プログラム

第3章 プログラムの実行時の構造と連結 6時 間

3.1プ ロ グラムの実行時 の構造3.2プ ロ グラムの実行時 の連

結

第4章 プログラム ・コー ドの共用 6時 間

4.1単 独 プ ロ セ ス 内 の プ ロ グ ラ ム ・コー ドの 共 用4.2複 数 プ

ロセ ス 間 の プ ロ グ ラ ム ・コ ー ドの 共 用

第5章 並行処理における同期制御と排地制御 6時 間

5.1多 重 タスク5.2資 源 の共用および割当て5.3事 象

の同期

第6章 プログラムの文書化 6時 間

6.1文 書化 の重要性6.2文 書 の標準化6.3標 準的な文書

6.4文 書の管理 と保守6.5プ ロ グラムの完全 な記述6.6流

れ 図6.7決 定 表6.8デ ィ シ ジ ョン ・グ リ ッ ド ・チ ャ ー ト

6.9状 態遷移 図と状態遷移表6.10HIPOチ ャー ト6.11

構 造化流れ図6.12プ ログラムか らの文 書の 自動作成6.13

文 書 か らのプ ログラムの生成

第7章 テス ト計 画 9時 間

7.1テ ス トの 概 要7.2テ ス トの 段 階7.3結 合 テ ス トの

方式7.4テ ス トの計画 と実施7.5テ ス トケースの選択

7.6デ バ ック手 法の概要7.7デ バ ッグのためのコー ド化

7.8机 上 デ バ ッ グ7.9全 ダ ン プ7.10ス ナ ップ ・シ ョ ッ

ト7.11ト レ ー ス7,12デ バ ッ グ ・モ ー ド7.13オ ン

ライン ・デバ ッギング機 能7.14実 時 間のプ ログラムのテス ト

7.15シ ミ ュ レー シ ョ ン7.16テ ス ト用 デ ー タ の 自 動 生 成

7.17プ ログラムの 自動検証

第8章 プログラムの設計 6時 間

8.1プ ロ グ ラ ム の モ ジ ュ ー ル 化8.2モ ジ ュー ル 化 の 手 法

8.3モ ジ ュ ー ル 化 に よ る プ ロ グ ラ ム の設 計8.4プ ロ グ ラ ム の

開発8.5構 造 的 プログラミング8.6構 造 的 プログラミン

グ に よ る コ ー ド化8.7プ ロ グ ラ ム の ス タ イ ル8.8デ ー タ

の抽象化8.9高 水 準言語
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第9章 総合演習 9時 間

9.1演 習 用 シ ス テ ム9.2ソ フ トウ ェ ア の 作 成9 .3報 告 書

第9章 の総合演習の他に,各 車で研修者の理解度に応 じた演習を行 うこ (X時 間)

とを予定している(標 準時 間の約30%) 。 た だ し,こ れで不足の場合 もあ

るので,積 極的に追加す る必要 もあろう。

計60時 間

(+X)

指導上の注意

対象 とする学習者 によっては,こ の部 で扱 ってい る事項 について,既 知であることもある

ので,そ の程度 によって省略または簡略化することができる。

また,技 術的な進歩が急激 なので,新 しい もので も実務上必要 なものは取 り入れ ,陳 腐化

したものは棄てていかなければならない点に注意す ること。
`

〈単元C1に つい て〉

デー タ構造 は,ア プリケーシ ョンと独立であるとい うことが重点 である。 しか し,適 当な

情報システムを例 として利用す ることによ って,具 体的に理解 を深 めるように工夫す る。

その際,問 題処理手順 と,構 造のモデル化 と,実 施 するときの構造 との三者の関係 を明確

にする。それぞれのステージ毎にはっき りけ じめをつけた演習 が行われ るとよい。

〈単元C2に ついて〉

コンピュー タ ・システムの操作や維持 のために
,人 間的要素がいかに関与 しているかに注

意 を向けさせ る必要 もある。

フ ローチ ャー ト等の記述方式を利用す ることは勿論 だが,で きればア ッセ ンブ リ言語(マ

クロ可能)を 利用 した検討が行われることが望ましい。

シ ミュレーシ ョンによるテス ト,評 価 も時 間が許せば実施す ることが望ましい。

〈単元C3に つ いて〉

ここで扱 う事項 は,情 報システ ムをシステムとして統合す るための もの であることを ,充

分理解 させ る。

講義お よび討議が主体 となるが,部 分的なシ ステムやファイルの設計 はや らせて見る。た

だ し,プ ログラミングコースではない ので,設 計とそ の評価に重点を置 く。

〈単元C4に ついて〉

コンピュータ ・プログラム作成時 に実際 に遭遇 し
,解 決 しなければ な らないことを身につ

ける。できれば,適 当な問題 を最後 まで処理 させ なが ら,教 材 を解決 してい くのが よい。
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二

(4)第4部 情 報シ ステムの開発(Dグ ル ープ)

単 元D1.情 報 分析

章 節 標 準時間

第1章 システム ・ライフサイクル概論 3時 間

1.1シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク ル1.2シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク

ルの各段階1.3シ ス テム ・ライ フサイクルとシステム分析

第2章 システム ・ライフサイクル管理 9時 間

2.1プ ロ ジ ェ ク ト管 理2.2プ ロ ジ ェ ク トの 計 画 と管 理

2.3プ ロ ジ ェ ク ト管 理 と文 書2.4プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム

第3章 基本的な分析手法 12時 間

3.1シ ス テ ム 分 析3.2シ ス テ ム 分 析 の 要 素3.3各 種 の

分析手法

第4章 システム代替案の検討 9時 間

4。1シ ステ ムの目的 と代替案4.2代 替 案の開発 と選択

4.3代 替 案の類型4.4PPBSと シ ステム分析
・

第5章 システムの経済性評価 15時 間
、

5.1情 報 の 価 値5.3シ ス テ ム の評 価 基 準5.3シ ス テ ム

の効果5.4情 報 システムの費用5.5シ ス テムの費用効果

分析
・

第6章 システム仕様書 12時 間

6.1シ ス テムの仕様書6.2ロ ジカル設計 とフィジカル設計の

機能分担について6.3要 求仕様技術'

計60時 間

単元D2.シ ス テム設計

章 節 標準時間

第1章 基本的な設計手法 6時 間

1.1シ ス テ ム 要 求1.2シ ス テ ム設 計 の 重 点1.3ト レ ー

ド ・オ フ1.4モ デ ル 化1.5情 報 処 理 系 の 型1.6シ

ス テ ム 設 計 の文 書 化1.7プ ロ ジ ェ ク ト計 画1.8テ ク ノ ロ

ジ ー ・ア セ ス メ ン ト

第2章 システム資源の選択 9時 間

2.1・ ・一 ドウ ェ ァ 資 源 の 選 択2.2ソ フ ト ウ ェ ア 資 源 の 選 択

2.3シ ス テム効率の評価2.4設 備 計画2.5設 備 選択
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第3章 ソ フ トウ ェ ア の 設 計

3.1ソ フ トウ ェ ア開 発 の 現 状3.2モ ジ ュ ー ル 化3.3プ ロ

グ ラ ム の 設 計3.4サ ブ シ ス テ ム の イ ン タ ー フ ェ イ ス3.5

ソフ ト ウ ェ ア の 標 準 化3.6ユ ー ザ と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

3.7プ ロ グ ラ ム 技 法 集 の 整 備

第4章 ア ー タ ヘ ー ス

4.1デ ー タ 管 理4.2フ ァ イ ル の 設 計4.3デ ー タ ・ベ ー

ス 概 念4.4DBMSの 導 入 計 画4.5デ ー タ ・ベ ー ス ・ シ

ス テ ム の 設 計

第5章 プ ロ グ ラ ム 作 成 と 検 査

5.1よ い プ ロ グ ラ ム と は?5.2プ ロ グ ラ ム テ ス ト5.3

デ バ 、ッ グ5.4プ ロ グ ラ ミン グ ・ス タ イ ル5.5プ ロ グ ラ ム

作 成 の 日程 計 画5.6プ ロ グ ラ ム 開 発 工 程 上 の 管 理 作 業

第6章 シ ス テ ム の 評 価 と 改 善

6.1シ ス テ ム性 能 の 評 価6.2シ ス テ ム の 保 守6.3シ ス

テ ム評 価 の ま と め6.4シ ス テ ム の 寿 命

この他 に,情 報 システムの将来の方向,あ り方について論文,評 論な

どの資料を与え,討 議 しておくことが望 ましい。D4の 課題 テーマ とし

て もよい。

12時 間

9時 間

12時 間

12時 間

(X時 間)

計60時 間

(+X)

単元D3.開 発 プロジェク ト

章 節 標準時間

第1章 テーマの選択

1.1実 在組織の課題1.2仮 想 プ ロジェク ト1.3課 題 例

1.4課 題 の作成

第2章 チームの編成
◆

2.1チ ー ムの組織2.2チ ー ム活動 の意義 と学習 目的

第3章 実習の進め方と教師の役割

3.1ケ 三 ス実習の特徴3.2必 要 な教育技術3.3実 習 の

推移の特徴と教師の対処3.4実 習を進める上での各種の手段

3.5実 習 中に学生が経過する段階
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第4章 開発の実習

4.1～4.18(シ ステ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル に し た が っ た 一 貫 開 発 の 実

施 について)

第5章 報告書作成と発表

5.1文 書報 告5.2口 頭 発表5.3視 聴 覚機材 の利用

5.4発 表 お よび討論の評価

'

注 意

この単元 は,シ ステム開発 プ ロジェク トを,課 題作業 として実施 させ

る のが目的であ る。したがって,こ の単元の指針内容 は,課 題作業 を研

修者 に行 わせるに際 しての,教 師 へのア ドバイス と,教 材および作業結

果のサ ンプルが参考資料 として提供 されている。

課題作業時 間は,条 件によ りかな り弾力的 に運 用できる。

oオ リエ ンテーシ ョン,中 間指 導,発 表,評 価 など教師が直接関与する 20時 間

部分

○研修生が独 自に作業する時間 80時 間

○そ の他 自習 ・調査

単元D4.コ ン ピュータ部門 の運 用管理

立 析
早 即 標準時間

第1章 コンピュー タ部門の組織 3時 間

1.1企 業 組織 としての位置づけ と特色1.2組 織 運営形態 のい

ろいろ1.3コ ン ピュータ部 門の義務 と責任1.4経 営 との

つ なが り

第2章 コンピュータ部 門の要員管理 3時 間

2.1要 員 の分類2.2要 員 の育成2.3要 員管理 のポイン ト

2.4要 員 の ロ ー テ ー シ ョ ン

第3章 システム開発管理 6時 間

3.1コ ン ピュータ部 門の組織的変化3.2シ ス テム要員の職務

分化3.3シ ステム開発計画3.4開 発 とメインテナンス

3.5大 型 プ ロ ジ ェ ク トの形 成3.6標 準 化 と ドキ ュメ ンテ ーシ ョ

ン3.7新 しいシステム開発 技法

第4章 コンピュータの導入 3時 間

4.1コ ン ピ ュ ー タ の 選 定 と 評 価4.2コ ン ピ ュー タの 設 置 条 件

4・3ハ ー ドウ ェ ア の 保 守
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第5章 コンピュータ室の運用管理 6時 間

5.1 コ ン ピュータ室の運用方式5.2設 備 管理 5.3 デ ー

タ管理 5.4コ ン ピ ュー タ使 用 管 理5.5 コ ン ビ ュ ー タ コ ス

ト賦課 5.6EDP監 査

第6章 情報処理サービス業の利用 3時 間

6.1 情報処理 サー ビスの必要性6.2 情報処理サービス業の種

類 と業務内容6.3情 報 処理サー ビス業の現状 6.4 情報処

理 サー ビス業の活用6.5外 部 利用の今後の方 向

こ の 他, 見学 ・実習 を,実 際場面 について行 う。上記 の内容は, その

際のオ リエ ンテーシ ョン として講義 または解説 され る。必要な部分だけ

で よ い 。

見学 ・実習 36時 間

計 60時 間

指導上の注意

第4部 は,総 まとめまたは仕上げ としての性格もある。他の部,単 元 との関連が集約され

ている と言 って もよい。さらに,他 ではあま り直接的に扱われない実務的な側面に ウエイ ト

・ が置かれている。したがって,指 導 においても,広 い視野に立 っての説 明,示 唆が大切であ

る。

〈単元D1,・D2に つ いて 〉

一貫性のある講義形 式 とする。

〈単元D3に つ いて〉

次 の三つのや り方があり,ど れかを選択す る。

① ケースデータの収集を行わせ る。(開 発作 業は行 わない)

② 問題 を与 えて,シ ステム開発 の演習(課 題作業)を 行わせる。

③ 企業 でのシステム開発に従 事 し,そ の中でのサブシステムを完成 させ る。

〈単元D4に つ いて 〉

企業内での情報処理部 門または,独 立経営の計算 セ ンターの実地 を,見 学あ るいは実習す

る。D3とD4の 違 いは,D3で は 小さなシステムで,最 初から最後の完成 までのシステム・

ライフサイ クルの全体 を演習によって体験す る。D4は 実 務の詳細 を観察するのが 目的 で,

一定期 間で実習 または見学を行 う。ここでは,シ ステム ・ライフサイクルの全体体験 ではな

く,そ の一部分を詳細 に体験す るこ とになる 。
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時間の制約によっては,D3とD4の 両 方 を中途 半端に学習す るよ りは,い ずれか一方 を

選択 し,き ちん と実行する方がよい。 どち らを選ぶかは,学 習者の経験および育 成 目的に依

存す る。

(注)我 が国では,ケ ースデータが,演 習材料 として使用に耐える形 で整備 されてい るとい

うことは殆 んど無い。そ のため,い きな りケーススタディをしよ うとして も,現 実的 で

ない。そのため,ケ ース ・データの収集 とい う方法が,D3の テ ーマのひ とつ としてあ

げ られる。
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4.カ リキ ュラム編成 と学 習指導計画





4.カ リキ ュラム編 成 と学習指導 計画

4.1カ リキ ュラム編成の留意点

(1)手 順

教育 はひ とつのシステム作業である.カ リキュ ラムは,教 育 目標 を達成するた めのシステ

ム設計に相 当する.指 導計画 は開発作業 に相 当 しよ う。指導法は,指 導計画実現のための技

法 に当るか もしれない。

このシステム作業 が評価 されるのは,対 象 となった学習者が,ど の程度の費用 で,ど の程

度 ニーズに合 った水準に到達,あ るいは近づ いたかによって計 られ るであろう
。

一回ある所 で実施 された教育方法(ひ とっの教育 シ
ステム)が,一 般的 に どこでも優れた

方法 として通用す るものではない。情 報システ ムと同様 ,そ の汎用性,柔 軟性 が高 いこ とが

望 まれ るが,そ の ような理想的 なものに作 り上げ るよりは,そ の時 々の事情 によって,新 に

カ リキュラムか ら編成 しなす ということの方が ,現 実的であろ う。

したがって,教 育 を企画推進する立場 として は,こ のカリキュラム編成か ら実施 までのシ

ス テムを,ニ ーズと環境 に応 じて,手 際 よ く優 れた ものに作 りあげ るこ とができる必要 があ

る。

本 「上級指針」は,そ のための基本的なモジュール と骨格 を提供 してい ると言 ってもよい。

換 言すれば,現 場 に合 った教育の方法お よび実施 は,や は り現場にまかされている,と いう

ことである。

特 に,学 校 で学生 を対象 に している場合 は比較的一般化 ・反復化の可能性 はあるが
,実 務

に就 いて いる人達 を,実 務 と並行的に教育 しよ うとする場合 には
,事 情 の違 いや変化 が生 じ

てい くので,常 に配慮 と工夫 が必要 である。

実施 するカ リキュラムを具体的 に編成するためには,次 のよ うな手順が必要になる。

① 対象 となる学習者 の水準 ・特性 を決める(把 握 する)。

② 教育の具体的到達 目標 を設定す る。

③ 指導 内容 をさらに吟味 して,カ リキュラムを構成 す各項 目を選定す る。

④ 各項 目の適切 な配列 と時間数 を決 める。

⑤ 実施す る環境や条件の下で,実 行可能性 あるいは難易度 期待効果 か ら見直 してみ る。

指導計画,指 導方法 にっいての検討お よび準備 につ いては ,4.3,4.4で 述 べる。以下で

は,上 記の手順 にっいて留意すべき点 をあげ る。

(2)教 育対象者(学 習者)に っいて
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① 「中級指針」教育 の有無

「中級指針」 をかな り忠実 に経て きた者 と,い わゆる中級技術者 レベル として,直 接対象

となった者 では,そ の特性は相当異る。現状 では,知 識のバランスは前者 の方がよいと考 え

られ るが,実 務的 なセ ンスお よび,あ る面(特 にプログラム作成)で は,後 者の経験 の方 が

実戦略 である。後者の場合は,し か しその知識 ・経験 に個人差が大 き く,偏 りとバラツキが

大 きいことに注意 しなければな らない。

なお,「 中級指針」 と 「上級指針 」の内容的 な関係 は,基 本は第1章,第2章 に述べ られ

ている し,局 所的 には第3章 で触れ られているが,カ リキュラム編成 への具体的参考 として,

4.2(1)に ま とめてある。

② 情報関連学科出身

情報関連学科あるいは各種 学校が,最 近か な りの数になっている。内容 ・レベルにっ いて

は一律 に評価す ることはできない,と い う点に注意す る必要がある。

一般的に言 って ,実 務的セ ンスは無いが,理 論面,ミ クロな技術面 では,あ る程度 の期待

はで きるので,カ リキュラムの重点づ けを工夫する必要 がある。

③ 情 報 処 理部 門生 え抜 きと他部門か ら情報処理部門生 え抜 きで,上 級 技術者 を目指す場

合,プ ログラマおよび いわ ゆるSEの 経 験 をかな り経ていると言える。その教育の され方

に もよるが,① に述べたような傾向に分け られ る。

他部門か らきて,情 報処理部門の将来の マネジャーになろ うとして いる場合 は,多 少経験,

予 備知識 があるにせよ,十 分 な じめるだけに消化 させ るには,か な りの工夫が要求 されよ う。

ただ し,情 報処理部 門外 での実務経験 ・知識 は うまくひき出 し,活 かすよ うに しむけること

が大切 である。

④ ソフ トウェア ・ハ ウスのスタッフ

ー般 ユーザ としての企業 のスタ ッフと,ソ フ トウェア ・ハ ウスあるいは計算 セ ンターのス

タッフとは,経 験 や問題 意識 およびニーズの点 で,差 が出て くる。

通 常の既設 の コースの場合,一 般 ユ ーザのスタ ッフを対象 として用意 されているが,そ う

い うコースに参加 した ソフ トウェア ・ハウスの人達は,一 歩 距離 を置 いて,と きどき自分の

立場 か らの見なお しをすることになる。本質的 なカ リキュラム内容に差が無 いにせよ,問 題

の扱い方 において は,実 務上での立場 の差 による影響 はかな りあるので,単 元B2の 応 用,

Dグ ル ープ全体 で工夫がいる。

⑤ 適性 ・能力 ・意欲にっいて

適性においても,能 力 において も,意 欲 にお いて も,個 人差 はか なり大 きい。適当な競争

があって,選 抜試験 を行 ってから対象 を限定 してやる教育 ほど楽な ものはないだ ろう。 しか
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し,現 実 には三つの点 で著 しく劣 っていて も,何 ん とか教育によって成長 させたいとか ,そ

のチ ャンス を与 えたい といったケースが含 まれ る.こ の ような対象者 が,2割 以 上占めるよ

うな コースは,か な りや りに くくな り,ま た全体 としての効果 にマイナスを与 えることにな

る。

全体が,同 じような レベルあるいはある程度以上にそ ろえる努力は,何 らかの方法でなざ

れ るべきである。そ うでない場合 は,事 情 の許す範囲 で落 ちこぼれ も止む を得 ない という条

件 をつけることになろ う。 レベルの低 い,あ るいは レベルの著 しく高 い少数 グループのため

に,別 のクラスを設けることは,最 悪 の場合考慮 しなければな らない
。すなわ ち,こ のよ う

な事態が予想 され る場合 カ リキュラムに何 らかの工夫 を してお く必要 があるかも しれない
。

(3)目 標 にっ いて

情報処理分野 においてのキャ リアパ スは,未 だ十分安定的 に完成 していない。将来,ま さ

に上級技術者 によって構成 されるスタッフやマネ ジャーが ,適 切 なものを開拓設定 していく

ものであろ う。

したが って,教 育 を準備する側(た とえば情報処理研修 センターや大学院)で は,必 須科

目と,選 択的科 目を提供する ことによって,個 別 のニ ーズに応えることになろう。

キャ リアパスやニーズにつ いて,指 針 としてあるべき姿 を,具 体的かっ詳細 に指示 して も

本質的に無理(非 現実的)で ある。あ くまでも,教 育 を受けさせる側で充分検討すべきであ

る。

一般論 として
,次 の点にっいて考 えてお くことが望 ま しいと思 われる。

① 情報処理分野 のプ ロフェ ッシ ョナルな技術者 を目指 すのか,普 通の企業 の枠組の中での

技術 スタッフを目指す のか(時 期 が来れば,専 門の経験や技術の一部 を利用することがあ

るとしても,違 った分野や職務 にっ くことを前提 とする) 。

② コンピュー タ技術 を主 としたスタッフ(シ ステム設計技術者)と するか,組 織 ・機能の

分析 ・構成 を主 としたスタッフ(情 報分析者)と するか。

これについて,ACMカ リキュラム〔3〕が 想定 して いるパ ターンを参考 に図4 .1に 概 念

的 に示 した。

図4.1で,上 位 に進むに したがい,「 上級指針」 で示 された全分野 についての深い知識 と

経験 を必要 とする。勿論 この範囲以上 であることは当然 である。 しか し,最 初 の段階 では,

情 報分析者 としてと,シ ステム設計技術者 と してのスター トの しかたがある(二 つの職務区

分については,3.1③,④ 参照)。

(4)内 容 ・項 目 ・配列 ・時間にっいて

本 「指針」では,単 元毎 にモジュール化 して記述 してある。これ を一単元つつ完了 してい
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経 営 者

(Top-Management)

情 報シス テム企画 ス タッフ

(lnformationSystemsPlanningStaff)

情 報 シ ス テ ム プ ロ ジ ェ ク ト高 級 ス タ ッ フ

(AdvancedInfomlationSystems
ProjectSpecialist)

シ ス テ ム 開 発 部 長

(ManagerofSystemsDevelopmentGroup)

情 報 処 理 セ ン タ ー 所 長

プ ロ ジ ェ ク ト リー ダ ー

(Manageroflnformations

↑㎞ 皿9㊥
　

コンピュータシステム計画評価責任者

(Configurator)

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム分 析 技 術 者

(ProjectLeader)

情 報 分 析 者

(lnformationAnalyst)

(ComputerSystemsAnalyst)

←一 分 ー ー ー ー デ ー タ ベ ー ス 管 理 者

(DataBaseAdministrator)

情 報 安 全 責 任 者

(lnforrnationSecurityOfficer)

↑
シ ス テ ム 設 計 技 術 者

(SystemsDesigner)

i:三ii∵　 E)}
(中級情報処理技術者)

図4.1上 級情報処理技術者の 目標 と進路 の一パ ターン
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くことは,実 施 上からも効果の点か らも,適 切 ではない。カ リキュラム全体が,教 育 目標 と

教育方法 と,う まくバランス しているこ とが大切である。

教育内容 の選定 にあたっては,上 記(2),(3)に 述 べた ような章 と項目を考慮 して,ど の単元

のどのよ うな章 と項 目を選択 し,そ れぞれど の程度 まで詳 しく学習 させ るか,ま た どれ を重

点的に教育す るかという問題 が検討 されねば ならない。そ して,ひ とっの カ リキュラムで カ

バーす る諸章 が決 まったあと,そ れ をどんな順序で学習 させ るのが最 も効果的であるかとい

うこ とも,実 施方法 とあわせて考慮 されなければな らない。

教育内容 を選定す るに際 して,あ まり多 くの章 を網羅的 に選んだ り,ど の章 において も,
`

各 章に列挙 されたキ ーワー ドや事項 をすべて平面的 に解説す るようなこ とは,避 けるように

心 がけるべきであろ う。

一般の学校教育 にお いては
,経 験,興 味や将来の職業,進 路な どきわめて多種多様 な研修

生 を対象 としているか ら,教 科 が網羅的 になる傾 向は避 けられず,特 定 の研修生だけに合わ

せて重点的 に教 えることは,か な りの工夫 を要す る。

企業内教育,あ るいは企業内教育の一環 としての社外教育機関の利用 に際 しては,上 記(2),

(3)を考 慮 した上で,教 育項 目の選択および社外教育機関 の利用の しかた(既 成 コースへの参

加,派 遣 も含 む)を,よ く調査 ・検 討 して決めなければ ならない。

その際,指 導 の重点 をどこに置 くか を検討 しなが ら,ど んな概念,原 理,知 識,技 術 を,

どの程度 まで詳細 に教 え,ま た訓練 するかにっいて,そ れぞれ具体的な レベルを設定す るこ

とが大切 である。そ のためには,そ の指導 目標 を達成す るために必要な基礎的 な知識 ・技術

は どんなものであるかが,よ く吟味 され,正 しく理解 されていなければ ならない。

ひとつのカ リキュ ラムに含 めるべ き教育内容 が選定 された上で,よ り大切なのはカ リキュ

ラム内の教育内容 の相 互の有機的 な関係 である。本 「指針」 では,単 元 および葦間における

直接的 オーバ ラ ップは殆 んど無 いよ うに構成 されている。 しか し,関 連性はそれ だけ大き く

かつ意識的 に重視 しなければな らない と言える。重要 な概念や原理 は,異 なる角度か ら重複

して学習することが望 ま しい。

また,本 項冒頭 に も述べたように,カ リキュ ラム全体 のバ ランスが重要 であるとい うこと

は,教 育結果がバ ランス してい ることを目指 しているか らにほかな らない。 このためには,

常 に教育内容全体 との関連 がは っき りした教育 が,各 項 目にらいて行われなければならない。

このことは,シ ステムのモジュール の設 計 ・作成 が,シ ステム全体 の構成 ・働 きを良 く理解

した上で行 われ るべきだ,と い う思想 と合致する。 したがって,内 容ばか りでな く,配 列 も

これ を理解 するのに適切な ものになることが望 ましく,う まく実施方法に結 びつかなければ

な らな い。
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(5)環 境 および実施条件

この種 の教育 は,非 常に大きな企業 ・機関 でないと,社 内で全てを実施 することは,ま ず

不可能であると言えよう。 また,逆 に大 きな教育機関 において も,未 だ十分考 える状況にな

っているとは言えない。 したがって,い ろいろな手段 を併用 しなが ら実施 していかなければ

な らないので,カ リキュラムの編成 を具体的 に行 うことは容易ではない。

もうひ とつ の大 きな問題 は,教 育時 間をどのように して生み出すか,と いうことである。

既 に学校に居て,さ らに居続 け ることができる学生の場合 は別 として,企 業に居るス タッフ

の場合 は,長 時間連続的に実務 か ら離れて研修す ることは,多 くの人達 にとって極 めて困難

で ある。

第一の問題 を解決す るために,こ の 「指針」 を存分に活用す ることを期待 するわけだが,

教 育 を企画する立場 のスタッフとしては,ま ず 自ら相 当の努力 を払 って,研 究 ・調査 をす る

必要がある。

第二の問題 に対 しては,関 係者 および経営層 に,教 育 の重要性 とその効果 を理解 させ るこ

とから始 めることが肝要である。

できるこ とな らば,社 外 の コンサルテ ィングを受 けるなどの手段 を講ず るこ とも一法であ

る。また時間の利用にっいては,勤 務時間外や休 日などが対象 となる。カ リキュラムとして

も,か な りインテ ンシブなス ケジュール と,自 習が不可欠 となろう。当然合宿 やグループに

よ る作業 が含 まれる。講師による教育 は,極 めて重要 なポイン トに限定 した ものにな らざる

を得 ないだろ う。

4.2カ リキ ュラムの編成の例

(1)「 中級指針」その他 とのっなが り

「上級指針」の基本的位置づ けは,第2章 に述べ られてい るとお りである。ここでは,カ

リキュラム編成で考慮すべき関連 を説明する。

① 「中級指針」の カリキュラムとの関連

表4.1と 表4.2に 「中級指針」 〔5〕P.17,18に 載 せ られている教 育 目標 と教育科 目を,

要 約 して転載 してお く。

中級技術者 としては,A,B,Cの3タ イプがあ るとしている。 したが って 「上級指針」

は 「中級指針(基 礎編)」 で述 べられてい る 「基礎 科 目」をマス ター しているこ とを前提 と

してい る。 このこ とは,前 節 までに屡 々触れた ように,A,B,Cの どれかの コースで必要

とする 「専門科 目」 を履習 している者(そ れ と同 レベルの者)に とっては,「 上級指針」 の

教育内容 と部分的 な重複 があることを意味す る。
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表4.1中 級 情報処理技術者の職務 か らみたコース分類

Aコ ー ス(Aタ イ プ) Bコ ー ス(Bタ イ プ) Cコ ー ス(Cタ イ プ)

コ

ー

ス

経営科学技法 とコンピュー

タを利用 して,企 業内の諸

問題解決 を支援 し,情 報の

質 の高度化 を主 とす る担 当

企業内事務 および管理業務

の,コ ンピュータによる情

報処理 システムの開発 を主

とす る担 当者の育成

情報処理 システ ムを,ハ

ー ドウェアお よびOS面

か ら効果的に稼働 させる
●

ための業務,ま たは高度
の

者の育成 な技法 を必要 とする ソフ
性

トウェァ作成 を主 とする
格

担当者の育成

・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的

識技術 を持 つ。 ・経営科 識技術 を持つ。 ・システ 知識技術 を持つ。 ・プ

コ 学技法および科学技術計算 ムの分析 ・調査 ・設計など ロ グ ラ ム技 法,フ ァ イ ル

| 手法 を使用 できる。 ・社 の業務 にっいて,上 級技術 編成,ア クセ ス法な どに

ス 会 ・経済事象の分析 ・モ デ 者 とともに一部 を分担で き 関する高度の知識技術を

修 ル化 ができる。 る 。 ・サ ブ シ ス テ ム の 開 有 し,駆 使 できる。

了 これに より,上 級技術者 発 に っ い て は,シ ス テ ム の ・機 器 お よ び ソ フ トゥ ェ

者 とともにその業務 の一部 を 分析 一 作成 一 運用まで アの評価 ・最適構成の選

の 分担で きる。 の業務 を遂行することがで 択 ができる。 ・OSに

目 き る 。 関す る高度の知識 を有 し,

標 OSの 改 造やオ ンライ ン

プ ログラムの設計 ・作成

が で き る。

情
報

特 種 特 種 第1種

処

理
技
術
者
試

験

と

の

関

係
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表4.2中 級 育成指針各 コースの教育科 目と履習時間数

標 準 時 間 数
科 目

Aコ ー ス Bコ ー ス Cコ ー ス

a1.情 報処理概論 20

a2.経 営 実務 60

基
a3.シ ス テ ム概 論 30

b1.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技 法 15 ( (

b2.情 報処理数学 30十10
左

と

左

と

礎
b3.経 営 科 学(1)

c1.ハ ー ドウ エ ア(1)

20

50
●

共

連

共

連

c2。 ソ フ ト ウ ェ ア 50

c3.プ ロ・グ ラ ミ ン グ 言 語(FORTRANま た は 30十30

COBOL)

科
c4.プ ロ グ ラ ム 設 計(1) 60十30

d1.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 30

d2.シ ス テ ム分 析 ・設 計(1) 60

d3.コ ン ピ ュ ー タ室 の 運 用 管 理 10

目
d4.ソ フ トウ ェ ア の 生 産 管 理 10

小 計 545 545 545

a4.経 営情報 40十40

b4.数 値 計算法 60十30

専 b5.統 計解析 60十30

b6.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 60十30

b7.コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム 60

門
b8.経 営 科学(皿) 60十10

c5.デ ー タ ベ ー ス 60十30 40十20

c6.デ ー タ通 信 シ ス テ ム 60 60
'

科 c7.ハ ー ドウ エ ア(皿) 40十20

c8.オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 70

c9.言 語 プ ロセ ッサ 40十20

c10.ア ッセ ン ブ リ 35十145

目
c11.プ ロ グ ラ ム設 計(∬) 40十50

c12.汎 用 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ 6十4 6十4 6十4

d5.シ ステム分析 ・設計(1) 60十30 60十50
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d6.コ ン ピ ュ ー タ導 入 計 画 60

小 計 500 410 590

合 計 1,045 955 1,135

注.表 中のa,b,c,dの 記 号は,「 上級指針」の コースグル ープ記号A,B,C,

Dに そ れぞれ対応づけた。標準時間欄 の+× ×は,演 習時間数 を示す。

「上 級 指 針 」,の性 格 は,中 級 技 術 者 の タ イ プ と比 較 し て み る と,主 にBコ ー ス お よ びCコ

ー ス の タ イ プ延 長 線 上 に あ る 。3.1(4)③,4.1(3)で 例 示 し た 進 路 パ タ ー ン で 言 えば,前 者

の 延 長 線 上 に 情 報 分 析 技 術 者(IAタ イ プ),後 者 の そ れ に シ ス テ ム 設 計 枝 柿渚(SDタ イ

プ)が あ る とす る こ と が で き る 。

し か し,本 「上 級 指 針 」 で は,可 能 な 限 り全 て の 単 元 に つ い て 履 習 し,全 体 的 な観 点 で シ

ス テ ム 開 発 が で き る技 術 者 の 育 成 を 目指 して い る こ と は,再 三 指 摘 した と お りで あ る 。 た だ

時 間 的 な 制 約 な ど で,ど れ か に 当 面 の 重 点 を置 か な け れ ば な ら な い 場 合 は,上 記 の 二 つ の タ

イ プ に 大 き く分 け て み る の も,ひ とっ の 方 法 で あ る 。

② 情 報 科 学 関 係 学 科 との 関 連

各 大 学 の カ リキ ュ ラ ム 内 容 は 統 一 され て い な い し,重 点 の 置 き方 や レベ ル に特 徴 が あ る の

で,明 確 に そ の 関 連 づ け は で き な い 。 こ こ で は,お よ そ の解 釈 の 例 を示 す 。

〈履 修 して い る 科 目 〉

・B1の 一 部 … …b2,b3,b4,(b5),(b6),(b7)を 含 む 。

・Cl,C2,C3の 一 部,C4の 一 部 … …c1,c2,c3,c4,c5,c6,c7,c8,c9,

c10,c11,cl2,d1の 一 部 を含 む 。

〈上 級 指 針 の 育 成 で 主 と す る 科 目 〉

・A1,A2,A3,A4

・B1の 一 部,B2,b1

・C3の 一 部,C4の 一 部

・D1,D2,D3,D4

③ 経 営 ・管 理 工 学 関 係 学 科 と の 関 連

〈履 修 し て い る 科 目 〉

・A1の 一 部,A2の 一 部,A3の 一 部 … …a1,a2,(a3),a4を 含 む 。

・B1の 一 部,B2の 一 部 … …b2,b3,b5,b6,b8を 含 む 。

・c1,c2,c3,d1,d2

〈 上 級 指 針 の 育 成 で 主 とす る科 目 〉
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・A1の 一部 ,A2の 一 部,A3の 一部,A4

・B1の 一部 ,B2の 一部,bl

.C1,C2 ,C3,C4

・D1 ,D2,D3,D4

④ 一般学科 との関連

大学またはそれ と同 レベルの学習 をし,情 報処理関係 の実務 を数年経験 し,か つそ の間関

連する知識 ・技術 の修 得に意識的 な努力 をしていれば,表4口 の基礎科 目以 上の実力 を具え

ている もの と期 待できる。担 当業務 によって,A,B,Cコ ー スのいずれかの専門科目履習

レベル以上に達 してい るだろ う。

すなわ ち,中 級技術者 としての レベル を持 ち,上 級技術者 になるための育成 を受けるに相

当するもの と考えられ る。

(2)カ リキュラムおよび教育 プログラムの例

P1～P5は,大 学学部卒業者 が大学院 で学ぶ場合,出 身 と目標 によ って特徴づ けたプログ

ラム例 である。

実務家(社 会 に出た人=社 会人)の 再教育のための考 え方 と,プ ログラム例は,後 半およ

びP6～P9に 説 明 してある。

P1.情 報 システム総合専門 コース ー 修 士2年 間

技術系学科出身者 を対象 とす る。

第1年 度 の空欄 は,学 生 の専攻 してきた科目によって不足する分 の補充,ま たはよ り高度

の内容 の選択科 目に当て る。

1年前期 A1 B1 C1 選 択

1年後期

I

A2 B2 C2 選 択

2年 前期

I

A3 D1 C3 C4

2年後期 A4 D2 D3 (D4)

P2.情 報 システム補充 コース ー 修 士1年 間

経営 ・管理 ・IE系 学 科 または情報科学系学科出身者 を対象 とす る。

プログラムで不足す る分 にっ いては,他 の1年 で補充するか,実 務 につ いてか らの研修 を

適宜行 うことを期 待 してい る。全体的 な一貫性 と把握 とい う点 で若干 の欠点は残 る。

前 期 A・3 D1 C3 選 択

後 期
I

A4 D2 C4 D3

一80一



P3.情 報 管理補充コース ー 修士2年 間(他 科 目と並行)

経 営系学科出身者 で,P2で 対 象 とする技術 レベルでない者 を対象 とす る。

情 報 処理 技 術者 を育成 する とい うよ りは,情 報処理 に強い一般実務家 または管理 ス タッ

フを目指す。

管理 スタ ッフ指向に徹す る場合 には,第1年 度 のみ の分でもよいだろ う。

単元A1,A2,B1,B2に 相 当する学習 は終了 しているもQと 考 える。

1年前期 C10*

1年後期

I

C11* A3

2年 前期 D1

2年 後期

.

D2 (D3)

*注 .単 元C10.コ ン ピュータ ・システムおよび プログラム概論

目的:① プロ グラミングの理解

② ハー ドウェア/ソ フ トウェアの構成およびOSに っ いての実務 的理解

③ 複数 のプログラムの統合化 の方法 とその検証(プ ログラミングの基礎

技術 があることを前提 とす る)

内容:単 元C2,C4か ら必要な所 を抜粋 して構成 する.た とえば,C2-1,2,3,

4,8。C4-1,2,3,4,5,8。

・*注.単 元C11.情 報 構造 とファイル

目的:① 情報要素間 の論理関係構造表現 と,情 報構造取扱いの技法 の理解

② ファイル ・システムの基本機能 と,そ の現状 の理解 と分析

内容:単 元C1,C3か ら必要 な所 を抜粋 して構成 する。た とえば,C1-1,2,3,

4,6,9。C3-1,2,3,4,5。

P4.情 報 システム技術専 門コース ー 修士2年 間

情報科学系出身者 で,特 に企業 におけ る情報 システム分野 での専門技術者 を指 向す る もの

を対象 とする。

技術的に高度 で、 しか も情報システムの問題 について広 い視野 と理解 を持 つことができる.

情報 処理部 門におけるシステムプログラミング ・グループの中核 スタッフ として有効 。

これ以外の時間では,情 報科学系大学院 として必要 な,更 に高度な理論的学習 を行 うもの

と期 待 している。
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1年前期 B1
.

C3十C4

1年 後期 B2 D1

2年 前期 A10* D2

2年 後期 D3 (D4)

*注 単 元A10 .組 織 シス テム とその要求情報

目的:① システム的考え方,シ ステムとしての組織 および経営情報 システムの性格

にっいての基礎概念 を与 える。

② 組織体の経営に必要 とする意思決定の明確化

③ 意思決定 と長期 計画 を実行するための情報収集 ・処理 システム設計の解明

(経 済学 の基礎知識 があることを前提 とする)

内容:単 元A1,A3か ら必要 とする所 を抜粋 して構成 する。た とえば,A1-1,2,

4。A3-1,2,3,4,7。

P5.OR系 補 充 コース ー 修士2年 間(他 科 目 と並行)

単 元A3,B2,D1,D2が 情 報 システム分野の情勢や,シ ステム開発 の問題の理解 と

認識 を深 めるのに有益である。 これ らを学習 したOR系 出 身の技術ス タッフは,情 報 システ

ムの開発過程で大きな貢献 をする ことも可能である。

中級情報処理 技術者 で,上 級情報処理 技術者 を目指す者 を対象 とする社会人向 コース を検

討 する。

大学院の学生 と本質的 に異るのは,既 に実務経験 があ り,お よその全般的 な理解 があると

い う利点 と,体 系的 な一貫的学習による ものではないための,偏 りや抜 けが ある とい う欠点

がある。 また,学 習 に必要 な時間 を長期 にわたって連続 に確保できないこ とも,大 きな制約

である。

カ リキ ュラムの基本は,P1に 示 したプログラム と変 りはない。工夫 すべ き点 は,そ れ を

いかに して実現す るかである。

最大の難 点は,社 内コース として行 うには,負 担 が大 きす ぎること,一 方,社 外には殆ん

ど適当なコースが存在 しない こと,で ある。

したがって,こ こでは,こ のよ うな目的に即 したコースを,教 育 を担 当する大学院や専門

機関が,積 極的 に開発 ・開設することを期待する強 い要望 として掲げ ると言 った性格 に もな

る。
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現実には,上 級技術者 およびそれ を目指す人達 が,自 から本 「指針」 を熟読 し,自 らのた

めのカリキュラムとプログラムを作 り,大 部分 は,個 人および同僚 を中心 とする仲間達 によ

る研蹟 をしていかなければならないだろ う。

さて,ま ず時間 と期 間にっ いての考察 を してお こ う.

一般忙 ,社 外 の機関 が行 う教育 コースは,9:30～12:30,13:30～16:30の 時 間

帯 で,5日/週 である。上級技術者 を目指 す実務家 にとっては,い かに も間のび している感

じがす る。 これを許すならば,は っきりした課外学習 を指定 し,フ ォローしなければ ならな

い 。

〈時間 と期間 について〉

①9:00～12:00,13:00～16:00;6時 間/日,30週 間,半 年強 コース。

これだけの時間 と期 間が とれ るならば,い っそのこ と,一 年間の留学(内 地)を すること

が考 えられる(P6の プ ・グラム)。 教育機関 として も,こ れ を受 け入れ ることの対策 を検

討すべきである。 これは,し たが予て社 内教育
.では考 えられ ない。

プ ログラム例 はP6に 示 した。

②9:00～12:00,13:00～17:00;7時 間/日,26週 間,半 年 コース.

③9:00～12:00,13:00～16:00,17:00～20:00;9時 間/日,20週 間,半

年 コース。

大変 なイ ンテ ンシブな コース となる。 したが って,土 ・日の自習をきちん と実行す るよ う

にできないと,消 化不良にな る可能性 がある。

② と同 じ期 間 をか けることに して,残 りの時間 を,拘 束 された課外時間 とすることができ

れば,理 想的 である。

④18:00～21:00;3時 間/日,60週 間,夜 間1年 コース。

夜学 となる。連続 でな く,適 当な間隔 をあけ,2年 以 上のコースに しなければな らないだ

ろ う。

現実には,夜 間 コースの人気 は極 めて高 い.

⑤ ③の変形 一1

1週 間/月 で20ケ 月 コース

③ の変形 一2

2週 間/6週 間 で1年 コース

③の変形 一3

4週 間/半 年 で2年 半 コース

⑥ 土 ・日の利用
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この場合 は,合 宿形 式が望 ましい。

金曜 日10:00～,日 曜 日18:00と し,約30時 間 の教育 を行 う(① の1週 間分に相当)。

今後,こ の方法 は極 く一般化 され よ う。

④,⑤,⑥ のような場合 は,教 育時間外 の自己学習 をいかに実践 するかによって,効 果に

大 きな差が出て くることに,注 意 しなければ ならない。

P6.情 報 システム総合専門 コース ー 社会人向大学 院

実務経験 があるとい う点 を活か し,始 めか ら小規模の演習 を行 って講義の効果 と,後 で行

われ る大きな演習(D3,D4)の 成 功 を高める。

〔 〕は演習 とプ ロジェク トを示 す。 〔D〕 は,上 記 の効果 を狙 っているので,た とえば

ライ フサイ クルの フェーズ毎に区切 ったテーマの演習か,極 くスケールの小 さい対象 で,ラ

イ フサイクルのかな りのフェーズを含 めるテーマの演習 たす る。

P7.情 報 システム総合実務 コース ー 社会人向中期 コース

一般企業(ユ ーザ)の ス タッフを対象 と して
,期 間詳 やや圧縮 した コース を設定する必要

性 が高 い。

このプログラムでカバーできない部分については,こ のコース修 了後 に適宜補充す るもの

とする.補 充すべ き内容 ・項 目,お よびその学習 のために必要 な,か な り高度の知識 ・技術

は,こ の コースで学習できるようにす る。

〔 〕は演習 とプロジェク トを示す。A,B,Cは 「指針」 で要求 している時間に比 べて,

か な り少 い時間配分 となっているので,内 容 の選択お よび深 さは,P2～P5を 参 考にする

と ともに,実 際 の対象者 について十分検討 して決める。

このプログラムでも,実 務経験 が有 ることを活か し,始 めか らプ ・ジェク ト作業 を行 い,

並 行 して行われ る他科 目の学習結果 を反映 し,演 習効果 を出す。プ ロジェク ト期間中に適宜

に設け られ るチェックポイ ン トで,そ の確認 を講師側 が行 うよ う工夫す る。

P8・ 情 報 システム総合専門 コース ー 社会人向講座別 コース ・

コースグループ毎 あるいは単元毎 に コースをモジュール化 し,短 期 のコースを単独 に行 い,

単位取得に行 う。

この方式で行えば,社 内 コースあるいは企業 グループ共同 コースとして,モ ジュール毎 に

買 い入れ ることもできる。勿論一部 のモジュールは,社 内で自前 で実行す ることも可能であ

る。

このや り方に して も,専 門の教育機関での教育提供が,定 常的 に行 われ ることが望 まれ る。

時間帯 は,③ 型(⑤ 型),④ 型 または⑥ が実際的 。
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第

1

期

(8週 間)

1

オ リエ ンテ ー シ ョ ン 1
1

i 1

Al1
1 EB日

1
C1

[

Bl! 〔D〕

B2

(休) 1週 間

第

2

期

(8週 間)

1
Al2
1 〔B2〕

1

1
B2

C2 〔D〕

Ai・
`

(休) 2週 間

第

3

期

(8週 間)

A「3 i
1 1

|

C3 DIl

1

〔C4〕cl・

1
1

〔D〕

(休) 1週 間

第

4

期

(8週 間)

| ;
Dl2| 1

A4 1 1

1

l
D3,ID4

1

ll
1

l
ll

l

1 1!

時間帯 は,①,②,③ または⑤ とす る。上表 の各期の週数は① を標準 とした場合

(5日/週)で,4月 上旬 スター トならば,12月 中旬 に終 る。

■
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前

期

(10週 間)

オ リエ ン テ ー シ ョ ン

1

1

1
Bll

l 〔D〕-1

A1,2,3,4 1 1
1

B2 C1,3 1
1

1

(休) 2週 間

後

期

(10週 間)

ll
ll

1〔D〕-21

・B1の 応 用 を 主 と す る プ ロ ジ ェ ク ト

・Cの 応用 を主 とす るプロジェク ト

C2.4 D1、2
・Aの 応用 を主とするプロジェ ク ト

のいずれか を選択する。1

ll
l

ll
ll

l

講!評

時間帯 は,① または② ③ とする。

P9.各 種短期分科 コース

目的 によ って学習の重点が異るのは当然 である。特 に社会人 の場合 は,そ のケースが多い。

P8の プ ログラムによる公開講座 が行 われれば,目 的 に合 ったカ リキュラムを自分 で用意 し,

必 要な コースを適切 な順序 で受講 していけば よい。

重点 の置 き方 とカ リキュラムについては,P2～P5を 参考 にする とよい.

時 間帯 としては,② 型 もあ りうる。

4.3学 習指導計画 と準備

(1)計 画 の重要性

教育 の実施 は,そ の前段階の準備が適切 でないと,教 育の実効があが らないばか りでな く,

教 育に費 や した時間 と費用 の浪費 とな る。教育時間の浪費は,教 育担当者側 と被教育者側 の

両者 に対す る時間 の損 失である。被教育者 が多数の場合 は,浪 費時間は累積値 とな り,軽 視

できな い。

また,効 果 のあが らない教育 を行 うことは,教 育 を行 うこ と自身に も批判がはねかえ って

e
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くるこ とになる。 したが って,不 充分 な準備 のもとで行 う場 当 り的教育は,百 害 あって一利

な しといって もよい。

教育時間,教 育予算 の確保な どの環境的制約の多い企業 の教育の場合は,教 育計画 に特 に

慎重で なければな らない。

企業 における教育 は,一 般 に非生産活動 であると考 えられがちであるが,こ れは実務的 な

制約 の下で,効 果的 でない教育 を行 うことから もた らされる幣害 であ り誤解 である と言えよ

う。制約 がきびしい場においてこそ,計 画や準備 に充分な時間 をかけるべ きである。無計画

や無準備の もとで行われる教 育によって,教 育は非生産的活動 であると考 えられるようにな

った風潮 こそ いましめられなければな らない。

上級情報処理技術者 を育 てる ことは,そ の下で活躍 する多 くの中級以下の技術者 を有効 に

働 かせ るこ とにな り,さ らに彼 らを育 ててい くことになる。 したがって,上 級 技術者の育成

は,何 乗 に もなって成果 を増幅 してい くと期待 してよいのである。

以上のよ うなことか ら,企 業 の教育 の場合,特 に意識的 に行 う学習指導計画 の立案,指 導

法 の研究,教 育器材の整備,教 材 サンプル,事 例 の材料等 の収集や蓄積 ・整理が必要になる。

(2)上 級 情報処理技術者 のための学習指導計画

これ までに説 明 してきたことの中で,中 級以下のための学習指導計画 と,特 に異る大 きな

条 件は,次 のよ うなことである。

① 教育内容が,分 野的 に大き く拡大 した。

② 教材お よび教育方法な らびに教育提供機関が殆 んどできていない。

③ 対象 となる研修者(学 生以外 の)は,中 核 ス タッフであるため,時 間的制約 が大 きい。

④ 対象 とな りうる人数は,相 対的 に著 しく少い。

このことは,完 全な カ リキュラム編成が行われた として も,そ れ をきちん と実施 して い く

こ とは難 しいとい うことである。実施準備 中あるいは,実 施途 中で予想 してない事情が生 じ

た り,教 材や教育方法に変更 を求め られた りす ることがあ りうる。前項 で述べた周到 な計画,

準 備 とは,予 想 してない事情 や状況 によって,な るべ くアダプティブに対 応できるよ うにし

ておく,と いう条件 もっけられる。
'

カ リキュラム編成は,シ ステム作業 のシ ステム分析段階だ とすれば,学 習指導計画 とそれ

による準備作業 は,シ ステム設計および開発段階 に相 当す ると言うことができよ う。そ の様

子 を,シ ステム作業 とアナロジカルに図4.2に 示 した。

以下に,学 習指導計画 と準備 にっいて,要 点 を説明 する。

(3)概 要 計画

く以 下の各節 ・項における説明は,教 育専門機関 と社内教育 の場合とに明確 に区別 しない
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見

直

し

)

(
見

直

し

)

内 容 ・項 目 を明確 に す る

順序 ・時間の構成 をする

最 適 な カ リキ ュ ラ ム編成

実行すべき学習指導計画書

教材,テ キス トなどの手 配

講 師 の手配

社外教育機 関への申 し込 み

教 室 ・教 具 その他 手配

etc

)にブイテプダア

実

(

カ リキュラム編成段階

(シ ステム分析)

(予 備 設計)

学 習指導計画段階

(シ ステム設計)

(プ ログラム設計)

(プ ロ グラム仕様)

(機 器評価 ・選択)

学 習指導準備段階

(プ ログラミング)

(機 器設備)

(etc.)

(総 合 テス ト)

図4.2教 育 方 法 の 開 発
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で行 う。内容的に は共通す るので,そ れぞれの立場で適切 に理解 していただきたい。〉

① テ キス トの選定お よび作成計画

「上級指針」で示 され た教育内容 に適 したまとまったテキス トは,現 在存在 しない。 した

がって,何 冊かのテキス トまたは参考書 ・論文の全部 または部分 を組み合 わせて使用す るこ

とになる場合が多 い。 この際,な るべ く思想 の一貫性,レ ベルの同一性 な どに配慮 しなけれ

ば ならないが,教 師にある程度 の柔軟性が期待できれば,か えって若干の不統一があった方

が,教 育的 とも言 える。

時間的余裕 を持つ ことができれば,ま とまったテキス トを,カ リキュラムおよび指導計画

に沿って,作 成す ることができる。

テキス ト毎 に,時 間内に討議 した り,宿 題 にするのに適 当な課題 リス トを付け加え られて

い るこ とが不可欠である。既存 の書物 を利 用する場合 には,課 題 の部分だ け別途 きちん と用

意 してお くよ うに しておかなければな らない。

② 参考書 の整備

参考書につ いては,各 内容毎 に充分用意 して,学 習者 は勿論,企 画担当者 ・講師 のための

便 を図 ってお くことが大切 。情報処理 分野 は発展が急速 である し,適 用分野 も拡大 しつつあ

るので,新 しい概念 ・技術 ・思想 など,常 に提供で きる態勢でなければな らない。

また,直 接情報処理 に関係ないよ うに見 える内容の もの も,「 上級指針 」の内容お よび参

考書 リス トを参照 して,幅 広 く整理 してお く必要がある。法律や心理学の参 考書 も必要であ

るとい うことは,明 白である。

学習指導計画に よって必然的 に明 らかに されてこようが,自 習や課題研究 のウェイ トが,

教 育効果や時間的制約の理 由で,か な り高 くなる筈である。 このために,特 に配慮 された参

考書 の選定 ・整備 が重要 となる。頻繁 に利用 され る参考書は,で きれば学習者全員に配布 さ

れるこ とが望 ましい。

③ 課題研究 テーマお よびその材料の蓄積

グル ープ作業 である程度長時間か けて行 う演習は,そ のテーマが適切に設定 され ていない

と,大 きな無駄 が生ず る。また,対 象 によって,適 切 な テーマに違 いが出て くるので,特 に ・

対象 にバ ラツキのある場合や,対 象が未定の場合には,多 数 のもの を用意 しておかなければ

な らない。

テーマに即 した材料 が無 いと,学 習者 自身に大 きな時間的負担 をかけた り,不 可能になっ

た りす る。ただ し,実 行可能 な方法があって,学 習者 自身が調査 ・研究す ること自体に意義

がある場合 は,材 料の存在場所お よびその程度 を確認 してお くだけで もよい。

日本の現状 では,残 念 なが ら,シ ステム開発 の事例 な どは,充 分 な形 では存 在 していない。
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そのため単元D3で は,そ れ を収集 す ることをひ とつのテーマの候補 としてい る。教育 の長

期計画 によ って,時 間 をかけて蓄積 していく作業 も行 って いかなければな らないだろう.

④ 見学先/実 習先 の選定

希望 と受 け入れ との折合 いがっ けられなければな らない。特に社外 の場合 には,事 務的 な

手続 き以外 の諸関係 を,適 切に実施 できるように しておかなければな らない.

⑤ 教育環境 の検討

教育環境 とは,教 室,実 習用設備,演 習室(討 議室),教 育 器材,プ レゼ ンテーシ ョン用

具な どである。この他 にグル ープの合宿 な どの設備 が必要 となろ う。専用 の教室が無 い場合

は,使 用 スケジュールの調整 も必要 となろ う。

教育 のためにコンピュータを使用す ることがある。特にCグ ループの単元では,単 純に,

端 末処理 した りプ ログラムデ ックを処理 した りす るだけでは済まない もの もある。 したがっ

て,コ ンピュータ利用については,コ ンピュー タ使用時間や負荷 の見積手配だけでな く,必

要 なプログラムの開発 から行 っておかなければならない。

視聴覚教育用器具や教材の準備には,か な りの時間 と費用 がかかる.そ のための計画 もし

ておかなければな らない。

⑥ 教育責任者 の決定

企業内教育 では,教 育担当者 は専任 ではないのが一般 であろ う。 しか し,教 育にっいての

責任者は決 めなければな らな い。中級以 下の教育 も実施 していて,あ る程度 の規模 の教育 が

運営 されているよ うであれば,専 任者 を置 くこともできよう。一般 には,情 報処理部門の中

間管理者 が,職 務 のひ とっ として担当することになる。

注意すべき点は,上 級 コースは,特 に企業内では,連 続的 に多数の学習者 をかかえて行 う

とい うことは,あ り得ないので,実 施 していない期間において も,常 に企画 ・推進 ・準備 に

意 を用 い続 けてい るというこ とが大切 である。

⑦ 教育 日程

概要計画 として は,長 期的 な日程 に関す る方針 を決 める必要がある。特 に企業 の人の教育

で は,次 の⑧に述べ るよ うないろいろな手段 の組 み合 わせ を,長 期 にわた って実施 してい く

ことになる場合 が多いので,全 体が完 了す るまでの所要時間は,必 然的に長 くな る。た だし,

この期間 が長い方 が効果が薄 まるとい うことはないか ら,工 夫 の甲斐は ある。

教 育 を実際 に行 う担 当者の他 に,教 育計画 および実施 の管理 を行 う事務 局ない しは担 当者

が必要である。 これ は企業内において も同様 で,こ れが無 いことに よる教育担 当者 の負担増

は,著 しい ものになる。

学習者に とっては,実 務 のかたわ ら教育 をうける場合,正 確 な 日程表 があ り,事 務 局がそ
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の参加 について,い ろいろ配慮 して くれれば,実 務への差 し障 りも少 くな り,教 育 効果 もあ

が る。

⑧ 教育手段の選定

専用 の教育機関 が,適 切 なコースを設 けて,ス ケジュールに合 ったや り方 をしている場合

に,企 業はそれに対象者 を派遣 するのが,最 も理想 に近 いもの と言えよう。費用的 に も,結

局は最少になるだろ う。特 に,対 象者は一企業か ら一時 に多数 とい うことはあ り得ないから,

社 内の専門 コースは成立 ち難いからである。

換 言すれば,多 様なニ ーズに応えて くれ る。 しか も高度 に準備 された上級情報処理技術者

育成 のコースが,し か るべき機関で実施 して くれるよ うになることが,社 会的 に見て非常に

望 ま しいことだ,と 言える。

ところで,こ れが無 い状況においては,社 内教育,社 内OJT,社 外機関 の コースへ の参

加,短 時 日の講演会への参加,個 人的な勉学 ・調査 ・研究 な どの組み合わせを適切 に行 うこ

とである。

内容その他 の条 件か ら,う ま くこれ を選 んで,実 施 計画 にす ることは,シ ステム開発 のひ

とつのテーマでもあ りうる。

⑨ 教育履歴管理

長期的 な計画 に したが って育成 してい くので,個 人 別の教育履歴管理が必要 である。勿論

これは,情 報処理教育 とか 「上級指針 」とかにこだわ らず,全 人教育 とい う観点 で管理 ・整

理 してお くことが望 ま しい。

テス ト等 による科 目別成績 や総合成績 をっけてお くこ との意味はあるが,上 級 コース以上

にな った場合 には,本 人 の適性 や意欲 の確認がで きる程度 の成績評価でよいだろ う。当然,

教 育効果 の判定 あるいは学習者 への フィー ドバ ックや刺激 のためのテス トは,成 績 とは別に

行われるのは当然 である。

⑩ 教育効果 の測 定

教育 は 「これ これの科 目の教育 をこれこれの時間だけ実施 した」 という形 で,そ の効果が

測定 され るべきものではない。教育効果 の測定は質的 な ものでなければな らない。

客観的立場 にある人 々か らの意見や批判 を うけることも,積 極的 に行われ るべきであ る。

ただ し,真 剣 に教育にっいて考 えている人 からの意見 を求 めよ うとして も,な かなかそれが

できず,ア ンケー トなどによる質 の悪 い回答 によって,教 育方針 を ぐらっ かせ るような こと

になる危険 もある。

被教育者 自体か らの意 見には,部 分的に貴重 な ものがあるので利用できる。いずれに して

も,多 くの意見 ・批判 を多数 決原理によって処理 し,直 接実施 に結びつけるのは避 けるべき
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で,専 門的 な立場 で充分検討 すべきである。一般 に,意 見 ・批判に無原則 で対処 している教

育は,安 定 しない。

⑪ 教育時間配分 ・教育担 当者割 当

概要計画 の最大のポイ ン トは,実 際的な教育時間配分 と,教 育担 当者割 当にな る.

教 育担 当者 を,社 内教育の場合は勿論,学 校や専門機関で も,必 要 な レベルの人間 で,必

要な時間数(人 数)だ けそ ろえ ることは,困 難 である.あ る程度の妥協や折衷案 とい うもの

もあ り得 る。

特 に重要 なテーマにっいては,担 当 して もらう講師に,充 分な準備時 間や調査 ・研究のチ

ャンスを与 えるよ うにす る必要がある。これ は,教 育す る立場か ら見れば,大 きな資産にな

る。 また,準 備 させ られ る担 当者に とっては,あ る意味 で大変良い学習になる。すなわち,

教 育担当者 としての割 当 も,教 育計画 の一環 として組み入れ ることは,極 めて現実的 である.

⑫ 教育者 の養成

上述 のよ うにして,教 育者 を新生産 ・再生産 してい くことがで きる.教 育担当者 を固定す

るこ とは,教 育技術 としては洗練 され る利 点があるが,反 面,教 育 内容の固定化,陳 腐化 の

危険 がある。その欠 点を補 うものは,教 育者 自身の教育(自 己教育)で あるが,そ れ とは別

に教育担 当者の新陳代謝 も必要 である。

したがって,教 育手段 としての教育担 当者育成 と,教 育手段 を新 しくす るという二つの目

的 を組み合わせて,長 期的 ・短期的両方の教育者育成計画 も,概 要計画 の中にと り入れ られ

るように してお くことが望 まれ る。

(4)詳 細 計画

各単元 の実施項 目毎 に,

・教育時間 一 講義時間,演 習時間,自 習予定時間

・教育 目標

・指導上の留意点

・テキス トおよび参考書

・教材(サ ンプル,視 聴覚器材 の利用 方法)

・課題研究 ・演習 の実施 方法お よび材料

な どについて記 入 してある指導票 を作 るとよい。本 「指針 」各論 では,こ れ らについてのお

お よそ の事が述べ られ てい るが,こ れをさらに細分化 してお く。

指導票の記載は,教 育担当者(講 師)が 行 い,教 育実施後はその実績 を加味 して改訂 も適

宜 に行 う。 したが って,指 導票 はカー ド式 で一定の記載形式 のものに してお くのが よい。社

外講師の場合には,参 考のひ とっ と して,社 内でや っている方法 を説明 してお くとよい.賛
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成 を得て新 に実施 して くれ ることも期待 できる し,場 合 によっては,既 に独 自に実践 してい

るか もしれ ない。

教育 メデ ィアの整備 には,教 育担当者 にとって,教 育実施 時間よりも多 くの時間(約20倍)

が必要になる。 したがって,常 々教育用 とい う観点か ら,材 料 の蓄積に心が けていなければ,

き ちん とした教育 はできない。

(5)学 習指導案

詳細計画 に基 いて教育する小項 目毎 に,指 導内容 と指導方法や手順 を決 める。数時間 ある

いは数 日分(教 育 内容が連続 している場合)を 単位 として,実 際的な指導上の留意点の メモ

が作 られていることが望 ましい。

特 に,視 聴覚教材(掛 け図,OHP,映 画,ス ライ ド,ビ デオ等)な どは,手 順,使 用時

間などの配分をあらか じめ考 えてお くべきである。

教育担 当者間の連絡事項 のコ ミュニケーシ ョンを良 くす るための連絡票 も,標 準的 フォー

ム を定めて適確 に行 えるように してお く。

学習指導案に盛 るべ き主要事項は,次 のとお り。

① 小項目毎の指導上 の留意点(実 施 上の虎 の巻)K… … 例 図4.3

② 教 材使用上のメモ(材 料,器 材,手 順,時 間)

③ 教育記録(出 欠簿,宿 題,自 習項 目,レ ポー ト,テ ス ト等)

④ 連絡事項(担 当者 → 事務 局 担 当者 → 担当者)

これ らにっいて,各 実施機関の特性 に応 じ,様 式 を工夫す ること。

(4)準 備 作業 にっ いて

新 にテキス トやその他 の教材 を作成す る場合,そ の様式 ・分量 などの標 準は決 めてお くこ

とができる。

また,ス ライ ドやOHPを 用 意す るとき,一 枚に入れ るべ き字数や,字 の大きさ,一 枚当

りに要す る説 明時間の標準 なども,担 当者 に指導 してお くと,極 端に使用 しに くいものが出

来上がることを防 ぐのに役立っ。

社外講師は当然 のこと,社 内講師にっいて も,科 目別に名簿 を用意 してお くと,選 定 に役

立つ。また同様 に して,社 外で使われる各種 コースの一覧表 も作成 してお く必要 がある。

参考書 ・文献等 にっいて も,い ろいろな角度 から検索 できるラィブ リーシステムを用意 し,

しか も常時更新 してお くと,教 育計画 だけでな く,実 施面で も有効に活用 できる。ライブラ

リーは,必 ず しも自社所有 のものばか りでな く,利 用 で きる社外 の所有分 も レバー トリに加

えてお く。そ うす ると,情 報処理部門 の日常 の実務 のために も,非 常に有益である。

メ ーカーのマニュアルや,パ ンフレッ ト・カ タログ類 も,教 育用 という観点か ら収集整理
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コ ー ス 名

単 元 名 モ デ ル 化 と 分 析

内容 テ ーマ 統 計 的 方 法

年 月 日 ・時 間 担 当

指針との関係

時間 数

B1.第1章 に準拠

講義:4時 間 演習:2時 間 課外:4時 間

目

標

諸現象の把握 ・分析 と推定 ・予測の基礎 となるデータの扱い方 を身につける。

(1)サ ンプルによって全体を知るということの意味を理解 させる。

(2)基 礎的な確率分布とその性質を理解 させる。

③ 統計的方法の最 も基本的な技法として母分散,母 平均の推定の仕方を身につけさせる

項 目 主な指導項目 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

1.母 集 団(1)

とサ ンプ 介

ル

統計的方法の紹 現象や物の集団的性質を把

握するのに,部 分的情報 し

か使 えないこと。そのため

に統計的方法があること。

図(第1部P2図1-1参15分

照)を 用 い,身 近 か な例 を

ひい て説 明 す る。

(2)デ ー タ と度 数 分

布

デ ー タは 分布 す る こ と。

平 均 値 だ けで な く,分 布 の

しかた が,性 質 を把握 す る

の に重 要 な こ と。 多 数の サ

テ クニ ックの詳細 は,適 当30分

な参 考書 を指 示 す る。 チ ッ

プ実験 を用い て ,実 感 と し

て理解 さ せ る よ うにす る。
' ＼ 一 ～

演習2 母平均と母分散の推 方 法 を身 につ け させ るこ と。 コン ピュ ー タ周 辺 に よ くあ 1時 間

定と検定方法の実際
♂

平均値の異同とバラツキの る例 か ら,実 際 に 近 い デ ー

異同の意味の差を実感させ タを2群(で きれば3群)

る こ と 。 与 え て,そ の違 い を分 析 さ

せ る 。

図4.3学 習指導案 一 教育内容別指導要項

してお くこ とも必要である。勿論,実 務用 と共用に してかまわない。

教育用 の コンピュータ ・プログラム開発は,企 業内でそのためだけに行 うことは困難 な場

合 がある。この場合 には,ひ とっの課題研究 テーマとすることがで きる。この場合,中 級以

下の教育方法 との ドッキ ングが効果的 であ り,中 級以下の実習 または,課 題研究 テーマとし

て生産 させることがで きる。

4.4学 習 指 導 法

(1)教 材 ・教具

① テキス ト

「育成指針」は,カ リキュラムの解説書 であって,学 習者 に与 えるテキス トや講師のため

のマニュアルではない。また,各 車に掲 げ られている参考文献 も,主 として教育担当者 のた

めの指導上の参考書であ り,テ キス トに使 うことを直接意図 していない。

したがって,こ の 「指針」に示 された教育 を実行す るためには ,多 くの事項 に関 してテキ
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ス ト.が必要 となろ う。テキス トは,講 師 に とっては負担 を軽減 し,学 習者 にとっては理解 を

助 けるための,有 効 な教材 である。

しか し,必 要 とされ る全 ての テキス トを,そ れぞれの企業あるいは特定の教育機関が独 自

に作成 することは,当 面非現実的な期 待である。それぞれの事情や特殊性 あるいは,た また

ま得意 とす る項 目にっ いて作成す るとい うことになろ う.

企業 にお いては,実 務 に直結 した部分,あ るいは事例にっい ては,積 極 的に独 自のテキス

トを作成す ることが望 まれ る。

また,一 つの分野や一つ の科 目が,一 冊の テキス トで完全 に説明 しっ くされることを,講

師 自身 が期待 した り,学 習者 にそのように印象 づけた りしてはいけない。む しろ話題 に応 じ

て,何 冊 もの文献や参考書 を併用す ることを勧 めた い.

② 参考文献

前項 でも触れたよ うに,「 指針」各論の各章に掲げた参考文献は,教 育担当者(講 師)が,

具 体的 な学習指導案,テ キス ト・演習問題,宿 題 ・自習 の指導案 を作成 する ときに活用 され

ることを意図 している。 しか し,そ れ らを適当に組み合 わせて利用 すれば,テ キス トとして

も役立 つ もの もあるので,検 討 の上使用 されたい。

③ 視聴覚器材

④ プログラムパ ッケージ

この教育の中で,い ちいちコンピュータ ・プログラムを作成 しながら,何 か を分析 した り処

理 した りする時間は とれない。

プ ログラムパ ッケージ自体が,コ ンピュータ ・システムのひとっの構成要素 とい う観 点か

ら,プ ログラムパ ッケージの使用法や機能 は十分解説 され ることが望 ま しい。その場合,こ

れ を使用するデモ ンス トレーシ ョンや,学 習者 自身 が使 ってみる演習が行 われる。 したが っ

て,プ ログラムパ ッケージ も,教 材 のひ とつ として考慮 しておかなければな らない。

実験的 なプログラム(コ ンピュータ ・システムのある機能 を試みる,あ るいはプログラム

の特性 を評価 してみる,な ど)は,教 育の 目的で開発 しなければならないか もしれない。教

育担当者が開発 してお くことが望 ま しいが,4.3(4)に 述 べたよ うに,他 の教 育課題 で作成 さ

せるのも有効な方法である。

⑤ 事 例(ケ ースス タディ)

これの必要性 および準備の大変 さは,い くっかの所 で触れてきた。特に,事 例 によるケー

スス タディは,実 務教育 にお いては不可欠な ものであるにもかかわ らず,情 報 システム分野

では未開発 である。

これが可能 になる と,情 報 システムにかかわる問題の特徴 である組織 と技術 の両要 因を,

一95一



同時に扱 い解明す ることがで きる。

ケースス タデ ィを解説 してい く技法 を,教 育担当者 が充分身 につけてお くことが前提 とな

る。

なお,ケ ーススタデ ィは,第4部(Dグ ル ープ)の みのものではな く,各 部(特 にAグ ル

ープお よびB2)で 扱 われるこ とが期待 され てい るが
,全 体 を横断的 に理解 させるために有

効に利用 してほ しい。.

⑥ プ ロジェク ト作業 とゲー ム

大きなプロジェク ト作業 は,単 元D3で 総 合的に扱 う。講義や討議 と同様,実 経験 をさせ

る ことが,こ の教育 には重要 である。そのために,特 定の指導的 な枠組 の中で,学 習者が グ

ループでの作業 を通 していくつ かの側面 を経験 させ る。

い くつかのテーマ,た とえば単元A3,C2,C3お よびC4で,こ れを行 うこと・が望 ま

しい.い ずれ も,シ ステ ムの実施化 という面での諸問題 を扱 うことに重点がある。

ゲームは,特 に単元B2に お ける教育 に有効である。各人に特定の役割 を演 じさせ ること

は,現 実 のある状況 を処理す る際の実験的経験 を得 られる。現実に投 入され るよ りも,多 く

のことが理解 でき,応 用力 のあ る力 を養 える。

以上のよ うな効果 を高 めるために,材 料の上手な準備 は,大 きな努力 を払 って行 っておか

なければ ならない。

(2)講 師

情報処理 分野 のみな らず,か な り広範 かっ高度な内容 を求 めているので,少 数の講師がこ

れ を担 当す ることは難 しい。それぞれの教育内容に よって,適 切な人材 を起用 しなければな

らない。

この際 アカデ ミックな専門家に よる客観的かっ一般 的な教育 をすることも必要であ り,

一方 ,「 どろ くさい」現実 をベ ースに した内容 を提供 して くれ る講師 も必要 である。その間

には,あ る程度の反対意見や矛盾 があることも,決 してマイナスにはならない。それが何故

なのか,と い うこ とを考えてみ ることが必要 なことのひ とつ である。ただ し,そ のことが学

習者のア レル ギーにならないよ うな指導法 にお ける配慮 が,ど こかでな されてお くよう工夫

しておかなければ ならない。

また,多 くの講師に よるの で,そ の間の連携 のための手段 を用意 してお くことが,全 体的

な効果 をあげるた めに大切 である。そのためには,次 のよ うな具体的配慮が望 まれ る。

① コーディネイタ(教 務主任)

コ ースグループ毎 に,そ の中にお ける講師間の連携 を高 めるとともに ,講 師間の教育 の相

互に,根 本的 な思 想で矛盾 な く,し か も密接に関連 づけなが ら実施 され るよ うに しなければ

一96一



ならない。

本 「指針」では,お ・よそ次 のようにコーデ ィネ ィタを区分 して配置すべ きである。

・第1部(Aグ ル ープ)担 当

・第2部 単元B1担 当

・第2部 単元B2担 当

・第3部(Cグ ル ープ)担 当

・第4部(Dグ ル ープ)担 当

② 講師連絡会

特定の舗 醗 見 した凄 育上の搬 的な問題 点にっ いての嚇 や,教 育技術 の相 互研{彦

といった 目的 で,講 師間 の連絡会 を必要 に応 じて行 う。全体連絡会は,上 記 の教務 主任に よ

って構成 される.

各教務主任 を中心 とす る担 当講師 のサブ連絡会は,定 期的 に行 ってお くのが よい.

講 師不足に対する教育担当者育成 については,4.3(3)⑫ で指摘 したが,上 級技術者 がさら

に成長 して教育担当者 になる筈であるか ら,上 級技術者 の育成 の中には,教 育者 あるいは技

術指導者 と しての,必 要なマナーを習得するチャンスがあるこ とが望 ましい.本 「指針」 で

は,こ の点に具体的 に触れていないが,学 習者 グループの中で,特 に得意 とする分野が優れ

ている者 が居た場合 は,そ の事項 について部分的 に講師 を担 当 させ ることが考 えられる.

社 内教育 の場合,互 いに相 手の専門 にっいての価値 や尊敬 を持 っているか ら,充 分な期間

を取 って,対 象項 目と指導 上の留意点(例 えば図4.3)等 の指示 をしておけば,他 の学習者

も満足できる教育 ができる。 またこれは,担 当 した人 に とって,大 変効果的 な学習 になる。

カ リキュラムの一部に,「 相互教師」の時間 を設け,全 員 または複数の学習者 に,教 育の

仕 方の訓練 を兼ねて,講 師 を担当させ,討 議す ることも考 え られ る.

(3)教 育 の運用

① 学習時間

本 「指針 」各論毎に示 してあ る教育標準時間(3.3)は,あ くまでも参考値である。した

がって,実 施 に際 して は目標,ニ ーズ,環 境条件などによって,適 宜変更 す ることができる。

さらに,で きることならば学習効果 を測定 しつつ,ア ダプテ ィブに実施途 中で変更 してい

く。とも必要であろ う.特 曙 しい予想外の事情 が生 じた場 合には・時間 のみな らず ・内容

の変更や レベルの変更 も行 う必要がある.

② 複合的 ・総合的学習

何回か触れてきた事柄 である。元来,実 際業務 は,多 くの要素(分 野)が か らみ合 った も

の として実行 されている。教育 モ ジュールは,か な り個別 の要素に分解 されて いる。これ を
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このまま実施す ることが多 いが,こ のギャ ップを埋 め,学 習者 がシステム としての業務 に取

り組 めるよ うにするには,教 育 の場 において,相 互関連性 を絶 えず強調 し理解 させるよ うに

心がけなければな らない。

(4)総 合的学習の軸

学習 の総合化 を心 がける場合,例 として文献 〔1〕6.2か ら三つの軸 を参考にあげてお こう。

勿論,こ れ以外 のまとめ方 もあ り,ま た もっと総合化 して,一 本 の主軸の下に集 中化する

工夫 もできるだろ う。

① コンピュー タ技術 の活用 とい う観 点

② 定型モ デルの活用 とい う観点

③ 人間行動 に対する実務 的アプローチという観点

(5)評 価

学習者の,各 内容 あるいは単元毎 の理解度 の評価 は,全 コース終 了時 に行 うだけでは不十

分 である.特 に,コ ース期間中 のフィー ドバ ックによ りアダプティブに実施 していこうとす

るならば,キ メ細 い評価 をしていかなければな らない。

この評価 は,学 習者 に序列 をっけるのを目的 とす るもの ではない。学習者 の全 てが一定 レ

ベル以上の理解 に到達 す ることが,基 本的に要求 されているので,こ れ を確認することと,

補 充すべき点 ・変更すべき点が あれば,こ れを明確に して,次 のアクシ ョンに結 びつけるこ

とができなければ ならない。

ただ し,上 級 レベルの教育 では,本 質的 に不適当な対象者 に対 しては ,教 育の目標 を変更

するかギブア ップすべきであ り,義 務 教育 的 な努 力 を ,教 育提供側が行 う必要はないだ ろ

う.そ の場合,不 適切 であ るこ とが証明で きるだけの資料 も採取 しておかなければな らない。

一方
,教 育す る側 に とって も,教 育方法 が効果的であ ったか どうか を,直 接反省 し,改 善

に資す る努力 をしなければならない。そのためには,評 価方法(あ るいはテス ト)は ,科 学

的にデザイ ンされ た もので,十 分妥当性の ある ものでなければ ならない。
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索 ー弓 (1)

安 全 対 策 と機 密 保 護(comPutersecu「ity)

〔ア 〕

ア ー キ テ ク チ ャ(architecture)… … ・C2・1,C2・2

ア ー キ テ ク チ ャ の レベ ル(levelofarchitecture)

C2・1

ア ー ラ ン分 布

IRG(inter-recordgap)

(Erlangdistribution) C3・9

C3・2

A2・2

Dl・6

Cl・10

安 全余 裕

ア ンパ ック(unpack)

ア ンバ ラ ン ス型 分 類 法

(safetyallowance)

(unbalancedsort)

A44

.B1・5

C卜6

Cl・9

IE(industrialengineering.)

ISDOS

IMS

IDS

IPT(improvedprogrammingtechnique)

匡盆路(bottleneck)

ア ウ トプ ッ ト設 計

ア カ ウ ンテ ィ ン グ

ア クセ ス(access)

ア ク セス機構

ア クセ ス時 間

ア クセ ス手 法

ア クセ ス制 御

ア クセ スの競 合

ASP

(outputdesign)

(accounting)

Cl・8,C1・10

...D4・3

C3・9

(accessmechanism)

(accesstime)

(accessmethod)

(aCCeSScOntrOl)

(accessconfliction)

D3・4

C2・7

Cl・2

C3・2

C2・2,C3・4

C2・4

C2・9

C2・8

ア セ ンブ ラ
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値 と り

後 入 れ先 出 し

ア ドレ ス

ア ドレス空 間

ア ドレス変 換

(assembler)

Cl・10
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(LIFO;last-in-first-out).....
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ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ マ(application
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あふれ(overflow)
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誤 り制御
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C2・4
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C4・2
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C1・1

C2・5
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C2・9

C3・6

C36

ア ル ゴ リ ズ ム(algorithm)

Cl・1,C2・2

ALGOL
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ア ロ ー'ダ イ ヤ グ ラ ム(arrowdiagram)...

D2・5

Cl・8

C1・10

Bl・2

〔イ 〕
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意 思 決 定 者 の レベ ル(managementlevelof

decisionmaker)A3・1

意 思 決 定 の 定 型 化(programmeddecision.

making)A3・1
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一 括 処 理(batchprocessing)C2・7
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一 般 の 構 造 の 木 表 現(treerepresentationof

networkstructure)Cl・5
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processofinnovation)B2・5

イ ノベ ー シ ョ ン特 性(innovationattributes)

イ
.ベ ン ト ・リ ス ト(eventlist)

入 次 数(in-degree)

Iliffeベ ク ト ル

B2・5

Cl・10

Cl・5

Cl・8

医療 情 報処 理(medicalinformationsystem)

A4・5

因 果 関 係(causalrelations)B1.6
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D3・1

イ ン ス ト ラ ク タ(instructors)D4・2

イ ン タ フ ェ ー ス(interface)Al・1
,A1・5

イ ン タ ー リ ー ブ(interleaving)C2・2

イ ン タ プ リ タ(interpreter)C2・4,C4・4

イ ン フ ォ ー マ ル ・グ ル ー プ(informalgroup)

B2・3

イ ン フ ォ ー マ ル 組 織(informalorganization)

A2・5

イ ン プ ッ ト設 計(inputdesign)D3・4

イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン(implementation)

D2・5

〔ウ 〕

受 入 れ テ ス ト(acceptancetest)C4・7

運 用 費 見 積(costingofsystemperformance)

〔エ 〕

LRU(1eastrecentlyused)C2・5

L6Cl・5,Cl・10

遠 隔 集 線 装 置(remoteconcentrator)......C2・3

演 算 論 理 装 置(ALU;arithmeticlogicunit)

エ ン テ ィテ ィ(entity)

エ ン ドユ ー ザ ー言 語(enduserlanguage)

〔オ 〕

OJT(on-the-jobtraining)D3・1,D ,4・1

オ ー バ ー フ ロ ー ・チ ェ イ ン方 法(overflow

chaining)C3・3

C2・2

D2・4

..C2・4

Dl・5,D2・6

オ ー バ レ イ(overlay)C2・5,C4・3

オ ー プ ン シ ス テ ム(opensystem)ALl

オ ー プ ン シ ョ ッ プ(openshoP)D4・5

応 答 時 間(responsetime)_.C2・5,C2・10,C3・9

応 用 プ ロ グ ラ ム(application)C2・1

オ フ セ ッ ト(offset)C1・8

オ ペ レ ー タ(operator)D4・2

オ ペ レ ー タ ・ イ ン タ フ ェ ー ス(operato「

interface)C2・7

SADT

(s-S)型 方 式(s-Spolicy)

SOP

Dl・6

Bl・5

D1・6

C1・3

Cl・3

C2・9

Bl・1

オ ペ レ ー タ 言 語(operatorlanguage)._._C2・7

オ ペ レ ー タ ・コ マ ン ド(operatorcommand)

C2・4

オ ペ レー テ ン グ シ ス テ ム(operatingsystem)

A4・1,C2・1

親(father)Cl・3

親 言 語 方 式(hostlanguagesystem)C3・5

お りた た み 法(foldingandaddingmethod)

C3・3

枝(branch)

n進 木(n-arytree)

FLT(faultlocatingtechnique)

F分 布(F-distribution)

エ ミ ュ レ ー シ ョ ン(emulation)
.._C2・2,C2・10

M/M/1型 待 ち 行 列(M/M/lqueue)B1・4

MIM/s型 待 ち 行 列(M/M/squeue)Bl・4

MTBF(meantimebetweenfailure)C2・9

エ ラ ー 回 復(errorrecovery)D2・5

オ ン ラ イ ン(online)C2・6

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム(onlinesystem)_C2・7

オ ン ラ イ ン診 断(onlinediagnosis)C2・9

オ ン ラ イ ン ・デ バ ッ ギ'ン グ(onlinedebugging)

C4・7

カ ー ネ ル(kernel)

〔カ〕

ガ ー べ ー ジ コ レ ク シ ョ ン

C2・10

(garbagecollection)

A3・5

会 計 シ ステ ム(accountingsystem) A1・6
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会計情報システム

system)

(accountinginformation

A3・2

下 位 け た あ ふ れ(underflow)Cl・1

×2分 布(X2-distribution)Bl・1

外 生 事 象(exogenousevents)Bl・6

外 生 変 数(exogenousvariables)Bl・6

回 線 イ ン タ フ ェ ー ス(lineinterface)C3・6

回 線 交 換(lineswitching)C3・7

回 線 帯‖御(1inecontrol)C3・6

階 層 型DMS(hierarchicaldatamanagement

system)C3・5

仮 想 記 憶 シ ステ ム(virtualStOrageSyStem)

仮 想 機 械(virtualmachine)

仮 想 機 械 モ ニ タ(vi「tualmachinemonito「)

'C2・IO

C2・5

C2・10

階 層 構 造(hierarchicalstructure)

Al・4,C1・8,C1・10,C3・3

階 層 図(hierarchychart)D2・3

開 通 検 査(open'channelinspection).__C3・7

買 取 費(purchasecost)D4・4

開 発 完 了 後 の 分 析(postimplementation

analysis) 、D2・6

開発 費 見 積

effort)

(costingofsystemdevelopment

外 部 記 憶 装 置(exte「nalsto「age)

外 部 記 号(externalsymbol)'

Dl・5,D2・6

(eXternalStrUCtUre)

(externalfragmentation)._..

(externalsort)

(openaddressing)_._

(interactiveprocessing,

interactivecomputing)

会 話 シ ス テ ム(conversationalprocessing

system)

C2・2

C4・2

C2・9

Cl・2

Cl・7

Cl・9

C3・3

仮 想 プ ロ ジ ェ ク ト(hypotheticproject).・ ・D3・1

課 題 訓 練 の や り方(methodofcasetraining)

B2・6

回復(recovery)

外部構造

外部断片化

外部分類法

開放アドレス方式

会話型処理

B2・2

C3・8

Cl・5

D2・2

Bl・1,B2・2

B2・5

D2・5

B1・6

B1・1

Bl・1,B1・6

Cl・3

C4・8

型 式 審 査(tyPeinsPection)C3・7

型 宣 言(typedeclaration)C1・8

カ タ ロ グ(catalogue)D2・2

価 値 工 学(valueenginee「in9)A2'2

活 動 記 録(activationrecord)C1・8

稼 動 実 績(progressrecordsandreports)..D2・6

可 能 解(feasiblesolution)Bl・3

可 変 構 造 型 機 械(variablestructuremachine)

C2・10

化学式

価格表

学習(learning)

革新者

拡張性

確率事象

確率分布

確率変数

家系図

下降型設計

(chemicalformula)

(pricelist)

(innovator)

(expandability)

(randomevents)

(probabilitydistribution)

(randomvariable)

(familytree)

(top-downdesign)

payable)

感 覚特 性

環 境 テ ス ト

関 係

可 変 長 節(variable-sizenode)Cl'5

可 変 長 文 字 列(varyingstring)Cl・8

可 変 ブ ロ ッ ク(variableblock)Cl・7

可 変 レコ ー ド(variantrecord)C1・8

借 入 金 依 存 度(degreeofdePendenceonloan

A2・3

(relation)

関係 形式 モデ ル

(characteristicsofperception)..B2・2

(environmentaltest)'D2・5

C1・1

監査(audit)

監 査 シ ステ ム

皿

(relationalmodel)

(auditingsystem)

9e視 プ ロ グ ラ ム 呼 び 出 し(suPervisorcall,

SVC)

感 情(feeling)

環 状 ネ ッ トワー ク

Cl・10

A2・l

D4・5

(ringnetwork)

間 接 ア ド レ ス 付 け(indirectaddressing)..-Cl・6

完 全2進 木(completebinarytree)Cl.3

管 理 サ イ ク ル(managementcycle)A3・3

管理 者(manager)D4・2

〔キ 〕

木(tree)Cl・3,Cl6

の 数 え あ げ(enumerationoftrees)...C1・3

C4'3

B2・1

C3・8
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一 の 配 列 表 現(arrayrepresentationof

trees)

キー比 較 探索 法(searchingbycomparison

Cl・3

ofkeys)Cl・9

記 憶(memory)B2・1,B2・2

記 憶 域 の 解 放(deallocation)Cl・8

記 憶 域 の 動 的 害|]当て(dynamicmemory

allocation)C1・8

記 憶 階 層(storagehierarchy)C2・2

記 憶 空 間(sotragespace)C2・5

記 憶 構 造(storagestructure)C2・4,D2・4

記 憶 単 価(costpermemory)C3・4

記 憶 場 所(storagelocation)C1・1

記 憶 変 換 関 数(storagemappingfunction)

Cl・4

記 憶 保 護(storageProtection).._-C2・9,C2・2

企 画 書 ・提 案 書(proposa1)D3・4

機 器 検 査(deviceinspection)C3・7

企 業 シ ス テ ム 部 門(corporatesystems

division)D4・3

企 業 の主 要業務(keyfunctionofbusiness)

A2・1

機 構 設 計(physicalsystemdesign)D1・1

木 構 造(treestructure)C3・3 '
木 構 造 フ ァ イ ル(treestructurefile)__Cl・10

記 号 表(symboltable)C1・10

擬 似 コ ー ド(pseudo-code)C4・6

擬 似 プ ロ セ ッ サ(pseudo-processor)C2・4

機 種 選 択(computerselection)D4・1

機 種 選 定(computerselection)D4・4

技 術 基 準(technicalcriteria)C3・7

技 術 相 談(technicalse「vice9「ouPs)・.・.… ・D4'2

技 術 予 測(technicalforecasting)D2・1

机 上 チ ェ ッ ク(deskchecking,dryrun)_,D2・5

基 数 変 換 法(radixtransformationmethod)

C3・3

(treesearch)

(basicsolution)

基 底 付 き記 憶 域(basedstorage)

機 能 構 造(functionalstructure)

機 能 シ ス テ ム(functionalsystems)

機 能 図(factoringdiagram)D2・3』

機 能 設 計(logicalsystemsdesign)Dl'1

機 能 テ ス ト(functionaltest)D2・5

帰 納 と 演 繹(inductionanddeduction)_.Dl・3

規 範(socialnorm)B2・3

技 法 集(programmingstandards)D2・3

基 本 項 目(elementaryitem)Cl・8

機 密 保 護(securityprotection)C3・1

義 務 と責 任(dutiesandresponsibility)_..D4・1

逆DMS(inverteddatamanagementsystem)

C3・5

木探索

基底解

Cl・9

B1・3

C4・1

A1・4

AI・4

逆 フ ァ イ ル(invertedfile)Cl・10

逆 リ ス ト(invertedlist)C3・3

キ ャ ッ シ ュ(cache)C2・2

キ ュ ー(queue)C1・2,C1・6

キ ュ ー イ ン グ ・ フ ァ イ ル(queuingfile)_C2・6

教 育(education,training)D4・2

教 育 技 法(educationaltechnique)D3・3

教 育 訓 練(drillandpractice)D34

教 育 情 報 シ ス テ ム(informationsystemfor

education)A4・5

競 争 相 手(comPetitor)A2・4

競 争 入 札(competitivebidding)D2・2

兄 弟(sibling;brother)Cl・3

共 通 バ ス(commonbus)C2・8

協 同 型 プ ロセ ス(cooperatingprocess)..一.C4・5

共 同 使 用(multipleuserlease)C3・7

協 同 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン 意 思 決 定(collective

innovationdecision)B2・5

行 方 向 の 割 当 て(row・wiseallocation)._.C1.4

共 有 フ ァ イ ル(sharedfile)D4・5

共 用(資 源 の)(share)C4・5

銀 行 オ ン ラ イ ン(onlinebankingsystem)..A4.5

近 似 理 論(approximationtheory)B1.4

〔ク〕

具 象 化(instantation)Cl・8

繰 返 し項 目(repeateditem)C3・3

ク リチ カル ・パ ス(criticalpath)Bl・2

ク リ テ ィ カ ル ・セ ク シ ョ ン(c「iticalsection)

C2・4
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グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス(groupdynamics)

B2・3

グ ル ー プ 内 組 織(9rouPorganizationfor

CaSe-training)

GREMEX(Goddardresearchengineering

B2・6

managementexercise)D3・2

ク ロ ー ズ ド ・シ ョ ッ プ(closedshop)._..D4・5

ク ロ スバ ー(corssbar)C2・8

〔ケ〕

ケ ー ス 実 習(caseexercise,casestudies)…D3'3

ケ ー ス 資 料(CaSematerial)

ケ ー ス の 作 成(o「9anizationofcases)

D3・3

._..D3・l

D3・1

決済条件

決定表

(terms)

(decisiontable)

A2・3

Al・2,C4・6

権 威 的 イ ノベ ー シ ョ ン意 思決 定(authori－

tativeinnovationdecision)B2・5

限 界 利 益 分 析(marginalprofitanalysis)_Al・6

原 価 概 念(cost.concept)Al・6

原 価 計 算(costaccounting)Al.6

現 金 決 済(cashsettlement)A2・3

権 限 委 譲(delegationofauthority)A3・4

B2・4
権 限 の 階 層 化(hierarchyofauthority)....

言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム(languageprocessor)

C2・4

ケ ー.ス の 収 集(collectingofcase)

ケ ー ス ・メ ソ ッ ド(casemethod)_D3・1,D3・2

ゲ ー トキ ー パ ー(gatekeeper)B2・5

ゲー ム

経 営

(game)

(management)

一 へ の経 営科 学 の応 用(theroleof

Cl・3

Al・4

managementscience)A4・3

経 営 階 層(managementhierarchy)Al・4

経 営 管 理 分 析(managementanalysis)..._A2・3

経 営 シ ス テ ム(managementsystem)

計 画的 オ ーバ ー レイ(plannedoverlay)

計 画的 変 革(plannedchange)

言

Al・4,A2・1

._,C4・3

B2・5

計画的 変 革 技法(techniquesofPlanned

change) B2・5

経 験 の レ ベ ル(exPeriencelevel,careerpath)

D4・2

経 済 的 環 境(economicalenvironment)_.疋2・1

経 済 発 注 量(経 済 的 ロ ッ トサ イ ズ)(economic

orderingquantity,economiclotsize)

Bl・5

計 算 機 シ ス テ ム に お け る 待 ち行 列(queues

incomputersystems)

契 約 の 観 点(contructuralaspects)

糸吉果 取 り(callbyresult)

結 合(link)

結 合 行 列(connectedmatrix)

結 合 テ ス ト(integrationtest)

Bl・4

D4・4

C4・2

Cl・1

Cl'6

C4・7

現 状 分 析(analysisofPresentoPeration)

検査 ビ ッ ト(checkbit)

検 定(test)

現 場管 理(shopfloorcontrol)

D3・4

Cぷl

B玉 ・l

A2・2

子(son)

言吾(word)

〔コ 〕

Cl・3

Cl・1

コー デ ン グ仕 様 書(codingspecification)..C4・6

コ ー ドイヒ(coding)Cl・1

コ ー ド設 言十(codedesign).eD2・3

コ ー ド変 換(codeconversion)C3・6

コ ー リ ン グ ・ス タ ッ ク(callingstack)_.Cl・10

交 換 分 類 法(exchangesort)C1・9

公式 シ ステ ム(formalmodeD

公 式 な 情 報(forrnalinformation)

高 次 元 配 列(higherdimensionalarray)

公衆 通信 回線(switchedline)

A1'2

A3・1

....Cl・6

C3・7

公衆 電機 通 信 法(Publictelecommunication

law)C3・7

更新 処 理(updating)

後 進 ポ イ ン タ(backwardpointer)

高 水 準 言 語(higherlevellanguage)

高 水 準 言 語 マ シ ン(high'levellanguage

machine)

C3・5

Cl・2

C4・8

C2・2

高 水 準 言 語 ミ ッ ク ス(high-levellanguage

mix)

合 成 プ ロ グ ラ ム(syntheticprogram)

C2・10

.....C2・10
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構 造 化 流 れ 図(structuredflowchart)._.,C4・6

構 造 体 型(structuredtype)C1・8

構 造 体 変 数(structuredva「iable)C1'8

構 造 デ ー タ(structure)Cl・6

構 造 的 プ ロ グ ラ ミン グ(st「uctu「edP「09「am"

mi・g)
.C4・8,D2・3,D4・3

高 速 緩 衝 記 憶 装 置(high-speedbufferstorage)

C2・2

個 別 デー タ構 造 記 述(subschema)

COBOL

コ マ ン ド(command)

コ マ ン ド ・チ ェ イ ニ ン グ

D2・4

Cl・8

C3'8

(commandchaining)

高 速 記 憶 装 置(highspeedstorage)C2・2

後 置 プ ロ セ ッ サ(back-endprocessor)_...C2・2

後 置 法(postorder)Cl・3

工 程 管 理(schedulemanagement)D3・4

工 程 計 画(processplanning)A2・2

公 的 組 織 と非 公 的 組 織(formalorganization

andinformalorganization)B2・4

行 動 基 準(cost/performance)A2・5

行 動 の タ イ プ(typeofbehavior)A3・1

行 動 の 法 則(lawofbehavio「)B2'1

行 動 様 式(behavioralpattern)B2・3

構 文 解 析(parsing)C1・3

構 文 木(syntaxtree)Cl・10

効 率 テ ス ト(performancetest)D2・5

合 理 的 モ デ ル(rationalmode1)B2・4

互 換 性(compatibility)C2・10

顧 客(client)B2・5

C2・3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(communication)._B2・2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ.ン機 能(COmmUniCatiOn

facility)

固有 デ ー タ構 造記 述(schema).

コ ル ー チ ン(co「outine)

根(root)

コ ン サ ル タ ン ト(consultant)

コ ンテ ン シ ョ ン(contention)

コ ン ト ロー ル ・セ ク シ ョ ン(controlsection)

C4・2

C3・l

D2・4

C4・3

Cl・3

D4・6

C3・8

誤 差(error)Cl4

故 障 辞 書(faultdictionary)C2・9

故 障 診 断(faultdiagnosis)C2・9

個 人 的 な 情 報(Personalinformation)… ・-A3・1

コ ス ト管 理(costcontrol)D4・1

コ ス ト配 賦(chargeout)D4・4

コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス(costperformance)

A3:6

CODASYL(theConferenceonDataSysterns

Language)D2・4

固 定 記 憶 装 置(read-onlystorage)C2・2

固 定 小 数 点 表 現(fixedpointrepresentation)

固 定 長 文 字 列(fixedlehgthstring)

古 典 的 モ デ ル(classicalmodel)

個 別 審 査(individualinspection)

C1・1

Cl・8

B2・4

C3・7

コ ンパ イ ラ(compiler)C2・4

コ ン パ イ ラ診 断(compilerdiagnostics)._.D2・5

コ ン ピ ュ ー タ運 用(managingcomputer

operation)D4・1

コ ン ピ ュ ー タ機 密 保 護(computersecurity)

D4・1

コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス の費 用(costsand

pricingofcomputerservices)D1・5

コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・シ ス テ ム(comPutersystem)

'C3 ・6

コン ピュー タ ・シ ステ ムの 構成 要 素(unitsof

computersystem)

コ ン ピ ュ ー タ室 の運 営

management)

C2・1

(computercenter

D4・5

コ ン ヒoユ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク(computer

9etwork)

コ ン ピ ュ ー タ 要 員 管 理

personnel)

A4・1,C3・8

(managingcomputer

D4・1

コ ン フ リ ク ト解 決(conflictresolution) .、..B2・4

〔サ 〕

サ ー ビ ス 規 律(servicediscipline)B1・4

サ ー ビ ス時 間 の 分 布(distributionofservice

time)Bl・4

サ ー ビ ス の選 択(selectingaPProP「iatese「vice)

D44
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L _

サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム(serviceprogram)・ ・C2・4

サ ー ビ ス率(servicerate)C2・5

最 悪 適 合(worstfit)

再 帰(recursion)

サ イク ル時 間(cycletime)

債 権 の管 理(creditmanagement)

在 庫 管 理(inVentOrymanagement)

最 早 結 合 点 時 刻(earliestnodetime)

最 短 路 問 題(shortestrouteproblem)

最 遅 結 合 点 時 刻(latestnodetime)

最適 解(optimumsolution)

最 適 糸吉合(bestfit)

再 入 可能(reentrant)

再 配 置可 能 性(relocatability)

差 異 分析(varianceanalysis)

財 務 管 理(financialmanagement)

財 務 シ ス テ ム(financialsystem)

7

4

2

3

2

2

3

2

3

7

4

3

6

3

6

0

α

Ω

品

品

田

田

田

田

α

α

α

削

Ω

組

nalmatrix)

3進 木

3点 見積 り

サ ンプル

(ternarytree)

(threetimeestimate)

(sample)

Cl.4

C1.3

B1・2

Bl・1

字(character)

〔シ〕

CAI(computerassistedinstruction)

CCITTX.25

GPSS

CPM(criticalpathmethod)

C1・1

A4・5

C3・7

Cl・8

Bl・2

先 入 れ 先 出 し(FIFO;first-in-first-out).1_C1・2

先 入 れ 先 出 し 待 ち行 列(FIFOqueue)… ・・C1・10

先 取 り方 式(prefetching)C25

作 業設 計・(jobdesign)

作業 日程Gobschedule)

作 業 の余 裕 時 間(floattime)

作 業 見積(workestimation)

作 業 レベ ル(operationallevel)

A2・2

Bl・2

B1・2

D2・5

Al4

作 業 レベ ル の シ ス テ ム(operationalsystem)

A3・2

C3・3

自 営(privatetelecommunicationequipment)

JCL

索 引(index)

索 引 順 編 成 フ ァ イ ル(indexedsequentialfile)

C3・3

索 引 ブ ロ ッ ク(indexblock)

削 除(リ ス ト要 素 σ))(deletion)

サ ブ シ ス テ ム(subsystem)

サ ブ シ ステム の イ ンタフェイ ス(subsystem

C3・3

Cl・2

D2・3

D2・3

C3・5

B2・5

B2・4

JCLマ ク ロ(JCLmacro)

支援 プ ログ ラ ム(supPortprogram)

資 格(capability)

C3・7

C2・4

C2・4

C2・6

C2・9

磁 気 記 憶 素 子(magneticstorageelement)・.C2・2

磁 気テ ープ(magnetictape) C3・2

磁 気 デ ィスク装 置(magneticdiscdrive)…C3・2

磁 気 ドラム(magneticdrumsystem)

磁 気 ヘ ッ ド(magnetichead)

資 金 計 画(financialplanning)

interface)

サ ブ ス キ ー マ(subschema)

参 加(participation)

参 加 モ デ ル(participativemodel)

三 角 行 列 の 割 当 て(allocationfortriangular

matrix)Cl・4

三重 対 角行 列 の割 当 て(allocationfortridiago－

資金 の運 用(applicationoffunds)

資 金 の調達(raisingoffunds)

C3・2

C3・2

A1・6

、A2・3

A2・3

資 金 分 析(fundsstatementanalysis)… …'Al'6

資 源(resource)

資 源 の 共 用(resourcesharing)

資 源 配 分(resourcesharing)

C2・4,D2・2

試 験 仕様 書(testingspecification)

思 考(thinking)

自己資本(ownedcapital)

自己分 析(selfanalysis)

C2・5

D4・5

C4・6

B2・1

A2・3

B2・1

資材 所 要量 計 画MRP(materialrequirement

planning)

辞 書(dictionary)

市 場(market)

市 場 分 析(marketanalysis)

次 数(節 の)(degree)

指 数 分 布(exPonentialdistribution).…_.C3・9

シ ス テ ム(system)Al.1

A2・2

Cl・3

A2・4

A2・4

Cl・5
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1

シ ス テ ム 改 善(tuning)D2・6

シ ステ ム 開 発(systemdevelopment)._..D1・2

シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ ュ ー ル(scheduleof

systemsdevelopment)D3・4

シ ス テ ム 開 発 の 組 織(organizationofsystems

development)D3・4

シ ス テ ム 開 発 部(systemsdevelopment)D4・3

シ ステ ム 監 査(auditingsystemperformance)

D2・6

シ ス テ ム 切 換(CUtOver,SyStemCOnverSiOn)

D2・5

シ ステ ム 現 象(systemphenomena)Bl・6

シ ス テ ム 工 学(systemsengineering)__D2・1

シ ス テ ム 再 構 成(systemreconfiguration),C2・8

シ ス テ ム 資 源(systemrecources)C2・5

シ ス テ ム 出 力 要 求(systemoutPutrequire-

ment)Dl.6

シ ステ ム 仕 様 書(systemsspecification)_.Dl・6

シ ステ ム ズ ・ア プ ロ ー チ(syStemsapProach)

シ ス テ ム の 分 解(factoring)A1・1

シ ス テ ム の 目 的(systemobjective)A3・3

シ ス テ ム 評 価(follow-upandevaluation)..D26

シ ス テ ム 分 析(systemsanalysis)._Dl・1,D3・4

シ ス テ ム 分 析 者(systemsanalysts)___D4・2

シ ス テ ム 変 数(systemvariables)・B1・6

シ ス テ ム ・メ イ ン テ ナ ン ス(systemmainte-

nance)D4・3

シ ス テ ム 有 効 度(systemeffectiveness)■ ■_Dl・5

シ ス テ ム ・ラ イ フサ イ ク ル(systemlifecycle)

シ ス テ ム ・ リ ス ター ト

自然 シ ス テ ム ・モ デ ル

Dl・1,D4・3

B2・4,D1・1

シ ステ ム 生 成(systemgeneration)C2・7

シ ス テ ム 生 成 言 語(systemgene「ation

language) C2・7

シ ス テ ム 設 計(systemsdesign)

Al・3,B1・6,D1・1,D4・3

シ ス テ ム 設 計 の 型(typeofsystemsdesign)

D2・2

(systemrestart)_、C2・6

(natural-systemmode1)

B24

シ ステ ム代 替 案 の評 価(evaluationof

子 孫(descendant)Cl・3

実 現 性 検 討(feasibilitystudy)Dl・3

実 行 状 態(runningstate)C2・4

実 行 時 ス タ ッ ク(runtimestuck)_..CL8,C4.4

実 行 待 ち 状 態(readystate)C2・4

実 習 活 動 の リー ド(leadingandexercise)..D3・3

実 数 型(realtype)Cl・8

実 体 的 シ ス テ ム(physicalsystem)Al・5

自 動 評 価 法(automatedevaluationtechniques)

D2・2

alternatiVeS)

シ ス テ ム 提 案(systemproposal)

シ ス テ ム テ ス ト(systemtest)

シ ス テ ム 導 入 の 採 算(auditingsystem

inStallatiOn)

自動 記憶 域(automaticstorage)

自動 流 れ 図作 成(automaticflowcharting)

C4・1

D3・4

Dl.3

C4・7

シ ス テ ム の 機 能 決 定(systemfunction)_..

シ ス テ ム の コ ス ト(costofsystem)

シ ス テ ム の 寿 命(systemusagelife)

シ ス テ ム の初 期 化(systeminitiation)・ ・.・..

シ ス テ ム の 中 断 と再 開(systeMdown,system

restart)C2.7

シ ス テ ム の評 価 尺 度(measuresofsystem

performance)

Dl.5

D3・4

Dl・5

D2・6

C2・7

品切 れ 損失(shortagecost)

支 払 証 査(auditofpayment)

シ フ ト制(shifts)

シ ミ ュ レー シ ョ ン(simulation)

C4・6

B1・5

A2・3

D4・5

A3・3C1・10C2.9C4・7,,,

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語(simulationlanguage)

B16

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン実 験(simulationexPeriment)

SIMSCRIPT

事 務分 析

.Bl・6

C1・8

Dl・5

(officeworkanalysis,jobanalysis)

社 会 一 技 術 モ デ ル(social-technicalmodel)

D1・3

B2・4
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L

社会 心 理 学(socialPsychology)

社 会 的環 境(SOCialenvirOnment)

社会 的 交換 理 論

B2・1

A2・1

(socialexchangetheory)

社会的相互作用

写像(mapping)

自由木

従局

(SOCialinteraCtiOn)

(freetree)

(SlaVeStatiOn)

集 権 化 ・分 権 化 ・再 集 権 化(centralization,

decentralizationandrecentralization)..

B2・3

B2・3

C1・l

C1・3

C3・8

習熟 曲線

重'[ゴ(centroid)

従 属局

集 団 関係

集 団結 合

(learningCUrVe)

(tributarystation)

(grouprelation)

B24

D2・6

C1・3

C3・8

C3・3

型 組 織 と連 結 ピ ン機 能(groupPattern

oforganizationandlinkingPinfunction)

B2・4

集 団 項 目(groupitem)

終 端 ポ イ ン タ

集 中型 ネ ッ トワ ー ク

障害 管 理

障 害 対策

使 用 可 能空

spacelist)

条 件 づけ

(failuremanagement)

(faultcountermeasure)

間 リ ス ト

C2・10

C2・6

C3・1・s

(availablelist,available

C1.6,C1.7

(conditioning)

条 件適 合 モデ ル

使 用時 間 管理

上 昇型 設 計

状 態遷 移 図

(emotion)

B2・1

(contingencymodel)__.B2・4

(timeschedule)

(bottom-updesign)

(statediagramchart)

情 動

衝 突(collision)

情 報

情 報 化保 険

D4・5

C4・8

C4・6

B2.1

Cl・6

(information) B2・2,CI.1

C3・3

(terminal-pointer,null)._..C1・2

(centralizednetwork)

C3・8

周辺 装 置

主記 憶 装 置(mainstorage)

主記 憶割 当 て

(peripheralequipment) C2・3

(StOrageallOCatiOn)

主 局(maSterStatiOn)

出力 の方 法 と様 式

C2・1,C2・2

C2・5

(outputmethodand

c3・8

Dl・6

(insurancefordataprocessing)

情 報 管 理(informationmanagement)__.

情 報 管 理 の 一 元 化(unificationofinformation

A2・5

formats)

手動 と自動

巡回符号

循環 リスト

循環連結

準拠集団

順次アクセス

(manualversusautomated)_.D1・4

(cyclicredundancycode)

(CirCUIarliSt)

(circularlinkage)

(referencegroup)

(SeqUentialaCCeSS)

順 次 ア ク セ ス 記 憶 装 置 (SeqUentialaCCeSS

C2・9

CI・3

C1・2

B2・3

C3・3

storagedevice)

順 次 表 現

順 次 割 当 て

順 序 木

純 手 続 き

順 編 成 フ ァ イル

(sequentialrepresentation)......

(sequentialaddressing)

(orderedtree)

(pureprocedure)

(sequentialfile)

上 位 方 向 互 換 性(up-wardcompatibility)

C3・2

Cl・6

Cl・6

C1・3

C4・4

C3・3

management)

情報 ギヤ ツプ

情 報検 索 サー ビス

serVlce)

(informationgap)

A4・2

C3・1

(informationretrieval

A3・7

industry)

情 報 シ ステ ム

D4・6

情 報 構 造(informationstructure)D2・4

情 報 産 業 の 特 性(characteristicsofcomputer

A4・2

(informationsystem)』

情 報 システ ム 開発 プ ロジェ ク ト

informationdevelopment)

情 報 シ ステ ム充実 の 動機

A1・4,C3・1

(projectfor

A3・6

(triggerofinfor－

mationsystemdevelopment) A36

情 報 システ ム の改 善(imP「ovinginfo「mation

system)A3.7

情 報 シ ステ ム の開 発(developmentofinfor－

mationsystem)Al・5

情 報 シ ス テ ム の 統 合(integratinginformation

system)A3・6

情 報 シ ステ ムの役 割(roleofinformation

systems)

情 報 処 理 教 育

processing)

(educationforinformation

情 報 処 理 サ ー ビ ス(informationprocessing

Al・5

A4・5
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service)

情 報処理 部 門 の特 質(featuresofdatapro－

cessingdivision)

情 報 チ ャ ネ ル

情 報 通 信 サ ー ビ ス

service)

D4・6

B2・6

(informationchanne1)...._A3・1

(teleCOmmUniCatiOn

情 報 提 供 サ ー ビ ス(informationservice)

人事 情 報 シ ステ ム(employeeinformation

system)

新 シ ステ ムの 評価(evaluatingnewsystem)

A3・2

D46

D4・6

情 報 の 安 全 性(inf6rmationsecurity)...._C2・9

情 報 の 隠 蔽(informationhiding)C4・8

情 報 の 価 値(valueofinformation)Dl'5

情 報 の 機 密 性(informationconfidential)

情 報 の プ ライ バシ ー(informationprivacy)

C2・9

情 報 表 示(informationdisplay)

情 報 分 析(informationanalysis)

情 報 要 求(informationneeds)

情 報 要 求 の パ タ ー ン(patternofinformation

needs)A3・1

情 報 量(informationcontext)

情 報 量 の 増 大(increaseofinformation

C2.9

B2・2

Dl・l

Al・5

Cl・1

(prediction)

(defaultinterpretation)

使 用 料 金 の 設 定(pricing)

職 務 内 容 の 質 的 変 化(implicationforthe

workforce)

進捗報告

振幅変調

信用視度

信用取引

信頼↑生(reliability)

(progressreporting)

(amplltudemodulation)

(creditlimit)

(saleoncredit)

A3・6

D4・1

C3・6

A2・3

A2・3

C2・9,D2・5

信頼 度機 能 ダ イ ヤ グラ ム(reliabilityfunction

volume)

将 来 予 測

省 略 時解 釈

A3・7

D3・4

C4・1

D4・5

除算法

初適合
シ　 　ン ヨ フ

"

(dividingmethod)

(firstfit)

Gob)

diagram)C2・9

心理 学(psychology)B2・1

心 理 学 と情 報処 理B2・1

心理 学 の歴 史B2"1

心 理 測 定(psychologicalmeasurement)_B2・2

森 林(forest)Cl・3

〔ス 〕

ス ー パ ー バ イ ザ ー(supervisors)

推 定(estimation)

数(number)

数 理 的 計画 法

D4・2

B1・1

C1・1

A4・3

C3・3

Cl・7

C2・4

ジ ョブ ・シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

(jobshopscheduling)Bl・2

ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュー リ ン グ(jobscheduling)

C2・4

ジ .ヨブ ・ス テ ッ プ(jobstep)・C2・4

ジ ョ ブ 制 御 言 語(jobcont「ollanguage)'''"C2'4

シ リ ン ダ(cylinder)C3・2

事 例 紹 介 の や り方(caseP「esentation)-B2・6

人 為 変 数(artificialvariable)Bl・3

信 号 処 理(signalprocessing)C2・2

(mathematicalprogramming)

スカ ラ型

ス キ ーマ

図形(picture)

(scalartype)

(schema)

ス ケ ジ ュー ラ ー(scheduler)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(scheduling)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ リ ス ト(schedulinglist)

Cl・10

B1・3

C1・8

C3・5

C1・5

D4・2

D4・1

図 式 化(graphicrepresentation)D2・1

ス タ ッ ク(stack)Cl・2,C1・6,Cl・10

ス タ ッ ク ・ポ イ ン タ(stackpointer)C1・2

ス タ ン ド ・ア ロ ー ン(standalone)C2・7

スナ ッ プ ・シ ョ ッ ト(Snapshot)__.C4・7,D2・5

SNOBOLCI・5,C1・8,C1・10

ス プ ー リ ン グ(spooling)C2・4

SLIPC1・5

ス ル ー プ ッ ト(throughput)..C2・5,C2・10,C3・9

ス ワ ッ ピ ン グ(swapping)C2・5
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正 規 分 布

制 御記 憶(controlstorage)

制 御 局

〔セ 〕

(normaldistribution)

(COntrOiStatiOn)

制 御 プ ロ ツク

整 合

整 合配 列

生 産 企業 の組 織

(controlblock)

寸 法(adjustabledimension)

(adjustablearray)

生産計画と管理

生 産 シス テ ム

B1・1

C2.2

C3.8

C2.5

C1.8

Cl・8

A2・2

A2・2

A2・2

セ グ メ ン ト ・テ ー ブ ル(segmenttable)..C1.10

1仕 様 書(designspecification)

接 続(文 字 列 θ))(concatenation)

絶 対 ア ド レ ス 付 け

設 置 手 順(installationprocedure)

訓・(inStallatiOnteSt)

節(node)

設 計

Cl・3

C4・6

C1'2

(absoluteaddressing)...C1・8

取 置 テ ス ト

セ ッ トカ バ リン グ問題

D4・4

C4'7

生 産 シ ス テ ム の 一 般 記 述 モ デ ル(9eneralizedde'

scriptivemodelofproductionsystem)..A2・2

生 産 シ ス テ ム の 設 計(designofproduction

system)A2・2

生 産 情 報 シ ス テ ム'(P「oductioninfo「mation

system)

生産 性

生 産 設 計

(productivity)

A2・2,A3・2

(productiondesign)

精 神 分 析(学)(Psychoanalysis)

整 数 型(integertype)

整 数 計画 法(integerprogramming)

成長 曲線(growthcurve)

静 的 記憶(staticStOrage)

A3・7

A2・2

B2・1

Cl・8

B1・3

D2・6

C4・1

静 的 な資源 割 当 て(staticresourceallocation)

性 能 評 価(Performanceevaluation)

性 能 目標(performanceobjective)

性 能 予 測(performanceprediction)

政 府 に よ る 保 護 ・育

ment)

C2・5

静 的 変 数(staticvariable)C1・8

静 的 割 当 て(staticallocation)Cl・8

性 能 計 測(performancemeasurement)....D4・4

性 能 表(propertylist)D2・2

D4・4

C2・5

D4・4

制 約(constraint)

精 練(refinement)

(setcoveringProblem)

設 備 計 画(equiPmentPlannin9)

設 備 整備(equipmentacquisition)

設備 能 力配 分

設 備 問題

セ マ フォ(semaphore)

(equipmentallocation).._.

(facilityallocationproblem)_.

Bl・3

D2'2

D4・4

D2・2

B1・3

C2・4,C4・5

線 形 記 憶 に よ る 文 字 列 表 現(characterstring

representationbylinearmemory)__。C1・10

線 形 計 画 法(linearprogramming)B1・3

線 形構 造

線形 リス ト

宣 言(declaration)

潜在 価 格

(linearStrUCtUre)

(linearlist)

(shadowprice)

戦 術 レベ ル(tacticallevel)

ユ
印1進 ポ イ ン タ(forwardpointer)

C3・3

C1・2

Cl・8

Bl・3

A1・4

C1・2

セ ン タ運 営(comPute「cente「management)

D4.1

選 択 分類 法(selectionsort)

選 択 チ ャ ネ ル

全 ダン プ

前 置 プ ロセ ッサ

(selectorchannel)

(postmortemdump)

(front-endprocessor)

Cl・9

C2・3

C4・7

前置法

全二

(preorder)

C2・2,C2・6

Cl・3

成 策(politicalenviron・

A4・2

Bl・3,Dl・4

セ キ ュ リテ ィ と イ ンテ グ リテ ィ(security ,

C4・8

inte9「ity)D3・4

セ ク シ ョナ リ ズ ム(sectionalism)A2・5

セ グ メ ン テ ー シ ョ ン(segmentation).C2・5,C4・3

重 通 信方 式(ful1-duplexcommunication)

専 門化 の進 展

専 用 言 語方 式

selfcontainedlanguage)

C3・6

(increasedspecialization)._D4・1

(independentlanguagesystem,

C3・5,C3・10

戦略 的 経 営 計 画(st「ategicco「Po「atePlannin9)

A3・4

戦 略 的 事 業 単 位(strategicbusinessunit)_A3'4

戦 略 レベ ル(strategicleveDA1・4
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D2・1

総合判断

操作特性

〔ソ 〕

(syntheticdecision)D2・6

(characteristicsofcontrolaction)

B2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス テ ム(softwaresystem)

C2・1

ソ フ ト ウ ェ ア 調 達(softwareprocurement)

D4・4

双 対 定 理(dualitytheorem)

挿 入(リ ス ト要 素 σ)).(insertion)

挿 入 分 類 法(inSertiOnSOrt)

挿 入 法

Bl.3

C1.2

C1・9

C1・3

C1・8

ソ フ ト ウ ェ ア の 信 頼 性(softwarereliability)

C2・9

(inorder)

相 対 ア ド レ ス

添 字(subscript)

属 性(attribute)

即 値 ア ド レ ス 付 け

(relativeaddressing)

ソフ ト ウェ ア の選 択(softwareselection)..D2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ(softwarepackage)

D4・6

C1・4,C1・8

D2・4

(immediateaddressing)

Cl・6

疎 結 合 シ ステ ム(loosely-coupledsystem)

ソシ オ グ ラ ム(sociogram)

ソ シ オ メ ト リ ー(sociometry)

組 織 開 発(organizationdevelopment)_、.

組 織 間 の 連 け い(organizationalco-operation)

A2・1

C2・8

B2・3

B2・3

B2・5

組 織 ス ト レ ス(organizationalstress)B2・4

組 織 風 土(organizationalclimate)B2・4

組 織 内 の 位 置(locationintheo「9anization)

D4・1

(organizationalbehavioreffects)

Dl・2

〔タ 〕

タ ー ン ア ラ ウ ド時 間(turnaroundtime)..C2・10

待 機 状 態(waitstate)C2・4

待 機 方 式(duplex)D4・5

対 称 行 列 の 割 当 て(allocationforsymmetric

matrix)Cl4

組織の役割

組 織 の コ ンフ リク ト (conflictintheorganl-

B2・4

対 称 形 シ ス テ ム(symmetricsystemorhomo-

geneoussystem)C2・8

対 人 関 係(inte「Pe「sona1「elqtions)B2"3

代 数 式(algebraicformula)C1・3

大 数 の 法 則(lawoflargenumber)Bl・1

体 制 化(organization)B2・1

代 替 案(alternatives)A1・3,Bl・6,D1・4

態 度(attitude)B2・3

zation)

態 度 測 定 法(attitudetest)B2.3

態 度 変 容(attitudechange)B2・3

退 避/回 復(レ ジ ス タ類 の)(save・restore)

C4・4

組 織 の成 長 一進 化 と改 革 の螺 旋 的過 程

(evolutionandrevolutionasoTganizations

9「ow)B2・4

(organizationaleffectiveness)

B2・4

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム(timesharing

組織の有効性

組 織 へ の 影 響(impactonorganization)

組 織 変 革(organizationchange)

祖 先(ancestor)

疎 な行 列 (sparsematrix)

疎 な行 列 の リス ト表 現(linkedrepresen-

tationofsparsematrix)

ソ フ トウ ェ ア 工 学(softwareengineering)

_A4・3

B2・5

Cl・3

Cl・4

C1・4

system) C2・7.C3・8

タイ ム シェ ア リン グ処 理(timesharing

processing) C2・4

多 階 層 組 織 と 文 鎮 組 織(tallorganizationand

flatorganization)B2・4

高 さ(木 の)(height)C1・3

多 次 元 処 理 シ ス テ ム(multi.dimensionalpro-

cessingsystem)C2'7

多 次 元 配 列(multi-dimensionalarray)

Cl・4,C1'8

多 重 索 引(multi-index) C3.4
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多 重 タ ス ク(multitask)C4・5

多 重 チ ャ ネ ル(multiplexorchannel)__.;C2・3

多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ(multiProgrammin9)

A4・1

多 重 リス ト(multilist)C3・3,C3・4

多 重 連 結 構 造(multilinkedstructure).、_,C1・6

異 質 の フ ィ ー ル ドセ 節 を持 つ 一

(multilinkedstructurewithheterogeneous

fieldsand/orn6des)C1・5

タ ス ク制 御 ブ ロ ッ ク(taskcontrolblock)

Cl・10

TAG

(achievement)

D1・6

D2・6

B2・4

C3・7

D4・5

C4.8

逐 次 型 割 当 て(sequentialallocation).….…C1・4

逐 次 再 使 用 可 能(seriallyreusable)C44

逐 次 探 索 法(sequentialsearch)C1・9

知 能(intelligence)B2・1,B2・2

知 能 端 末(intelligentterminal)C2・3

チ ャ ネ ル ・プ ロ グ ラ ム(channelprogram)

C2・3

達成率

縦割関係構造

他人使用

単一方式

段階的精練

短期日程計画

単向通信方式

(usebyotherpersons)

(simplex)

(stepwiserefinement)

(shorttermscheduling)..._A2・2

(simplexcommunication)

C3・6

探 索 木(searchtree)

探 索 法 の効 率 (efficiencyofsearching

中央 二 乗 法(meansquaremethod)『C3'3

抽 象 化(abstraction)C4・8

抽 象 デ ー タ 型(abstractdatatype)_C1・8,C4・8

中 心 極 限 定 理(centrallimittheorem)・.・ …Bl・1

超 感 覚 的 知 覚(extrasensorypercePtion)・.B2・1

長 期 計 画(long-rangeplanning)一 一._A3・4,D4・3

長 期 計 画 立 案(10ng-rangeplanning)D4・1

長 期 展 望(10ngrangeforecasting)D2・6

長 兄(heir)Cl・3

調 達期 間

頂 点(vertex)

直営

(1eadtime) B1・5

C1・3

Cl・10

methods)

単純 リス ト

単純 連 結

断続 生 産

(simplelist)

(singlelinkage)

(intermittentproductionsystem)

A2・2

CI・9

C3・3

Cl・2

/ 単 体 制

定 基 準(simplexcriterion)B1・3

単 体 表(simplextableau)B1・3

単 体 法(simplexmethod)B1・3

ダ ン プ(memorydump)D2・5

断 片 化(fragmentation)C2・5

端 末 装 置(terminaldevice,terminalequip-

ment)C2・3,C3・6

〔チ 〕

チ ー ム の 統 制(controlofateam)D3・2

チ ェ イ ン 構 造(chainstructure)C1・10

チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト(checkpoint)_C2・6.C2・9

知 覚(perception)B2・1

知 覚 の 文 脈(perceptionalcontext)B2.1

(publictelecommunicationequipment)

直 接 ア ク セ ス(randomaccess)

直 接 ア ク セ ス 記 憶 装 置(directaccessstorage

device)C3・2

C3・7

C3・3

直 接 ア ド レ ス 付 け(directaddressin9)・ …;-C!・6

直 接 効 果 と 間 接 効 果(directandindirect

benefit)

直 接 編 成 フ ァ イ ル(directfile)

直 通 接 続(point-to-pointlink)

ち り集 め(garbagecollection)C1・6,Cl・7

〔ツ 〕

追 加(リ ス ト要 素 の)(addition)C1・2

通 信 回 線(communicationline)C3・6

通 信 関 係 専 門 家(telecommunication

sPecialist)D4・2

Dl・5

C3・3

C3・8

通 信 制 御 装 置(communicationcontroller,

communicationcontrolunit)_...C2・3,C3・6

通 知(イ ベ ン トの)(post)C45

つ な き木(threadedtree)Cl・3
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デ ー タ(data)

ア ー タ イ ン プ ッ ト

service)

〔テ〕
デ ー タ ベー ス 管 理(databasemanagement)

D4・3

C1・1

(datainput)A3・2

フ『一 タ ・エ ン ト リ ・サ ー ビ ス(dataentry

D4・6

デ ー タ 型(datatype)Cl・8,C4・8

デ ー タ管 理(datamanagement)D4・5

デ ー タ 管 理 者(dataadministrator)D2・4

デ ー タ記 述 言 語(DDL;datadescriPtion

language)C3・5
,D2・4

デ ー タ 構 造(datastructure)_、C2・4,C3・3,C4・1

デ ー タ 項 目(dataitem)C3・3

デ ー タ サ ブ ラ ン ゲ ー ジ(datasublanguage)

D2・4

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(DBMS;database

managementsystem)C2・4,C3・5,D2・4

デ ー タ ベ ー ス 管 理 者(databaseadministrator)

C3・10,D4・2

デ ー タ ベ ー ス'シ ス テ ム(databasesystem)

デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(DB/DC)

C3・10

C3・1

デ ー タ ベ ー ス と そ の 構 造(databasestructure)

A3・5

デー タ収 集 シ ステ ム(datagatheringsystem)

デ ー タ操 作 言 語(DML;datamanipulation

language)

デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ

C3・8

C3・5,D2・4

(datachaining)

C2・3

デ ー タ つ き 木(labeledtree)Cl・3

デ ー タつ き2進 木(labeledbinarytree)._C1・3

デ ー タ 定 義(datadefinition)C3・5

デ ー タ伝 送 回 線(datat「ansmissionci「cuit)

C3・6

デ ー タ 独 立(dataindependence)D2・4

デ ー タ 入 力(dataentry)B2・2

デ ー タ の 型(datatype)Cl・1

デ ー タ の 完 全 性(dataintegrity)C2'4

デ ー タ の 機 密(privacyofdata)D2・4

デ ー タ の 互 換 性(datacompatibility) ......C2.10

デ ー タ.の 生 成(datageneration)C3.5

デ ー タ の 抽 象 化(dataabstraction)Cl・8

デ ー タ の 独 立 性(dataindependency)

C2・4,C3・5,C3・10

デ ー タ ベ ー ス の 正 確 性 と機 密 保 護

(databaseaccuracyandsecurity)A4・4

デ ー タ ベ ー ス ・マ シ ン(databasemachine)

C2.2

デ ー タ リ ン ク(datalink)C3・8

テ ー ブ ル駆 動 型 プ ロ グ ラ ム(tabledriving

(theme)

提 案 書(proposal)

TSS(timesharingsystem)

定 期 発 注 方 式(periodicreorderingmethod)

B1・5

program)

テ ー マ

C4・4

D3・1

D2・2

D4・1

定 期 保 守(scheduledmaintenance,routine

maintenanCe) D4・5

デ ィ ス パ ッ チ ン グ(dispatching)__A2・2,C2・4

デ ィ ス プ レイ(display)C1・8

定 性 的 評 価(qualitativeevaluation)

TDMS

Dl・5,D3・4

Cl・10

デ ー タ の 保 護(protectionofdata)D2・4

デ ー タバ ン ク(databank)A3・3

デ ー タ 分 配 シ ス テ ム(datadispatchingsystem)

C3・8

DB/DC(database/datacommunication)

C3・10,D2・4

t分 布(t-distribution)B1・1

定 量 的 評 価(quantitativeevaluation)

テ イル(tail)

D1・5,D3・4

C1・2

デ ィ レク ト リ管 理(directorymanagerpent)

C3・5

デ ー タ ベ ー ス(database)__C2・4,C3・1,D2・4

デ キ ュ ー(dequeue)C1・2,Cl・6

テ ク ニ カ ル ・ス キ ル(technicalskill)D3・2
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'

テ ク ノ ロ ジ ー ・ア セ ス メ ン ト(technology'

assessment)

デ シ ジ ョ ン ・ グ リ ッ ド ・チ ャ ー ト(decision

D2.1

gridchart)

一"、 、"_

一 、噛 、"

出 次 数

テ ス ト(test)

テ ス ト ・ケ ー ス

ー 、

ア ン ン ヨ ン ァ ー フ ル

ァ シ ン ヨ ン ル ー ム

(out-degree)

(decisiontable)

(decisionroom)

(testcase)

テ ス ト ・ア 一 夕 自 動 生 成

C4・6

Dl・3

A3・5

Cl・5

C4・7

C4・7

問 合 せ処 理(queryProcessin9)

同期

同義 語(synonym)

同期 式

動 機 づ け

統 合

(synchronization)

(synchronous)

(motivation)

C3・5

C3・6

C3・3

C3・6

B2・1

(testdatagenerator)

手 続 き(procedure)

デ ッ ドロ ッ ク

げ す

ア ハ ッ ク

(deadlock)

(debug,debugging)

ア バ ッ グ 支 援 プ ロ グ ラ ム

C4・7

C4・1

C2.5

C4・7,D2・5

(debuggingsupport

型 エ ミ ュ レ ー タ(integratedemulator)

C2・10

統合(調 整)の 仕組 B2・4

到 着 間 隔 の 分 布(distributionofinter-arrival

time)B1・4

動的 計 画法(dynamicProgrammin9)

program)

デ バ ッ

ー 、"

デマン ド処理

デマンド方式

グ文 組込 み

アバ ツグ ・モ ー ド

ア ブ ロ ッキ ン グ(deblocking)

(built-indebug)

(debugmode)

(demandprocessing)

(demandpaging)

テ ユ ア ル ・シ ス テ ム(dualsystem)

　 や

ア ユ フ レ ッ ク ス ・シ ス テ ム

C2・4

D2・5

C4・7

C2・5

D4・5

C2・5

C3・6

(duplexsystem)

(eleCtriCCirCUit)

C3・6

Cl・5

D4・4

動 的現 象(dynamicphenomena)

動的 再 配 置(dynamicrelocation)

動 的 な資 源 割 当 て

allocation)

電気回路

電源 (electricpowersource)

電子計算機システム安全対策基準(computer

systemsecuritystandard)

転送制御

伝送制御

伝送制御手順

(tranSmiSSiOnCOntrOl)

(tranSmiSSiOnCOntrOD

procedure)

伝 送 制 御 符 号

(tranSmiSSiOnCOntrOl

A4・4

C2・6

C3・8

C2・6,C3・8

(transmissioncharacter)

伝 達 制 御

テ ンプ レー ト(template)

〔ト〕

ドープ ・ベ ク トル

問合 せ/応 答 型 シ ステ ム

system)

(tranSmiSSiOnCOntrOl)

(dopevector)

(inquiry/answer

C3・8

C3.6

Cl.8

C1・8

C3・8

(dynamicresource

Bl・3

Bl・6

C4・3

C2・5

動 的 ネ ス テ ィ ン グ(dynamicnesting)C4・4

動 的 変 数(dynamicvariable)C1・8

動 的 リ ン ク(dynamiclink)'C4・3

動 的 割 当 て(dynamicallocation)Cl・7

投 入 産 出 分 析(inPut-outPutanalysis)__A4'5

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン(documentation)_D4・3

特 定 通 信 回 線(P「ivateline)C3'7

度 数 分 布(frequencydistribution)B1・1

ト ッ プ(ス タ ッ フ の)(top)Cl・2

ト ッ プ ダ ウ ン設 計(toP-downdesign)__D4・3

ドメ イ ン(domain)C2・9

ドラ イ バ(driver)C2・6

トラ ッ ク(truck)C3・2

ト ラ フ ィ ッ ク密 度(trafficintensity)Bl・4

トラ ン ケ ー シ ョ ン 法(truncationmethod)..C3・3

C4・7

D2・1

ト レー ス(t「ace)

ト レ ー ド ・オ フ(tradeoff)

〔ナ 〕

内生 事象(endegenousevent)

内 生 変 数(endegenousvariables)

内 部 記 憶 装 置(internalstorage)

内 部 牽 制(internalcontrol)

内 部 構 造(internalstructure)

内 部 組 織(internalorganization)

内部 断片 化(internalfragmentation)

Bl.6

Bl.6

C2.2

A2・5

C1・2

D4・1

CI・7
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内 部 分 類 法(internalsort)Cl'9

内 容 に よ る ア ド レ ス 付(contentaddressing)

C16

流 れ 図(flowchart)C1・5,C4・6,D2・3

ナ ップ ザ ッ ク 問 題(knapsackproblem).._B1・3

名 前(name)Cl・1

名 前 換 え(callbyname)C4・2

名 前 の 有 効 範 囲(scopeofname)C4・1

〔二 〕

二 次 局(secondarystation)C3・8

2次 計 画 法(quadraticprogramming)__.B1・3

二 重 化 方 式(dual)D4・5

2進 木(binarytree)Cl・3

2線 式 回路(two-wirecircuit)C36

日程 計 画(scheduling)D2・5

日本 的 経 営(Japanesewayofmanagement)

B2・4

interaction)

認 知 モ デ ル(cognitivemodel)

〔ネ 〕

ネ ス ト型 仮 想 機 械(nestedvirtualmachines)

C4・8

ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ(network

architecture)

B2・2

B2'4

入 出 カ イ ン タ フ エ ー ス(inPut<)utPutinter－

face)

入出 力 コマ ン ド

入出 力 ス ケシ ュー リング

入 出 力制 御(input◇utputcontrol)

入 出 力制 御 装 置(inputDutputcontrolunit)

入 出 力 装 置(inputつutputdevice)一.C2・3,C3・6

入 出 力 チ ャ ネ ル(inputDutputchannel).,.

入 出 力 負 荷 平 衡(1/Oloadbalancing)..._.。

入 出 力 割 込 み(inPut-outPutinterruPt)….

入 力 処 理 要 員(dataentrypersonnel)__

入 力 デ ー タ 作 成(dataentrymanagement)

入力 デ ー タの チ ェ ック

C2・3

(input-otitputcommand)

C2・3

(1/Oscheduling)

C2・5

C3・6

C2・3

C2.3

C2・5

C2・5

D4'2

D4・1

(inputdatacheck)

C2・9

B2・2

B2・2

B2・6

ネ ッ ・ト ワ ー ク 型DMS(networktypedata

managementSyStem)

ネ ッ ト ワー ク 計 画 法(networkProgrammin9)

ネ ッ ト ワ ー ク 構 造(networkstructure)

C2・3

C3・5

B1・3

ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム(networksystem)

ネ ッ ト ワ ー ク 分 析(networkanalysis)

〔ノ 〕

登 り 方(木 の)(traversalmethod)

〔ハ 〕

葉(leaf,terminalnode)

パ ー ソ ナ リテ ィ(personality)

バ ー チ ャ ル ・ コー ル(virtualcall)

PERT(ProgramEvaluationandReview

Technique)

C1・6,C3・3

C2・3,C2・7

D1・3

C1・3

人 間 一 機 械 系(man-machinesystem)...._

人 間 工 学(humanengineerin9)

人 間 的 問 題(humanfactorsindataP「ocessing

field)

人 間 と]ン ピ=L－ タの 相 互問 題(man-machine

PERT/COST

ハ ー ドウ エ ア ・シ ス テ ム(hardwaresystem)

・・一 ドウ ェ ア の選 択(hardwareselection)

!・一 ド ウ ェ ア の 発 注(hardwarepurchase)

パ ー マ ネ ン ト ・バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト

(permanentvirtualcircuit)

HIPO

HIPOチ ャ ー ト(HIPOchart)

配 線 論 理(wiredlogic)

排 他 制 御(exclusivecontro1)

バ イ ト(byte)

D1・6,D4・3

3

4

フ

ー

2

2

C

B

C

2

(
乙

1

1

1

〔∠

B

B

C

2

2

(∠

2

D

D

ワ

6

2

'
5

4

3

4
.

2

4
.

-

D

C

C

C

C
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L

配列(array)

配列 要 素 (arrayelement)

C1・4,C1・8

・C1 ・8

配列 要 素 のア ドレス計 算(addresscomPutation

ofanarrayelement)

・・イ レベ ル ・デ ー タ リン ク制 御 手順(high

Ieveldatalinkcontrolprocedure)

Cl・8

パ ケ ッ ト交換(packetswitching)

パ ケ ッ ト ・プ ロ ト コ ル (packetprotoco1)

C3・8

C3.7

バケット分割法

PASCAL

(bucketpartition)

パ タ ー ン 照 合(patternmatch)

パ タ ー ン認 識

ノこッ ク(pack)

ハ ツソ ユ表o(hashtable).._

ハ ッシ ュ 法(hashing)

ハ ッシ ン グ 関 数

バ ッ チ 処 理

バ ッ チ 処 理 方 式

発 注 点(reorderingpoint)

発 注 点 方 式

発 注 費(orderingcost)

バ ッ フ ァ(buffer)

バ ッ フ ァ リ ン グ(buffering)

バ デ ィ ・シ ス テ ム

(patternrecognition)

汎用 デ ー タ管 理 シ ステム

managementSyStem)

汎用 と専 用

〔ヒ 〕

PL/1

(generalizeddata

(generalizedversustailored)

C3・5

.,.Dl・4

C3・7

C3.3

C1・8

C1・10

B2・1

Cl.6

C1・1,C1・6,Cl・10

C1・9

(hashingfunction)

(batchprocessing)._...

(batch .processing)

C1・6

C2・4,D4・5

A4・1

(reorderingpointmethod)

(buddysystem・)

B1・5

_.B1・5

B1・5

C2・5

C3・6

Cl.7

パ フ ォー マ ンス尺 度

BPS(bitpersecond)

C1.8

C3・6

PPBS(planning,programming,andbudgeting

system)

ヒ ー プ

P命 令

(heap)

(P－く)peration)

非公 式 シ ステ ム

ビジ ネ ス ・ゲー ム

被制 御 記 憶

非線 形 計 画法

非対 称 形 シ ステ ム

A4・5,D1.4

C1・10

(informalmodel)

C4・5

A1・2

(businessgame)_D3・1,D3・2

(controlledstorage)C4・1

(nonlinearprogramming)_B1・3

(aSymmetriCSyStemOr

heterogeneoussystem)

ビ ッ ト

ビ ッ ト型

ビ ッ ト列

(bit)

(bittype)

(bitstring)

非 定 型 イ ノベ ー シ ョ ン (non-programmed

C2・8

C1・1

Cl・8

C1・8

innovation)

非 手 続 き型言語

B2・5

(performancemeasures)

B1・6

パラメタの受授

ロ 　

ハ フ メ タ ・ リ ス ト

バ ラ ン ス 型 分 類 法

パ ワ ー エ リ ー ト(powerelite)

番 地 取 り

byaddress)

(parameterpassing)

(parameterlist)

(balancedsort)

....,...Cl・8

C4・2

Cl・9

B2・5

(callbyreferenceあ る い はcall

(nonproceduallanguage)

非同期 式(asynchronous)

非 同期 制 御

ピボ ッ ト演算

ヒュー マ ン ・スキル

ヒュー マ ン ・フ ァク ター

(asynchronouscontro1)

(pivotoperation)

(humanskill)

(humanfactors)

C46

C3・6

C4,5

B1・3

D3・2

B2・2

D4・2

半 導体 記 憶 素子(semiconductorstorage

element) C2.2

半 重 通 信方 式(half・duPlexcommunication)

販 売 業 務(functionsinmarketing)

販 売 シ ス テ ム(marketingsystem)

販 売 情 報 シ ス テ ム(salesinfo「mationsystem)

A3・2

C3・6

A2・4

A2・4

ビ ュ ー ロ ク ラ シ イ 的 組 織(bu「eauc「atic

OrganiZatiOn) B2・4

表(table)

費 用

費用 管 理

(costofinformation)
、

(COStCOntrOl)

費 用 効 果 分 析

cost-benefitanalysis)

費 用 分 析(costanalysis)

費 用 見 積

評 価(evaluation)

Cl・4,C1・8

A3・7

(costeffectiveanalysis,

(cOSteStimating)

評 価 基 準(Criteria,CriteriOn)

D2・5

A1・3,Dl・5

D1・5

D2・2

D1・4

Al・3,Dl・5
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評価手続

標準化

(evaluationprocedure)

(standardization)

C2・1,

D2・2

標準原価

標準手続

標準問題

品質管理

(standardcost)

D2・1,D2・5,D4・3

(standardprocedure)

(benchmarkproblem)

(qualitycontrol)

/
0

3

ー

へ
∠

A

D

C2・10

D2・5

負 荷 分 担

符 号体 系

復 旧(recovery)

プ ッシ ュダ ウ ン

物 的 流通 シ ステ ム

物 理構 造

(10adsharing)

(codesystem)

D4・5

C2・10

(pushdown)

(10gistiCS)

(physicalstructure)

〔フ 〕

Cl・1 ,
物理 デ ー タ構造(physicaldatastructure)

C2.6

Cl・2

A2・2

C1・2,C3・3

フ ァ イ ル(file)C1・1
,C24,C3・3

フ ァ イ ル 管 理(filemanagement)C3.1

フ ァ イ ル 構 造(filestructure)C3.1

フ ァ イ ル 制 御 プ ロ ツ ク(filecontrolblock)

Cl.10

フ ァ イ ル 設 計(filedesign)D3・4

フ ァ イ ル 操 作(filemanipulation)C3.1

フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ(filedirectory)

C1・10,C3・3

フ ァ イ ル の 移 行(filemigration)C2.10

フ ァ イ ル の 障 害(filefailure)C2.9

フ ァイ ル の 割 当(fileassignment)C2.5

フ ァイ ル 編 成(fileorganization) 一..C2・4,C3・4

フ ァ イ ル 容 量(filecapacity)C34

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト(facilities

management)D4・1
,D4・3

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス

(facilitiesmanagementservice)D4・6

フ ィー ジ ビ リテ ィ ス タ デ ィ(feasibilitystudy)

A3・6

D2・4

ブ イ ー ドバ ッ ク(feedback)

フ ィ ー ドバ ッ ク ・コ ン ト ロ ー ル(feedback

control)

物 理 入 出 力(Physicalinput-output,PIO)..C2・5

物 理 レ コ ー ド(physicalrecord)_.C2・4,C2・5

浮 動 小 数 点 表 現(floatingPointrepresentation)

Cl・1

負 の エ ン トロ ピー

部 分 木(subtree)

部 分語

(negat三veentropy)_._Al・1

(part-word)

部 分語 のア ドレス付 け

Cl・3

C1'6

Al・1

ブ イ ー ル ド(field)

フ ィー ル ド ・ リサ ー チ(fieldresearch) _.D3・1ノ
VA(valueanalysis)Dl・5

フ ィ ジ カ ル 設 計(physicaldesign)
_Dl・1,D3・4

フ ィ ボ ナ ッ チ ・シ ス テ ム(Fibanaccisystem)

A3・1

C3・3

V命 令(V-operation)

FORTRAN

C1・7

C4・5

C1.8

C1.2

(part-wordaddressing)

Cl・6

部 分 範 囲 型(subrangetype)C1・7

部 分 文 字 列(substring)C1・2,C1・8

不 平 衝 型 手 順(unbalancedclassesofpro・

cedure)C3・8

プ ラ イ バ シ ー 保 護(Privacyprotection)._C4・4

フ レ ー ム 構 成(framestructure)C3・8

リ
フ レ ッ ク ス ◆(plex)C1.5

,Cl・10

フ ロ ー グ ラ フ(flowgraph)A1・2

プ ロ グ ラ ム(program)Cl・5

プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ン ト(P「09「amsegment)

C4・3

深 さ(depth)

プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト(programtest)

プ ロ グ ラ ム の機 能(function)

プ ロ グ ラ ム の 構 造(structure)

プ ロ グ ラ ム の 自 動 検 証(automaticverifi-

cation)

D2・5.

D2・3

D2・3

フ.ロ グ ラ ム の 性 能(performance)

プ ロ グ ラ ム 変 換(programconversion).._C240

プ ロ グ ラ ム 例 外(ProgramexcePtion)・ …-C2'9

プ ロ ジ ェ ク ト管 理(projectmanagement,

projectcontrol)D1・2

プ ロ ジ ェ ク ト計 画(management)D2・1

プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム 編 成(organizing

C4.7

D2・3
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pr()jectteams) D4・1

フ。ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト(project

management)

リ

フ ロセ ス

D4・3

(process)

分 類(sort)

分 類 法 の

C33

C2・4,C2・6

プ ロセ ス管理 プ ロ グ ラム(processmanage－

mentprogram)

プ ロ セ ス 制 御 フ ロ ッ ク(processcontro1

block)

C2・4

プ ロセ ス設 計

プ ロセ ス の同期

C2・4

(processdesign)D3・4

(processsynchronization)

ブ ロ ッ キ ン グ(blocking)

ブ ロ ッ ク(block)C1・1,C3・3

ブ ロ ッ ク構 造(blockstructure)C4・1

ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム(blockdiagram)・-Al・2

ブ ロ ッ ク 多 重 チ ャ ネ ル(block-multiPlexor

channel)C2・3

(protocol)

C2・4

C2・5

C2・3

B2・4

効 率(efficiencyofsortingmethod)

ペ ー ジ(page)

〔へ 〕

C1・9

C3・3

ぺ_ジ.テ ー ブ ル(pagetable)

ペ ー ジ ン グ(lpaging)

ベ ー ス ・ア ド レ ス

プロトコル

文化的文脈

分化 と統合

(CUItUralCOnteXt)

(differentiationandintegration)

B2・4

C1・10

C2・5

併(merge)

procedure)

並 行 型 プ ロセ ス

平 衡 木

併 合

平 衡 有向 グ ラフ

(baseaddress)

平 均 使 用 率(ave「ageutilization「ate)

平 均 値 の 法 則(Little'sformula)

平 均 到 着 率(averagearrivalrate)

C1・8

C3・9

Bl・4

C3・9

C3・3
口

平衡型手順クラス (balancedclassesof

(concurrentprocess)__.

、
(balancedtree)

分 類 法(mergesort)

(balanceddirectedgraph)

C3・8

C4・5

C1・3

C1・9

C1・5

分 枝 限 定 法(branchandboundmethod)一 －Bl・3

分 岐 接 続(multidroplink)C3・8

分 岐 装 置(branchunit)C3・6

分 岐 ノー ド(branchnode)C1・3

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス(distributeddatabase)

C3・10

分 散 型 ネ ッ トワ ー ク(distributednetwork)

C3・8

分 散 記 憶(scatterstorage)C1・6

分 散 処 理(distributedprocessing)C2・7

分 散 と集 中(disaggregationversusa99re-

gation,decentralizedversuscentralized)

Dl・4

文 書 化(documentation)D24,D1'2

分 析 手 法(analysistools,techniquesfor

analysis)Dl・3

分 析 と設 計 の反 復 性(theite「ativenatu「eof

theanalysisdesignprocess)D2・2

分 析 と総 合(analysisandsynthesis)D1・3

分 配 分 類 法(distributionsort)C1'9

併 列 処 理(parallelprocessin9)_._C2・2,C2・4

ヘ ッ ド(線 形 リ ス ト,キ ュ ー の)(head)-C1・2

ペ ト リ ・ネ ッ ト(Petrinet)C2・4

辺(edge)

変 革 推進 者 (changeagent)

変革 へ の抵 抗

変 化 へ の 対応

変 換(conversion)

変 数 の 有 効範 囲

変 調(modulation)

変 調 速 度

変調 装置(MODEM)

(resistancetochange)

(adaptizing)

(scopeofvariables)

(modulationrate)

Cl・3

B2・5

B2・5

A3・4

C1・1

Cl・8

C3・6

C3・6

C3・6

ボ ー(baud)

〔ホ〕

C3・6

ポ ー ト フ ォ リ オ 戦 略(portfoliostrategy)...A3・6

ポ ー ラ ン ド記 法(Polishnotation)Cl・3

ポ ー リ ン グ(polling)C3'8

ポ ア ソ ン 分 布(Poissondistribution)C3・9

ポ イ ン タ(Pointer)Cl・1,Cl・6,C3・3

ポ イ ン タ 型(Pointertype)C1・8
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報 告 制 度(reportingsystem)A2.5

保 管 費(holdingcost)B1.5

母 集 団(population)B1.1

補 助 記 憶 装 置(auxilia「ymemo「y,auxilia「y

storage・secondarystorage)C1・2
,C2・2

補 数(complement)Cl.1

ホ ス ト言 語 方 式(hostlanguagesystem)..C3・10

保 守 料(maintenancefee)D4'4

保 全 性(inte9「ity)D2'2

保 存 則(conse「vationIaw)Bl・4

ポ ップ ア ッ プ(POPUP)C1'2

ボ トム(bottom)Cl.2・

保 護(Protection)C2・5,C2・9

ポ ラ チ ェ ッ クー ヒ ン チ ン の 公 式(Pollaczek- 、

Khinchine'sformula)B1 ・4

翻 訳 時 機 能(compile-time-compilation)・ ・,C4・1

〔マ 〕

マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム(microprogram)C2・2

前 処 理 ル ー チ ン(Pre-Processor)C4'1

マ ク ロ機 能(macrofunction)C4.1

マ ク ロ ・プ ロセ ッサ(macroprocessor) _.C2・4

マ ジ ッ ク ・ リ ス ト(magiclist)C1・2

マ ス タ ー プ ロ ダ ク シ ョ ン ス ケ ジ ュ_ル_A2・2

待 ち(イ ベ ン トの)(wait)C4・5

待 ち行 列(queue)C3・9

待 ち 行 列 モ デ ル(queuingmodel)C2'10

待 ち 行 列 理 論(gueuingtheo「y)C3'9

マ ッ ピ ン グ(mapping)D2・4

マ ネ ー ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル(manage ・

mentcont「ol)B2 ・4

マ ネ ー ジ リ ア ル ・グ リ ッ ド(managerialgrid)

〔ミ 〕

ミ シ ン グ ・ペ ー ジ ・フ ォ ー ル ト(missingPage

fault)

見 出 し付 探 索(indexedsearch)

密 結 合 シ ス テ ム(tightly-coupledsystem)..C2・8

ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト(middlemanagement)

C2・5

Cl.9

A3・3

〔ム 〕.

無 利 子 債 務(passivedebt)A2・3

〔メ 〕

メ ー ル ボ ッ ク ス(mailbox)C2・8

命 令 ミ ッ ク ス(instructionmix)C2・10

メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー(messagequeue)__..C2・6

メ ッセ ー ジ 交 換 シ ス テ ム(messageswitching

system)C3.8

メ ッ セ ー ジ 交 換 装 置(messageexchanger)..C2・3

メ ッセ ー ジ 制 御(messagecontrol)C2・6

面接(interview) D1・3

B2・3

C2・8

Cl・1

〔モ 〕

網 状 ネ ッ ト ワ ー ク(network)C3'8

目的(objective)A1・3.D1・4

文 字 型(charactertype)C1・8

モ ジ ュ ー ル 化(modulation,.modularity,

designmodulation)C4・8
,D2・3,D2・5

モ ジ ュ ー ル 単 体 テ ス ト(moduleunittest)

マ ル チ ポ ー ト(multiport)

丸 め(round)

マ ン'ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(m…ch・d・li。g)

B1.2

満 足 度(satisfaction)A3・7

マ ン ー マ シ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス(man-machine

interface)A3・5
,B2・2

C4.7

モ ジ ュ ー ル の 強 度(modulestrength)._._D2'3

モ ジ ュ ー ル の 結 合(modulecoupling) .,_.。D2・3

文 字 列(string)C1・2,C1・8

文 字 列 型(stringtype)Cl・8

文 字 列 照 合(matchin9)C1"2

文 字 列 操 作(characterstringmaniPulation)

Cl・10

文 字 列 編 集(textediting)Cl・2

モ デ ル(mode1)A1・2 ,A3・3

モ デ ル 化(modelbuilding)Bl・6,D1・3

モ デ ル ・パ ラ メ タ(modelparameter)__Bl・6
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モ ニ タ リ ン グ(monitoring)C2・10

問 題 仕 様 書(problemspecification)C4・6
1

問 題 の 定 義(definitionofaproblem)__D3・4

〔ユ 〕

有 向 木(orientedtree)C1'3

有 向 グ ラ フ(directedgraph)Cl・5

優 先 権 の あ る待 ち 行 列(Priorityqueue)…Bl'4

優 先 順 位 待 ち行 列(priorityqueue)・ …-Cl・10

有 線 電 気 通 信 法(wiretelecommunication

law)C3・7

'〔 リ 〕

リー ダ ー シ ップ(leadership)B2・3.D4・2

リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム(realtimesystem)

C3・8

リアル タイ ム ・シ ス テム 開 発(developmentof

「ealtimesystem)A3・2

リ ア ル タ イ ム 処 理(realtimeprocessing)

A3・5,D4・5

輸 送 問 題(transportationproblem)Bl・3

輸 送 路(transPo「tationnetwo「k)Cl'5

〔ヨ 〕

要 員 管 理(managingPersonne1,managing

computerpersonnel)Dl・2,D4・2

9要 員 の 能 力(pe
rsonnellevel)D4・2

要 員 の 分 類(classificationofPe「sonnel)'"D4'2

要 員 の ロ ー テ ー シ ョン(jobrotation)… …D4・2

要 求 仕 様 技 術(「equi「ementssPecification、

D1・6technique)

要 素

要 望(needs)

(element)

横割関係構造

予算管理

予算統制

予測

欲求(need)

呼び出し手順

予備調査

予防保全:

(budgetcontrol)

(budgetarycontrol)

(forecasting)

(CallingSeqUenCe)

(preliminaryinvestigation).._..D1・3

PM(preventivemaintenance)

D2・5

C1・4

D1・4

B2・4

A2・1

A2・5

D1・3

B2・I

C4・2

〔ラ 〕

ラ イ ブ ラ リ ア ン(librarians)D4・2

ラ イ ン ・バ ラ ン ス(line-balallcing)A2・2

ラ ン ダ マ イ ジ ン グ(randomizing)C3・3

ラ ン ダ ム 化 技 法(randomizetechnique)i-C1・10

リア ル タ イ ム処 理方 式(realtimeprocessing)

離散分布

リスト

(discretedistribution)

(list)

A4・1

B1・l

Cl・8

リ ス トに よ る 文 字 列 表 現(cha「acte「st「ing

representationbylists)C1・10

リ ス ト処 理(listprocessing)C4・1

リ ス ト表 現(listrepresentation)C3・3

リ ス ト要 素(listelement)C1・8

LISP(ListProcessor)C1・3,Cl・8,C1・10

LISPl.5Cl・5

リモ ー ト処 理(remoteprocessing)C2・7

リモ ー ト ・バ ッ チ(remotebatch)C2・4

リモ ー ト ・バ ッ チ ・シ ス テ ム(remotebatch

system)C3・8

リモ ー ト ・ メ イ ン テ ナ ン ス(remotemainte'

(accounting)

利 用 者 マ ニ ュ ア ル(use「'smanual)

両 方 向2進 木(two-waybinarytree)

両 方 向 リ ス ト(two-waylist)

両 方 向 連 結(doublelinkage)

リ レ ー シ ョナ ル ・モ デ ル(relationalmodel)

D2・4

nance)

料金 計算

C2・9

C2・4

C4・6

C1・3

Cl・2

Cl・2

理 論 と実 際(theoryandpractice)D3・3

リ ン グ 構 造(ringstructure)Cl・5,C3・3

リ ン グ保 護(ringprotection)C29

リ ン ケ ー ジ ・エ デ ィ タ(linkageeditor)・ ….C2・4

リ ン ケ ー ジ ・フ ォ ル ト(linkagefault).;._C4・3

輪 講 の や り方(readingassignment)B2・6

隣 接 未 使 用 空 間(adjacentfreespace).._.C1・7
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ル ー プ(loop,cycle)

レイ ア ウ ト

例 外事 項

例 外管 理

レコー ド

レスポ ン ス

〔ル〕

〔レ〕

C1・5

列方向の割当て

レベル(ノ ー ドの)

連係編集プログラム

連結グラフ

連結割当て

連想記憶

連想記憶装置

連想三つ組

連続生産

A2・2

(exception)A2・5

(managementbyexception)_..A3・1

(record)Cl・1,Cl・8,C3・3

(response)C3・8

(column・wiseallocation).Cl・4

(level)C1・3

(linkageeditor)C4・2

(connectedgraph)C1・5

(linkedallocation)C1・6

(associativememory)Cl・6

(associativestorage)C2・2

(associativetriple)CI・10

(continuousproductionsystem)

A2・2

(continuousdistribution)

路(path)

ロ ー ダ(loader)

ロ ー デ ィ ン グ

〔ロ 〕

(loading)

ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル(loadmodule)

ロ ー ル ・プ レイ ン グ(「oleplaying)

ロ ジ カ ル 設 計(logicalsystemdesign).__

ロジ カル と ブ イ ジ カ ル 設 計 の 差 異(distinction

oflogicaldesignfromphysicaldesign)..D1・6

ロ ッ ク(lock)C2・4

論理(logic)

論理型

論理空間

論理構造

連続分布

レンタル費 (rentalcosts)

Bl.1

D4・1

C1・5

C2・4

C4・3

C2・4

D3・1

Dl・1

(logicaltype,Booleantype)

(10gicalspace)

(IOgiCalStrUCtUre)

C1・1

CI.8

C2・5

論 理 デ ー タ構 造(logicaldatastructure)

論 理 的 シ ス テ ム(logicalsystem)

論 理 入 出 力(logicalinPutDutPut,LIO)・ …C2・5

論 理 レ コー ド(logicalrecord)C2・4,C2・5

〔ワヨ

C1.1,C1.2,C3.3

_D2・4

Al.5"

ワ ー キ ン グ ・セ ッ ト(workingset)

割 当 て(allocation)

割 当 問 題(assignmentproblem)

割 込 み 処 理(interruptprocessing)

C2・5

Cl・4

Bl・3

C4・1
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1

索 引(II)

[Al

Absoluteaddressing(絶 対 ア ド レス 付 け)

C卜8

Abstraction,(抽 象 化)C4・8

data,(デ ー タ の)C1・8

Acceptancetest(受 入 れ テ ス ト)C4・7

Access,(ア ク セ ス)Cl・2

sequential,(順 次)C3・3

random,(直 接 ・)C3・3

Accessconfliction(ア クセ ス の 競 合)..C2・8

Accesscontrol(ア ク セ ス制 御)C2・9

Accessmechanism(ア クセ ス機 構)_.C3・2

Accessmethod(ア ク セ ス手 法)C2・4

Accesstime(ア クセ ス 時 間)_..C2・2,C3・4

Accounting(料 金 計算,ア カ ウ ン テ ィ ン グ)

C2・4,C2・9

Accountinginformationsystem

シ ステ ム)

Q

relative,(相 対)Cl・8

sequential,(順 次 割 当 て)C1・6

Adjacentfreespace(隣 接 未 使 用 空 間)

Adjustablearray(整 合 配 列)

Adjustabledimension(整 合 寸 法)

Algebraicformula(.代 数 式)

ALGOL

Algorithm(ア ル ゴ リ ズ ム)

Allocation,(割 当 て)

colum-wise,(列 方 向 の

dynamic,(動 的)

linked,(連 糸吉)

rOW-wise,

sequentia1,

forsymmetricmatrix

(行 方向 の)_._.

(逐 次型)

(対 称行 列 の

Cl・7

Cl・8

.....C1・8

Cl・3

Cl・8

Dl・5

Cl・4

)...Cl・4

Cl・7

Cl・6

Cl・4

Cl・4

)

Cl・4

(会 計情 報

A3・2

Accountingsystem(会 計 シ ス テ ム)._Al・6

Achievement(達 成 率)D2・6

Activationrecord(活 動 記 録)C1・8

Adaptizing(変 化 へ θ)対 応)A3・4

Addition(追 加 ・ リ ス ト要 素 の)Cl・2

Addtess,(ア ド レ ス)Cl'l

base,(ベ ー ス ・)Cl・8

callby,(番 地 取 り)C4・2

*Addresscomputation=

ofanarrayelement(配 列 要 素 の ア ド

レ ス 計 算)

Addressmapping

Addressspace

*Addressing:

absolute,,

content,

direct,(直 接

(ア ド レ ス 変 換)

(ア ド レ ス空 間)

(ア ド レス 付 け)

(絶 対)

(内 容 に よ る)

)

immediate,(即 値)

indirect,(間 接)

open,(開 放 ア ド レ ス方 式)

part-ward,(部 分 語 の)… …

C卜8

......C2・5

C2・5

Cl・8

_....Cl・6

Cl・6

CL6

C1・6

C3・3

Cl・6

fortri-diagonalmatrix(三 重 対 角 行 列 の 一)

Cl・4

fortriangularmatrix(三 角 行 列 の 一)Cl・4

Alternatives,(代 替 案)A1・3

evaluationof,(シ ス テ ム 代 替 案 の

評 価)D3・4

Amplitudemodulation(振 幅 変 調)_C3・6

*Analysis:(分 析)

techniquβsfor,(手 法)…-Dl・3

0fpresentoperation(現 状)D3・4

andsynthesis(と 総 合).._Dl・3

*Analysisdesignprocess:

theinteractivenatureofthe,(分 析

と設 計 の 反 復 性)D2・2

Analysistools(分 析 手 法)D1・3

Ancestor(祖 先)C1・3

ApPlicationprogram(応 用 プ ・ グ ラ ム)…C24

Applicationprogramer(ア プ リ ケ ー シ

ョ ン ・プ ロ グ ラ マ)D2・4

Approximationtheory(近 似 理 論)_B1・4

Architecture(ア ー キ テ ク チ ャ)._C2・1,C2・2

1evelof,(の レ ベ ル)C2・1

network,(ネ ッ トワ ー ク ・)_C2・3

一129一



o

Arithmeticlogicunit;ALU(演 算 論 理 装

置)C2.2

Array,(配 列)Cl・4
,Cl・8

adjustable,(整 合)Cl・8

highdemensional,(高 次 元)

C1・6

multi"dimensional,(多 次 元

representationofnetworkstructure

(一 般 の 構 造 の 配 列 表 現)

representationoftrees(木 の 配 列 表

現)

)

C1・4,C1・8

Cl・5

Cl・3

Arrayelement,(配 列 要 素)

addresscomputationofan,(

の ア ド レ ス 計算)

Arrowdiagram(ア ロー ・ダ イ ヤ グ ラ ム)

Artificialvariable(人 為 変 数)

ASP

hierarchyof,(

Automaticflowcharting

成)

の階 層化)..B2・4

(自 動 流 れ図 作

Automaticstorage

Auxiliarymemory

(自 動 記 憶 域)

(補 助 記 憶 装 置)

Cl・1,C2・2

(補 助 記 憶 装 置)

C1・1,C2・2

...._.C2・9

_._C3・9

C3・9

C4・6

C4・1

Assembler(ア セ ン ブ ラ)

Assignmentproblem(割 当 問 題)_ .

Associativememory(連 想 記 憶) 一_...

Associativestorage(連 想 記 憶 装 置) ..,.

Associativetriple(連 想 三 つ 組) .__C1.10

Asymmetricsystem(非 対 称 形 シ ス テ ム)

C2・8

Asynchronous(非 同 期 式)

Asynchronouscontrol(非 同 期 制 御)

Attitude(態 度)

Cl・8

Cl・8

Bl・2

Bl・3

Cl・10

C2・4

Bl・3

Cl・6

C2・2

Attitudechange(態 度 変 容)

Attitudetest(態 度 測 定 法)

Attribute(属 性)

Audit(監 査)

Auditofpayment

*Auditing=

(支 払 証 査)

systemperformance(シ ス テ ム 監 査)

C3・6

..C4・5

B2・3

B2・3

B2・3

D2・4

A2・l

A2・3

D2・6

Auditingsystem(監 査 シ ス テ ム).._.D4・5

*Authority:(権 限)

delegationof,(委 譲) __..A3・4
`

Auxiliarystorage

Availability(ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ)

Averagearrivalrate(平 均 到 着 率)

Averageutilizationrate(平 均 使 用 率)

α 一 βmethod(α 一 β 法)Cl.10

[B】

Baseaddress(ベ ー ス'ア ドレ ス) __.Cl・8

Basicsolution(基 底 解)Bl.3

Batchprocessing(バ ッ チ 処 理 方 式,バ ッ

チ 処 理,一 括 処 理)

A4・1.C2・4.C4・7,D4・5

Baud(ボ ー)C3・6

*Behavior:(行 動)

1awof,(の 法 則)B2・1

typeof,(の タ イ プ)A3・l

Behavioralpattern(行 動 様 式)B2.3

Benchmarkproblem(標 準 問 題). _.C2・10

Bestfit(最 適 適 合)Cl・7

Binarytree,(2進 木)C1・3

complete,(完 全2進 木)Cl・3

1abeled,(デ ー タ つ き2進 木)_.,Cl・3

representationofgel〕eraltrees(一

般 木 の2進 表 現)Cl・3

two-way,(両 方 向2進 木)
.Cl・3

Bit,(ビ ッ ト)C工 ・1

check,(検 査 ビ ッ ト)CI.1

Bit 。string(ビ ッ ト列)q・8

Bittype(ビ ッ ト型)C1・8

Block,(ブ ロ ッ ク)C3・3
,Cl・l

control,(制 御)C2・5

index,(索 引)C3・3
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variable,(可 変)C1.7

Blockdiagram(ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム)

Al・2

Blockstructure(ブ ロ ッ ク構 造)C4・l

Block-multiplexorchanne1(ブ ロ ッ ク 多

重 チ ャ ネ ル)・

(降 路)

Bottom(ボ トム)

Bottom-updesign

BPS(bitpersecond)

Branch(枝)

Blocking(ブ ロ ッキ ン グ)

Booleantype(論 理 型)

Bottleneck

(上 昇型設計)

C2・3

C2・5

C1・8

C3・9

Cl・2

.__.C4・8

C3・6

Cl・3

Branchandboundmethod(分 枝 限 定 法)

B1・3

Branchnode(分 枝 ノ ー ド)Cl.3

Branとhunit(分 岐 装 置)C3.6

Brother(兄 弟)C1・3

Bucketpartition(バ ケ ッ ト分 割 法)._.C3・3

Buddysystem(バ デ ィ ・シ ス テ ム)_.Cl・7

Budgetcontrol(予 算 管 理)A2・l

Budgetarycontrol(予 算 統 制)A2・5

Buffer,(バ ッ フ ァ)C2・5

highspeedbufferstorage(高 速 緩 衝

記 憶 装 置)C2・2

Careerpath(経 験 の レ ベ ル)D4・2

*Case(s):

collectionof,(ケ ー ス の 収 集).__D3・1

0「9anizationof,(ケ ー ス の 作 成)_D3・1

test,(テ ス ト ・ケ ー ス)C4・7

Caseexercise(ケ ー ス実 習)D3・3

Casematerial(ケ ー ス 資 料)・D3・3

Casemethod(ケ ー ス ・メ ソ ッ ド)

D3・1,D3・2

Casepresentation(事 例 紹 介 の や り方)

B2・6

Casestudies(ケ ー ス 実 習)D3・3

*Case-training:

grouporganizationfor,(グ ル ー プ内

組 織)B2・6

methodof,(課 題 訓 練 の や り方)_B2・6

Cashsettlement(現 金 決 済)A2・3

Catalogue(カ タ ロ グ)D2・2

Causalrelations(因 果 関 係)Bl・6

CCITTX.25C3・7

Centrallimittheorem(中 心 極 限 定 理)

Bl・1

Buffering(バ ッ フ ァ リ ン グ)C3・6

Businessgame(ビ ジ ネ ス ・ゲ ー ム)

b3.1 ,

Byte (バ イ ト)

D3・2

Cl・1

[C]

Cache(キ ャ ッ シ ュ)C2・2

CAI(computera§sistedinstruction)A4・5

Callbyaddress(番t也 取 り)C4・2

Callbyname(名 前 換 え)C4・2

Callbyreference(番 地 取 り)C4・2

Callbyresult(結 果 取 り)C4・2

Callbyvalue(値 と り)C4・2

Callingsequence(呼 び 出 し手 順)_._.C4・2

Capability(資 格)C2・9

Centralization,decentralizationandcentrali-

zation(集 権 化 ・分 権 化 ・再 集 権 化)

B2・4

Centroid(重 心)

Chainstructure

*Change:(変 革)

OrganiZatiOn,

planned,(言

reSiStanCetO,(

(チ ェ イ ン構 造)

Cl・3

__.Cl・10

(組 織)

十画 的)

へ の 抵 抗)-

Changeagent(変 革 推 進 者)

*Channe1:(チ ャ ネ ル)

block-multiplexor,(ブ ロ ッ ク 多 重

B2・5

B2・5

B2・5

B2・5

) C2・3

input'output,(入 出 力

multiplexorchannel,(多 重

).....C2・3

)

C2・3

selecto「,(選 択)C2・3

Channelprogram(チ ャ ネ ル ・ フ。ロ グ ラ ム)

一131－

r



、

C2・3

Character(字)Cl.1

*Characterstring;(文 字 列)

manipulation(操 作).__Cl・10

representationbylinearmemory(線

形 記 憶 に よ る 表 現)Cl.10

representationbylist(リ ス トに よ る

表 現)Cl.10

Charactertype(文 字 型)Cl・8

Chargeout(コ ス ト配 賦)D4.4

Checkbit(検 査 ビ ッ ト)Cl.1

Checkpoint(チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト)

Cl・6,C1・9

Chemicalformula(化 学 式)Cl、5

*Classesofprocedure:(手 順 ク ラ ス)

balanced,(平 衡 型)C3・8

unbalanced,(不 平 衡 型)_t-C3・8

Client(雇 頁客)B2・5

Closedshop(ク ロー ズ ド ・シ ョッ プ)._D4・5

COBOLCI・8

CODASYL(theConferenceonData

SystemsLanguage)D2・4

Codeconversion(コ ー ド変 換)C3・6

Codedesign(コ ー ド設 計)D2・3

Codesystem(符 号 体 系)C2・10

Coding(コ ー ドイヒ)Cl・1

Codingspecification(コ ー デ ィ ン グ仕 様

書)C4.6

Cognitivemodel(認 知 モ デ ル ・)B2.4

Collision(衝 突)Cl・6

Command,(コ マ ン ド)C3・8

input-output,(入 出 力)._..C2・3

0Perator,(オ ペ レー タ ・)_C2・4

Commandchanning(コ マ ン ド ・チ ェ イ

ニ ン グ)C2・3

Commonbus(共 通 バ ス)C2・8

Communication,(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)

full-duplex,

half-duplex,

B2・2

(全 二 重 通 信 方 式),....C3・6

(半 二 重 通 信 方 式).._C3.6

simplex,(単 向 通 信 方 式)C3.6

Communicationcontrolunit(通 信 制 御

装 置)C2・3
,C3・6

Communicationcontroller(通 信 制 御 装

置)C2・3
,C3・6

Communicationfacility(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ン機 能)C3.1

Communicationline(通 信 回 線)C3.6

Compatibility,(互 換 性)C2・10

data,(デ ー タ)C2・10

up-ward,(上 位 方 向).__C2.10

Competitor(競 争 相 手)A2"4

Competitivebidding(競 争 入 札)D2.2

Compile-time-compilation(翻 訳 時 機 能)

C4・l

Compiler(コ ン パ イ ラ)C2・4

Compilerdiagnostics(コ ン パ イ ラ診 断)

D2・5

Complement(補 数)Cl.1

*Computer:(コ ン ビ ュ ー'タ)

characteristicsofcomputerindustry

(情 報 産 業 の 特 性)A4・2

costsandpricingofcomputerservices

(サ ー ビ ス の 費 用)D1・5

managlngcomputeroperation

(運 用)D4・l

managingcomputerpersonne1(

.要 員 管 理)
,D4・1,D4・2

selection(機 種 選 択,機 種 選 定)

D4・4,D4・1

Computercentermanagement(セ ン タ ー

運 営,コ ン ピ ュ ー タ室 の運 営)..D4・1,D4・5
ぼ

Computernetwork(コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ

ト ワ ー ク)D4・1,C3・8

Computersecurity(安 全 対 策 と機 密 保 護

コ ン ピ ュ ー タ機 密 保 護)A4・4
,D4・1

Computersystem,(コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス

テ ム)C3・6

queuesin,(計 算機 シ ステ ムに お け る

待 ち行 列)Bl・4
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securitystandard

ム 安 全 対 策 基 準)

unitsof
,

Concatenation

(

(電 子計算機システ

(接 続

Concurrentprocess

Conditioning(条 件 づ け)

Conflictresolution(コ ン フ リ ク ト解 決)

A4・4

の 構 成 要 素)__C2・2

文 字 列 の)_.,..Cl・2

(並 行 型 プ ロ セ ス)..C4・5

B2・1

Conservationlaw

Constraint(制 約)

Consultant

Contention .

*Controlaction:

characteristicsof
,

Controlblock
,

file(フ ァ イ ル,

process,

(保 存則)

(コ ンサ ル タ ン ト)

(コ ン テ ン シ ョン)

(操 作特性)

(制 御 ブ ロ ック)

Costanalysis(費 用 分 析)

Cost-benefitanalysis (費 用効果分析)

Costconcept(原 価 概 念)

Costcontro1(費 用 管 理,コ ス ト管 理)

Dl・5

Al・3Dl・5,

Al・6

B2・4

B1・4

Bl・3

D4・6

C3・8

(プ ・ セ ス

)

task,(タ ス ク

Controlsection

ヨ ン)

)

)

_..B2・2

C2・5

Cl・10

C24

Cl・10

(コ ン ト ロ ー ル ・セ ク シ

Controlstorage(制 御 記 憶)

Continuousdistribution

Contructualaspects

Conversationalprocessingsystem

シ ス テ ム)

Conversion ,

code,

program,

system,

Coroutine

(連 続分 布)・,・

(契 約 の観 点)_∵

(会 話

C4・2

C2・2

Bl・1

D4・4

(変換)

(コ ー ド )

(プ ロ グラ ム

(シ ステ ム切 換)

C3・8

C1・1

C3・6

)… ・C2・10

(コ ル ー チ ン)

Corporatesystemdivision

部 門)

*Cost(s):

holding,

ordering,

renta1,

standard

(企 業 シ ステ ム

D2・6

C4・3

(費 用,経 費)

(保 管費)

ofinformation

(発 注 費)

D4・3

,

ofsystem

Costaccounting

(情 報の費用)

(レ ン タル 費)

(標 準原 価)

(シ ステ ム の コ ス ト)

(原 価 計 算)

Bl・5

.....,A3・7

Bl・5

D4・1

Al・6

_.Dl・5

Al・6

Costeffectivenessanalysis (費 用効果分析)

Costestimating

Cost/performance

Cost-performance

ス)

( .費用見積)

(行 動 基準)

D2・5,D4・1

A1・3,Dト5

D2・2

(コ ス ト パ フ ォ ー マ ン

A2・5

CPM(criticalpathmethod)

Creditlimit(信 用 限 度)

Creditmanagement

Criteria(言 平価基 準…)

(債 権 の管理)

Criterion(評 価 基 準)

Criticalpath

Criticalsection

ン)

(ク リ テ ィ カ ル ・パ ス)__

(ク リ'テ イ カ ル ・セ ク シ ョ

A3・6

Bl・2

A2・3

......A2・3

Al・3

Dl・5

Bl・2

(ル ー プ)

Cycletime

Cylinder

Crossbar(ク ロ ス バ ー)

Culturalcontext

Cutover(シ ステ ム切 換)

Cycle

(文 化的文脈)

(サ イ クル 時 間)

Cyclicredundancycode

(シ リンダ)

(巡 回符号)

[D]

Data,(デ ー タ)

abstraction(

compatibility(

generation(

independency(

C2・4

C2・8

B2・4

D2・5

C1・5

C2・2

,..C2・9

C3・2

の抽象化)

の生成)

C1・l

Cl・8

の 互 換 性)・C2・10

C3・5

integrity(

privacyof,(

protectionof,

type(

Dataadministrator

の完全性)

の機密)

)

ー

型の

の 独 立 性)

C2・4,C3・5,C3・10

C2・4

D2・4

の 保 護)_,D2・4

C1・1

(デ ー タ管理 者)._D2・4
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Databank(デ ー タ バ ン ク)

Database,(デ ー タ ベ ー ス)

accuracyandsecurity(

性 と 機 密 保 護)

distributed,(分 散 型).__C3・10

Databaseadministration(デ ー タ ベ ー ス

管 理)D4.3

A3・3

C2・4,C3・1,D2・4

の 正 確

A4・4

Databaseadministrator(デ ー タ ベ ー ス管

Databasemachine

　者

ー

理

ン

C3・10,D4・2

(デ ー タ ベ ー ス ・マ シ

C2.2

Databasemanagementsystem(DBMS;デ ー

タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム)

Databasestructure

C2・4,C3・5,D2・4

(デ ー タ ベ ー ス と そ の

A3・5

Databasesystem(デ ー タ ベ ー ス ・シ ス

(.、 イ レベ ル.デ ー タ リ ン ク制 御 手 順)

C3・8

Datamanagement(デ ー タ 管 理)__..D4・5

*Datamanagementsystem:(DMS;

デ ー タ 管 理 シ ス テ ム)

generalized,(汎 用)C3・5

hierarchical,(階 層 型DMS)C3・5

i。y,,t,d,(逆DMS)C3、5

networktype,(ネ ッ トワ ー ク型

DMS)C3・5

構造)

テム)

Database/datacommunication(DB/DC)

C3・10

C3・10,D2・4

Datachaining(デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ)

Datadefinition(デ ー タ 定 義)

Datadescriptionlanguage(DDL;デ ー タ

記 述 言 語)C3・5,D2・4

Datadispatchingsystem(デLタ 分 配 シ ス

テ ム)C3.8

Dataentry,(デ ー タ入 力)

management(入 力 デ ー タ作 成)一.

personne1(入 力 処 理 要 員)

service(デ ー タエ ン ト リ ・サ ー ビ ス)

C2・3

C3・5

Datagatheringsysterh(デ ー タ収 集 シ ス

B2・2

D4・l

D4・2

D4・6

C3・8

D2'4

A3・2

C3・3

C3・8

Datamanipulationlanguage(DML;デ ー タ

操 作 言 語)C3.5,D2.4

*Dataprocessing:

featuresofdata`processingdivision

(情 報 処 理 部 門 〃)特 質)B2・6

humanfactorsindataprocessingfield

(人 間 的 問 題)B2・6

insurancefor,(情 報 化 保 険)....._A4・2

Datastructure,(デ ー タ 構 造)

logica1,(論 理)

physical,(物 理

Datasublanguage(デ ー タ サ ブ ラ ン ゲ ー

ジ)

C2・4,C3・3,C4・l

D2・4

)D2・4

D2・4

Datatransmissioncircuit(デ ー タ伝 送 回

テ ム)

Datainput

Dataitem

Datalink
,

Dataindependence(デ ー タ独 立) .._.

(デ ー タ イ ン プ ッ ト)._._

(デ ー タ 項 目)

(デ ー タ ・ リ ン ク)

highleveldatalinkcontrolprocedure

線)C3・6

Datatype,(デ ー タ型)C1・8,C4・8

abstract,(抽 象).._.Cl・8,C4・8

DB/DC(デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ

ケー シ ョン)C3・l

Deadlock(デ ッ ドロ ッ ク)C2・5

Deallocation(記 憶 域 σ)解 放)C1・8

Deblocking(デ ブ ロ ッキ ン グ)C2・5

Debug,(デ バ ッ グ)C4・7,D2・5

built-in,(文 組 込 み)D2・5

Debugmode(デ バ ッ グ ・モ ー ド) .......C4・7

Debugging,(デ バ ッ ギ ン グ)__C4・7,D2・5

0nline,(オ ン ラ イ ン ・デ バ ッ ギ ン グ)

C4・7

Debuggingsupportprogram(デ バ ッ グ支
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援 プ ロ グラ ム)

Decentralizedversuscentralized (分 散 と

C2・4

集中) Dl・4

*Decision:

authoritativeinnovation,

ノベ ー シ ョ ン意 思 決 定)

collectiveinnovation,

べ ー シ ョン 意 思、決 定)

(権 威 的イ

(協 同 的 イ ノ

B2・5

synthetic,(総 合 判 断)

Decisiongridchart(デ シ ジ ョ ン ・グ リ ッ

ド ・チ ャ ー ト)C4・6

*Decisionmaker:

managementlevelof,

レベ ル)

B2・5

D2・6

(意 思 決定 者 の

A3・1

Decisionmaking,

programmed,

Decisionprocess,

innovation ,

(意 思決定) B1・6

(グ)定 型 化)...A3・1

(意 思 決 定 過 程)........A1・4

(イ ノベ ー シ ョ ン)

Decisionroom

Decisionrule

Decisiontable

ブ ル)

(デ シ ジ ョン ルー ム)

(意 思決 定 ルール)

(決 定 表,⊇""

・B2・5

_.A3・5

Bl・6

Declaration,(宣 言)

type,(型)

ア ン ソ ヨン ア ー

Al・2C4・6D1・3,,

Defaultinterpretation(省 略 時 解 釈)

Degree(次 数,節 σ))

Degreeofdependenceofloanpayable

(借 入 金 依 存 度)

Deletion'(削 除,

Demandprocessing

Cl・8

Cl・8

...C4・1

Cl・5

Depth(深 さ)

Dequeue

Descendant

リス ト要素 の)

(デ マ ン ド処 理)

(デ キ ュ ー)

(子 孫)

Descretedistribution

Designspecification

Deskchecking

Deviceinspection

Devidingmethod

Dictionary(辞 書)

A2・3

C1・2

_,D4'5

CI・2

(離 散分布)

(設 計仕様書)

(机 上チェック)

(機 器検査)

Cl・2,C1・6

Cl・3

(除 算法)

Differentiationandintegration

統 合)

(分 化 と

B2・4

Directaccessstoraggdevice

セ ス記 憶 装 置)

Directaddressing

Directfile

(直 接 ア ク

(直 接 編 成 フ ァ イ ル)

Directandindirectbenefit(直 接 効 果 と

間 接 効 果)

*Directory:

file,

C3・2

(直 接 ア ド レ ス イ寸け)..Cl・6

C3・3

(デ ィ レ ク ト リ)

(フ ァ イ ル )

m、n、g・m・nt(管 理)

Disaggregationversusaggregaロon

(分 散 と集 中)

Dl・5

Cl・10C3・3,

C3・5

Dl・4

Dispatching

Display(デ ィ スプ レ イ)

Distributedprocessing

Documentation(文 書 化,

シ ヨ ン)

(デ ィ ス パ チ ン グ)..A2・2,C24

。C1
・8

(分 散 処 理)......C2・7

ドキ ュ メ ンテ ー

D1・2

Domain(ド メ イ ン)

Drillandpractice

Driver(ド ラ イ バ)

Dryrun(机 上 チ ェ ッ ク)

Dual(二 重 化 方 式)

Dualsystem

Dualitytheorem

*Dump:(ダ ン プ)

memo「y,(メ モ リ

postmortem,(全

Duplex(待 機 方 式)

Duplexsystem

ム)

,D2・1,D4・3

C2・9

(教 育訓練)

(デ ュ ア ル ・ シ ステ ム)

(双 対定理)

)

)

D3・4

C2・6

D2・5

D4・5

....C3・6

Bl・3

D2・5

C4・7

D4・5

(デ ュ プ レ ッ ク ス ・シ ス テ

C3・6

Bl・1

__.C4・6

D2・5

C3・7

C3・3

Cl・3

Dutiesandresponsibility(義 務 と 責 任)

Dynamicallocation,(動 的 割 当 て).._.

dymamicmemoryallocation(記 憶 域

の 動 的 割 当 て)Cl・8

dynamicresourceallocation(動 的 な

資 源 割 当 て)C2・5

Dynamiclink(動 的 リ ン ク)C4・3

Dynamicnesting(動 的 ネ ス テ ィ ン グ)・ ・C4・4

D4・1

CI・7
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Dynamicphenomena(動 的 現 象)B1・6

Dynamicprograming(動 的 計 画 法)._.Bl・3

Dynamicrelocation(動 的 再 配 置)__C4・3

Dynamicvariable(動 的 変 数)Cl・8

[E]

ECC(errorcorrectingcode)C2・9

Economiclotsize(経 済 発 注 量)Bl・5

Economicorderingquantity(経 済 発 注 量)

Bl・5

Economicalenvironment(経 済 的 環 境)

Edge(辺)

*Editing:

text,

A2・l

Cl・3

(編 集)

(文 字 列 編 集)Cl・2

EDPsteeringcommittee(EDP委 員 会)_D4・1

Bducation,(教 育)D4・2

forinformationprocessing(情 報 処

理)A4・5

informationsystemfor,

報 シ ステ ム)

( 情

Educationaltechnique(教 育

Electriccircuit(電 気 回 路)

Electricpowersource(電 源)

Element(要 素)

技術)

,

array,(配 列)

list,(リ ス ト)

Elementafyitem(基 本 項 目)

Emotion(情 動)

Emulation(エ ミ ュ レー シ ョ ン)

A4・5

._..D3・3

Cl・5

D4・4

Cl・4

Cl・8

Cl・8

C卜8

B2・1

C2・2,C2・10

*Emulator:(エ ミ ュ レー タ)

integrated,(統 合 型)C2・10

Enduserlanguage(エ ン ドユ ー ザ ー 言 語)

C2・4

Endegenousevents(内 生 事 象)

Endegenousvariables(内 生 変 数)

Entity(エ ン テ ィ テ ィ)

*Entropy:(エ ン ト ロ ピ。・一)

ncgative,(負 の)

Bl・6

Bl・6

D2・4

Al・1

Environmentaltest(環 境 テ ス ト)

Equipmentacquisition(設 備 整 備).....

Equipmentallocation(設 備 能 力 配 分)..

Equipmentplanning(設 備 計 画)

Erlangdistribution(ア ー ラ ン 分 布).._

Error(誤 差)

Errorcontro1(誤 り制 御)

Errorcorrectingcode(誤 り訂 正 符 号)

C1・1,

Errorrecovery(エ ラ ー 回 復)

Estimation(推 定)

Evaluatingnewsystem(新 シ ステ ム σ)評

価)

Evaluation,(評 価)

ofalternatives(シ ス テ ム代 替…案 の

)

D2・5

D4・4

D2・2

D2・2

C3・9

Cl・1

C3・6

C2・2

D2・5

Bl・1

A3・6

D1・4

automatedevaluationtechniques

(自 動 評 価 法)

follow-upand,(シ ス テ ム

performance,(性 能)

qualitative,(定 性 的)

)、,

D3・4

D2・2

D2・6

D4・4

qUantitatiVe, (定 量的

Evaluationprocedure(評 価 手 続)

*Event(s):(事 象)

endegenous,(内 生)Bl・6

exogenous,(外 生)B1・6

1ists(イ ベ ン ト ・リ ス ト)Cl・10

random,(確 率)Bl・6

Exception,(例 外 事 項)A2・5

managementby,(例 外 管 理)_._A3・l

program,(プ ロ グ ラ ム 例 外)C2・9

Exclusivecontrol(排 他 制 御)C4・5

Exogenousevents(外 生 事 象)Bl・6

Exogenousvariables(外 生 変 数)Bl・6

Expandability(拡 張 性)D2・5

Experiencelevel(経 験 の レ ベ ル).__D4・2

Exponentialdistribution(指 数 分 布)...C3・9

Externalsort(外 部 分 類 法)C1'9

D1・5,D3・4

)

D1・5,D3・4

._.,D2・2
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Externalstorage(外 部 記 憶 装 置)C2・2

Externalstructure(外 部 構 造)CL2

Externalsymbol(外 部 記 号)D2・2

[F]

F-distribution(F分 布)

Facilitiesmanagement,(フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン ト)

serVlce (

Facilityallocationproblem

・サ ー ビ ス)

(設 備問題)

Factoring(シ ス テ ム θ)分 解)

Factoringdiagram(機 能 図)

*Failure:(障 害)

file,

management(

Father(親)

*Fault:

diagnosis

dictionary

linkage,

(フ ァ イ ル の )

管理)

countermeasure(障 害 対策)

(故 障診 断)

(故 障辞書)

(リ ン ケ ー ジ ・フ ォ ー ル ト)

mlSSIngpage,

オ ー ル ト)

(ミ シ ン グ ・ペ ー ジ フ

Feasibilitystudy

ス タ デ ィ ・実 現 性 検 討)

Feasiblesolution(可 能 解)

Feedback
,

B1・1

D4・1,D4・3

__.D4・6

B1・3

Al・1

D2・3

C2・9

C2・6

Cl・3

C3・l

C2・9

C29

C4・3

C2・5

(フ ィ ー ジ ビ リテ ィ ・

failure( の障害)

indexedsequential ,(索 引 順 編 成

)

inverted,(逆

manipulation(

)

migration(

queumg,

sequentia1,(順 編 成

shared,(共 有

treestructured
,

Fileassignment

Filecontrolblock

ク)

操作)

の移行)

(キ ュ ー イ ン グ ・

)

A3・6,Dl・3

(ブ イ ー ドバ ッ ク)

control(

Feeling(感 情)

Fibonaccisystem

ム)

コ ン ト ロ ー ル)

(フ ィ ボ ナ ッ チ ・シ ス テ

Field(フ ィ ー ル ド)

Fieldresearch(フ ィー ル ド ・ リサ ー チ)

B1・3

A1・1

t.t..A3・l

B2・l

C1・7

C3・3

D3・1

)

)

(木 構造

(フ ァイ ルの 割当 て)'

(フ ァイ ル制 御 プ ロ ツ

0

0

J

J

1

1

C

.

C

-

‥

C2・9

C3・2

Cl・10

C3・1

..C2・6

C3・3

D4・5

C2・5

Filedesign

Filedirectory

(.フ ァ イ ル 設 言十) D3・4

(フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ)

Filemanagement(フ ァ イ ル 管 理)

Fileorganization(フ ァ イ ル 編 成)

Filestructure(フ ァ イ ル 構 造)

Financialmanagement(財 務 管 理)

Financialplanning(資 金 計 画)

Financialsystem(財 務 シ ステ ム)

Firstfit(初 適 合)

Cl・10,C3・3

......,C3・l

C2・4,C3・4

C3・1

FIFOqueue(先 入 れ 先 出 し 待 ち行 列)_Cl.10

File,(フ ァ イ ル)C1・1
,C2・4,C3・3

capacity(容 量)C3・4

direct,(直 接 編 成)C3・3

First-in-first-out(FIFO;先 入 れ 先 出 し)一 一.

Fixedpointrepresentation(固 定 小 数 点

表 現)

Floattime (作 業 の余裕 時 間)

FloatingPointrepresentation(浮 動小 数

点 表 現)

Flowgraph(フ ロ ー グ ラ フ)

Flowchart,(流 れ 図).._ .Cl・5,C4・6,

automaticflowcharting(自 動 流 れ 図

作 成)

structuredflowchart (構 造化流れ図)

FLT(faultlocatingtechnique)

Foldingandaddingmethod(お り た た み

法)

._.A2・3

A1・6

A1・6

Cl・7

Cl・2

C1・1

B1・2

C1・l

A1・2

D2・3

C4・6

C4・6

C2・9

C3・3

Follow-upandevaluation(シ ステ ム σ)評
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価)

Forecasting,

long-range,

technical,

Forest(森 林)

Formalmodel

(予 測)

(技 術

(長 期展望)

)

Formalinformation(公 式 な 情 報)._..

(公 式 シ ス テ ム)

*Formalorganization:(公 的 組 織)

andinformalorganization

(と 非 公 的 組 織)

FORTRAN

D2・6

Dl・3

D2・6

D2・1

C1・3

A3・l

Al・2

Fragmentation,(断 片 化)

external,(外 部)

internal,(内 部)

Framestructure(フ レー ム構 成)

Frequencydistribution(度 数 分 布)_

Full-duplexcommunication(全 二 重 通 信

方 式)

Function(プ ロ グ ラ ム の 機 能)

Functionalstructure(機 能 構 造).__.

Functionalsystems(機 能 シ ス テ ム)_

*Funds:(資 金)

applicationof,(の 運 用)._

raisingof,(の 調 達)

Fundsstatementanalysis(資 金 分 析).,

【G]

Game(ゲ ー ム)Cl・3

Garbagecollection.(ガ ー ベ ー ジ コ レク シ

ョ ン ・ち り集 め)A4・5,C1・6,C1・7

Gatekeeper(ゲ ー トキ ー パ ー)B2・5

Generalstructure(一 般 の 構 造)C1・5

Generalizedversustailored(汎 用 と 専 用)

D14

'

GPSS

4

8

5

7

7

⑧

1

6

3

4

4

2

1

2

1

1

3

1

3

2

1

1

B

C

C

C

C

C

B

C

D

A

A

3

3

∠
0

2

2

1

A

A

A

Graphicrepresentation(図 式 化)......-

GREMEX(Godderedresearchengineering

managementeXCerCiSe)

Groupdynamics(グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク

ス)

Groupitem(集 団 項 目)

*GroupPatternoforganization:

andlinkingpinfunction(集 団 結 合 型

組 織 と連 結 ピ ン 機 能)B2・4

GrouPrelation(集 団 関 係)C3.3

Growthcurve(成 長 曲 線)D2・6

[Hl

Half.duplexcommunication(半 二 重 通 信

方 式)C3・6

D2・l

D3・2

B2・3

C3・3

*Graph:(グ ラ フ)

balanceddirected,(平 衡 有 向

directed,(有 向

connected,(連 糸吉

)

)

Cl・8

)

C1・5

Cl・5

Cl・5

*Hardware:(ノ ・一 ドウ エ ア)

purchase(の 発 注)D2・2

selection(の 選 択)D2・2

system(シ ス テ ム)C2・1

Hashtable(ハ ッ シ ュ表)

Cl・1,C1・6,Cl・10

Hashing(ハ ッ シ ュ 法)

Hashingfunction(ハ ッシ ン グ 関 数)t■.

Head(ヘ ッ ド ・線 形 リ ス ト,キ ュ ー の)

Heap(ヒ ー プ)

Heir(長 兄)

Heterogenoussystem(非 対 象 形 シ ス テ ム)

Hierarchychart(階 層 図)

Hierarchystructure(階 層 構 造)

Al・4,Cl・8,Cl・10,C3・3

Height(高 さ ・木 の)C1・3

*Heigh-1evellanguage:(高 水 準 言 語)

machine(マ シ ン)C2・2

mix(ミ ッ ク ス)C2・10

Higherlevellanguage(高 水 準 言 語)_.C4・8

HIPOD1・6,D4・3

HIPO、hart(HIPOチ ャ ー ト)C4・6'

Homogenoussystem(対 称 形 シ ス テ ム)

Clg

C1・6

Cl.2

C1・10

C卜3

C2・8

D2・3
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L

C2・8

Hostlanguagesystem(親 言 語 方 式,ホ ス

ト言 語 方 式)C3・5,C3・10

Humanengineering(人 間 工 学)B2・2

Humanskill(ヒ ュ ー マ ン ・ス キ ル)_..D3・2

Humanfactors,(ヒ ュ ー マ ン ・フ ァ ク タ ー)

B2・2

indataprocessingfield

の人間的問題)

[1]

(情 報処理分野

B2・6

C3・8,C3・10

A2・2

Informalmodel(非 公 式 シ ス テ ム)_..Al・2

1nformalorganization,(イ ン フ ォー マ ル

組 織)A2・5

IDS

IE(industrialengineering)

Imigration(移 行)

Immediateaddressing

C2・10

(即 値 ア ド レ ス 付 け)

Cl・6

Implementation,

ン)

(イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ

D2・5

pOStimplementationanalysis

完 了 後 の 分 析)

*lmplication:

(開 発

D2・6

fortheworkforce

変化)

(職 務 内容 の質 的

A4・3

IMSCI・10

1n-degree(入 次 数)Cl.5

1ncidentprocess(イ ン シ デ ン ト ・プ ロ セ

ス)

Independentlanguagesystem(専 用 言 語

方 式)

Index,(索 引)

block(ブ ロ ッ ク)

Indexedsequentialfile(索 引 順 編 成 フ ァ

D3パ

イル)

(間 接 ア ドレ ス付 け)

C3・5

C3・3

C3・3

C3・3

Indirectaddressing

Cl・6

1ndividualinspection(個 別 審 査)C3・7

1nductionanddeduction(帰 納 と演 繹)

Informalgroup(イ ン フ ォ ー マ ル ・ グ ル ー

Dl'3

B2・3

formalorganizationand,(公 的 組 織

と 非 公 的 組 織)B2.4

1nformation,(情 報)B2・2,Cl・1

confidentiality(の 機 密 性).tC2・9

costof,(の 費 用)A3・7

formal,(公 式 な)A3.l

hiding(の 隠 蔽)C4・8

increaseofinformationvolume(情

報 量 の 増 大)A3・7

pe「sona1,(個 人 的 な)A3・l

privacy,(の プ ラ イ バ シ ー)..C2・9

projectforinformationdevelopment

(情 報 シ ス テ ム 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト)._.A3・6

se「vice(提 供 サ ー ビ ス)...._D4・6

valueof,(の 価 値)Dl・5

1nformationanalysis(情 報 分 析)Dl・1

1nformationchannel(・ 卜者報 チ ャ ネ ル)一 －A3・1

1nformationcontent(情 報 量)C1・1

1nformationdisplay(情 報 表 示)B2・2

1nformationgap(情 報 ギ ャ ッ プ)A3・7

1nformationmanagement,(情 報 管 理).C3・l

unificationof,(の 一 元 化)..A2・5

1nformationneeds,(情 報 要 求)A1・5

patternof,(の パ タ ー ン)_.A3・1

*lnformationprocessing:(情 報 処 理)

educationfor,(教 育)A4・5

service(サ ー ビ ス)D4・6

*lnformationretrieval:(情 報 検 索)

se「vice(サ ー ビ ス)D4・6

1nformationsecurity(情 報 の安 全 性)_C29

1nformationstructure(情 報 構 造)_.D2・4

1nformationsystem,(情 報 シ ス テ ム)

A1・4,C3・1

プ)

accounting,(会 計

developmentof,(

foreducation(教 育

employee,(人 事

)A3・2

の 開 発)...Al・5

)A4・5

)A3・2
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improving,(の 改 善)A3・7

integrating,(の 統 合)A3・7

medical,(医 療 ・)A4・5

production,(生 産)_A2・2,A3・2

roleof,(の 役 割 り)Al・5

sales,(販 売)A3・2

trjggerofinformationsystemdevelop-

ment(充 実 の 動 機)A3・6

1nnovation,(イ ノベ ー シ ョ ン)B2・5

integratiOnprOcessOf ,(導 入

定 着 過 程)B2.5

non-programmed,(非 定 型)..B2・5

typeof,(

Innovationattributes

性)

タ イ プ)B2・5

(イ ノベ ー シ ョ ン特

B2・5

Innovationconflict(イ ンベ ー シ ョ ン ・コ ン

フ リ ク ト)

Input-outputinterrupt(入 出 力 割 込 み)

Inquiry/answersystem(問 合 せ/応 答 型

シ ス テ ム)

Insertion

InSertiOnSOrt

*lnstallation:

procedure

test(

InStantatiOn

InStrUCtiOnmiX

Instructors

*lnsurance:

C2・5

(挿 入 ・リス ト要素 の)

(挿 入 分類 法)

(設 置)

(手 順)

テ ス ト)

(具 象化)

(命 令 ミッ ク ス)

(イ ンス トラ ク タ)

(保 険)

fordataprocessing(情 報 化

C3・8

C1・2

Cl・9

D4・4

C4・7

Cl・8

C2・10

D4・2

)

B2・5

*lnnovationdecision:(イ ノベ ー シ ョン

意 思 決 定)

authoritative,(権 威 的) ......B2・5

collective,(協 同 的)B2・5

1nnovationdecisionprocess(イ ノ ベ ー シ

ョン 意 思 決 定 過 程)'B2・5

1nnovator(革 新 者)B2・5

1norder(挿 入 法)Cl・3

1nputdatacheck(入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク)

C29

Inputdesign(イ ン プ ッ ト設 計)・D3.4

*lnput-output:(入 出 力)

device(装 置)C2・3
,C3・6

10gica1,(LIO;論 理)C2・5

physical,(PIO;物 理)_.C2.5

1nput-outputanalysis(投 入 産 出 分 析) _.A4・5

1nPut-outPutchannel(入 出 力 チ ャ ネ ル)・ ・C2・3

1nput-outputcommand(入 出 力 コ マ ン ド)

C2・3

Input-outputcontro1,(入 出 力 制 御) _.

unit,(装 置)

Input-outputinterface(入 出 カ イ ン タ フ

エ ー ス)

C3・6

C2・3

C2・3

A4・2

1ntegertype(整 数 型)Cl.8

1ntegerprogramming(整 数 計 画 法) .....Bl・3

1ntegrity(保 全 性)D2・2

1ntelligence(知 能)B2・1
,B2'2

1ntelligentterminal(知 能 端 末)C2・3

*Inter.arrivaltime:(到 着 間 隔)

distributionof,(の 分 布)_.B1・4

1nteractivecomputing(会 話 型 処 理)_B2・2

1nteractiveprocessing(会 話 型 処 理) ..,.B2・2

1nterface,(イ ン タ フ ェ ー ス)_..Al・1,A1・5

input.output,(入 出 力) __C2・3

1ine,(回 線)C3・6

man-machine,(マ ン マ シ ン)

A3・5,B2・2

operator,(オ ペ レー タ)

subsystem,(サ ブ シ ス テ ム の

Interleav・ing(イ ン タ ー リ ー ブ)

Internalcontrol(内 部 牽 制)

Internalsorting(内 部 分 類 法)

lnternalstorage(内 部 記 憶 装 置)

Internalstructure(内 部 構 造)

lnterpersonalrelations(対 人 関 係) _.

Inte「P「ete「(イ ン タ プ リ タ ー) _.C2・4,C4・4

*lnterrupt:(割 込 み)

._、C2・7

)

D2・3

C2・2

A2・5

Cl・9

C2・2

C1・2

B2・3
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input-output,

processing(

Interview

Invertedfile

l/Oloadbalancing

[/Oscheduling

(入 出力

(面 接)

InventOrymanagement

(逆 フ ァ イ ル)

(入 出 力負 荷平衡)..

(入 出力 ス ケジ ュー リン グ)

).....C2・5

処 理)C4・1

Dl・3

(在 庫 管 理)_.A2・2

Cl・10

C2・5

C2・5

lRG(inter-recordgap)

ISDOS

*ltem:(項 目)

data,(デ ー タ

elementary,

group,(集 団

repeated,

IPT(improvedprogrammingtechnique)、..D3・4

C3・2

(基 本

)

)

)

(繰 返 し

[J]

)

C3・3

CI・8

C3・3

C3・3

Japanesewayofmanagement(日 本 的 経

務)

Knapsackproblem

A2・1

(ナ ッ フ。ザ ッ ク 問 題)

Bl・3

L6

営)

[L]

Cl・5,Cl・10

*Language;(言 語)

datadiscription,(DDL;デ ー タ記

JCL

Job

JCLmacro

(ジ ョ ブ)

Jobanalysis

Jobdesign

Jobrotation

Jobschedule

Jobscheduling

(JCLマ ク ロ)

(事 務分析)

(作 業 日程)

(作 業 日程)

述 )

datamanipulation,

操作 )

enduser,

higher-level,(高 水 準

jobcontrol,

operator,(オ ペ レー タ

processor(

(エ ン ドユ ー ザ ー

C3・5,D2・4

(DML;デ ー タ

C3・5,D2・4

)..C2・4

).__.C4・8

(ジ ョブ 制御
)一

)

J。b、 。n,,。ll、ng。 、g。(ジ 。 ブ 制 略 語)..C2・4

(要 員 ロー テー シ ョン)

(ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン

B2・4

C2・4

C2・4

C2・4

Dl・3

A2・2

_.D4・2

Bl・2

C2・4

Bレ2

C2・4

処 理 プ ロ グラ ム)

SyStemgeneratlOn,

)

(シ ステ ム生成

Last-in-first-out(LIFO;後 入 れ 先 出 し)

グ)

Jobshopscheduling

ス ケ ジ ュー リ ン グ)

Jobstep

Kerne1(カ ー ネ ル)

*Keys:(キ ー)

(ジ ョブ ・シ ョ ッ プ

(ジ ョブ ・ステ ップ)

[Kl

■

Lawoflargenumber

Leadtime(調 達 期 間)

Leadership

Leadingandexerclse

(大 数の法則)

C2・4

C2・7

C2・4

C2・7

Cl・2

....B1・1

Bl・5

C2・10

searchingbycomparisonof,

比較探索法)

(キ ー

Keyfunctionofbusiness(企 業 の 主 要 業

Cl・9

(.リ ー ダ ー シ ッ プ)_D2・3,D4・2

(実 習 活 動 の リー ド)

D3・3

Leaf(葉)

Learning

Learningcurve

Level

Librarians

*Line:

private,

switched,

Linecontrol

Lineinterface

Lineswitching

(学 習)

(習 熟 曲 線)

(レ ベ ル ・ノー ドの)

B2・1,B2・2

(ラ イブラリアン)

(特 定通信回線)

(回 線制御)

(公 衆通信回線)

(回 線 イ ン タ フ ェ ー ス)

(回 線 交 換)

Linearprogramming(線 形 計 画 法)

Linearstructure(線 形 構 造)

Li。k,(結 合)』

Cl・3

D2・6

Cl・3

D4'2

C3・7

C3・7

C3・6

.,C3・6

C3・7

._,B1・3

C3・3

Cl・1
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dynamic,(動 的 リ ン ク)C4.3

multidrop,(分 岐 接 続)C3.8

P6int-to-point,(直 通 接 続)C3.8

1inkedrepresentationofsparsematrix

(疎 な 行 列 の リ ス ト表 現)C1・4

*Linkage:(連 結)

circular,(循 環)Cl.2

double,(両 方 向)Cl.2

single,(単 純)C1・2

Linkageeditor(リ ン ケ ー ジ ・エ デ ィ タ,

連 結 編 集 プ ・ グ ラ ム)C2.4
,C4.2

Linkagefault(リ ン ケ ー ジ ・ フ ォ ー ル ト)

Loadmodule(ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル)

Loadsharing(負 荷 分 担)

Loader(ロ ー ダ)

Loading

Logic

*Logicaldesign:

(ロ ー デ ィ ン グ)

(論 理)

..C2・4

D4・5

C2・4

C4・3

Cl・1

(ロ ジ カ ル 設 計)

distinctionoflogicaldesignfro'mphy-

sicaldesign(ロ ジ カ ル 設 計 と フ ィ ジ

カ ル 設 計 の 差 異)

Logicalinput-output

D2・4

C4.3

*LinkingPinfunction:

groupPatternoforganizationand,

(集 団 結 合 型 組 織 と 連 結 ピ ン機 能) ..B2・4

LISP(Listprocessor)Cl・3,Cl・8
,C1・10

LISPl.5Cl・5

List(リ ス ト)

available,

availablespace,

(使 用可能空間

(使 用可能空間

Cl・8

)tt.C16

)

Cl・7

characterstringrepresentationby
,

(に よ る文 字 列 表 現) _._C1・10

circular,(循 環)C1.3

event,(イ ベ ン ト ・) __.C1・10

inverted,(逆)C3・3

1inear,(線 形)C1.2

magic,(マ ジ ッ ク)Cl・2

multi,、(多 重)C3・3
,C3・4

0ne-way,(一 方 向)Cl・2

representation(表 現).__.C3・3

scheduling,(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・)

Cl・10

simple,(単 純)

two-way,(両 方 向)

Listelement(リ ス ト要 素)

Listprocessing(リ ス ト処 理)

Little'sformula(平 均 値 の 法 則)

Lock(ロ ッ ク)

C3・3

Cl.2

Cl・8

C4・l

B1・4

C2・4

(LIO;論 理 入出 力)

C2・5

Logicalrecord(論 理 レ コ ー ド)_.C2・4,C2・5

Logicalspace(論 理 空 間)C2,5

Logicalstructure(論 理 構 造)

C1・1,C1・2,C3・3

Logicalsystem,(論 理 的 シ ス テ ム) __Al・5

design(ロ ジ カ ル 設 計 ・機 能 設 計)..Dl・l

Logicaltype(論 理 型)C1・8

Logistics(物 的 流 通 シ ス テ ム)'A2・2

Long-rangeforecasting(長 期 展 望) _..D2・6

Long-rangplanning(長 期 計 画 ・長 期 計 画

立 案)A3・4
,D4・1;D4・3

Loosely-coupledsystem,(疎 結 合 シ ス テ

ム)C2.8

LoOP(ル ー プ)Cl.5

LRU(leastrecentlyused)C2・5

[M]

*Macro:(マ ク ロ)

JCL,(JCL)C2.4

Macrofunction(マ ク ロ 機 能)C4.1

Macroprocessor(マ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ ー)

C2・4

Magneticdiscdrive(磁 気 デ ィ ス ク装 置)

`

Magneticdrumsystem (磁 気 ドラム装置)

C3・2

C3・2

Magnetichead(磁 気 ヘ ッ ド)C3・2

Magneticstorageelement(磁 気 記 憶 素 子)

C2・2
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Magnetictape(磁 気 テ ー プ)

Mailbox(メ ー ル ボ ッ ク ス)

Mainstorage

*Maintenance:(保 守)

C3・2

C2・8

(主 要 記 憶 装置)_._C1・1,C2・2

fee(料)D4・4

Preventive,(PM;予 防 保 全)D2.5

remote,(リ モ ー ト ・ メ イ ン テ ナ ン ス)

r。utine,(定 期)

scheduled,(定 期 ・ 一)

Man-computerinteraction

ビ ュ ー タ の 相 互 作 用)

Man-machineinterface

ンタ フェ ー ス)

(人 間 とコ ン

Managementsystem(経 営 シ ス テ ム)

A1・4,A2・1

Manager(管 理 者)D4・2

Managerialgrid(マ ネ ー ジ リア ル ・グ リ ッ

ド)B2・3

Manualversusautomated(手 動 と 自動)

D1・4

C2・9

D4・5

D4・5

(マ ン マ シ ン ・ イ

(人 間一機械系)

B2・2

Man-machinesystem

Management(経 営)

computercenter,

ピ ュ 一 夕 室 の 運 営)

credit,

dataentry,

byexception

facilities,

ン ト)

A3・5,B2・2

.,.B2・2

A1・4

(セ ンタ ー運 営 ・コ ン

D4・1,D4・5
0

(債 権 の管 理)A2・3

(入 力 デ ー タ 作 成)......D4・1

(例 外 管 理)A3・1

(フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン

failure,(障 害 管 理)

financial,(財 務 管 理)

information,(情 報 管 理)

inventory,(在 庫 管 理)

Japanesewayof,

middle,

project,

トマ ネ ジ メ ン ト)

D4・1,D4・3

C2・6

(日 本 的 経 営)....

(ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト)._A3・3

(プ ロジ ェ ク ト管 理 ・プ ロジ ェ ク

schedule,(工 程 管 理)

Managementanalysis

Managementcontrol

A2・3

C3・l

A2・2

B2・4

ン トロ ー ル)

Managementcycle

Dl・2,D2・1,D4・3

D3・4

(経 営 管 理i分 析)..A2・3

(マ ネ ジ メ ン ト ・コ

(管 理 サ イ ク ル)

Managementhierarchy(経 営 階 層)

*Managementscience:

theroleofmanagementscience

営 へ の 経 営 科 学 の 応 用)

B2・4

,_.A3・3

_.Al・4

(経

A4・3

MapPing,(写 像 ・マ ッ ピ ン グ)_Cl・1,D2・4

address,(ア ド レ ス 変 換)C2・5

Marginalprofitanalysis(限 界 利 益 分 析)

Market㎞ 市 場)

Marketanalysis

*Marketing:

functionsin,

Marketingsystem

(市 場分析)

(販 売業務)

(販 売 シ ステ ム)_.

Materialrequirementplanning(MRP;

資 材 所 要 量 計 画)

Al・6

A2・4

A2・4

Matching(文 字 列 照 合)

Mathematicalprogramming(数 学 的 計

画 法)・

A2・4

..A2・4

A2・2

C卜2

Bl・3

*Matrix:(行 列)

allocationforsymmetric,(対 称

・割当・).9Cl-・

allocationfortri-diagona1,

一 の割当て)

(三 重 対 角

C1・4

allocationfortriangular,

の 割 当 て)

connected,

sparse,

(三角

(結 合

(疎 な

Meansquaremethod

)

)

理)

Memory,

(中 央 二 乗 法).._

Medicalinformationsystem(医 療 情 報 処

A4・5

Cl・4

_Cl・6

Cl・4

C3・3

(連 想)

(補 助 記 憶 装 置)_

単 価)

characterstringrepresentationbylinear,

(線 形 に よ る文 字 列 表 現)_Cl・10

dynamicmemoryallocation(

(記 憶)

associative,

auxiliary,

costper,(

B2・1,B2・2

Cl・6

C1・1,C2・2

C2・4
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、

1

域 の 動 的 割 当 て)C1・8

Memorydump(メ モ リダ ン プ)D2・5

Merge(併 合)C3・3

Mergesort(併 合 分 類 法)C1・9

Messagecontro1(メ ッ セ ー ジ制 御)__C2・6

Messageexchanger(メ ッセ ー ジ 交 換 装 置)

C2・3

Messagequeue(メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー)..C2・6

Messageswitchingsystem(メ ッ セ ー ジ 交

換 シ ス テ ム)

Microprogram(マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム).,

Middlemanagement(ミ ドル マ ㌔ ジ メ ン

ト)A3、3

C3・8

C2・2

Mode1,(モ デ ル)Al・2,A3・3

classica1,(古 典 的)B2・4

cognitive,(認 知)B2・4

contingency,(条 件 適 合)_B2・4

generalizeddescriptivemodelofpro-

ductionsystem(生 産 シ ス テ ム の 一

般 記 述 モ デ ル)A2・2

informal,(非 公 式 シ ス テ ム)A1・2

natUral-SyStem,(自 然 シ ス テ ム)

B2・4

・・・・…p・・…,(参 ⑥

queuing,(待 ち 行 列

rational,(合 理 的

「elational,(関 係 形 式,

ル ・)

)B2・4

)、......,C2・10

)B2・4

リ レ ー シ ョ ナ

socio-technical,(社 会 ・技 術

Cl・10,D2・4

)

B2・4

Modelbuilding(モ デ ル 化)B1・6

Modelparameter(モ デ ル ・パ ラ メ ー ター)

MODEM(変 調 装 置)

Modulality

Modularization

Modulation,(変 調)

amplitude,

design,

phase,(位 相

(モ ジ ュー ル化)

(モ ジ ュー ル化)

(振 幅)

(モ ジ ュー ル化)

)

Modulationrate(変 調 速 度)C3・6

*Module:(モ ジ ュー ル)

coupling(の 結 合)D2・3

10ad,(ロ ー ド ・)C2・4

st「ength(の 強 度)D2・3

unittest(、 単 体 テ ス ト)__C4・7

Monitoring(モ ニ タ リ ン グ)C2・10

Motivation(動 機 づ け)B2・1

MTBF(meantimebetweenfailure)C2・9

Multi-dimensionalprocessingsystem(多

次 元 処 理 シ ス テ ム)C2・7

Multi-index(多 重 索 引)C34

Multilinkedstructure,(多 重 連 結 構 造).C1.6

withheterogeneousfieldsand/ornodes

CL5

Multipleuserlease(共 同 使 用)C3・2

Multiplexorchannel(多 重 チ ャ ネ ル)_C2.3

Multiport(マ ル チ ポ ー ト)C2・8

Multiprogramming(多 重 プ ログラ ミン グ)

Name,

callby,(

scopeof,(

Need(欲 求)

Needs,'(要 望)

information,

*Nest:

Multitask(多 重 タ ス ク)

[NI

(名 前)

A4・l

C4・5

換え)

の有効範囲)

(情 報要求)

C1・1

C4・2

_..,C4'l

B2・l

D1・4

Al・5

B1・6

C3・6

D2・5

C4・8

C3・6

C3・6

D2・3

C3'6

dynamicnesting(動 的 ネ ステ ィ ン グ)

C4・4

nestedvirtualmachines(ネ ス ト型 仮

想 機 械)C4.8

Netw6rk,(網 状 型 ネ ッ トワ ー ク)_._.C3.8

centralized,(集 中 型 ネ ッ ト ワ ー ク)

computer,

一 ク)

(コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト ワ

distributed,(分 散 型 ネ ッ トワー ク)

C3・8

A4・1,C3・8

.,C3・8
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ring,(環 状 ネ ッ トワ ー ク)C3・8

transportation,(輸 送 路)Cl・5

typedatamanagementsystem(ネ ッ

ト ワー ク 型DMS)

Networkanalysis

Networkarchitecture

－ キ テ ク チ ヤ)

Networkcontrolunit

Networkprogramming

法)

C3・5

(ネ ッ ト ワ ー ク 分 析),.D1・3

(ネ ッ ト ワ ー ク ・ア

Networkstructure(s),

トワー ク構 造)

OJT(onthe-jobtraining)

Online,(オ ン ラ イ ン)

D3・1,D4・1

debugging( ・デバ ッギ ン グ)

C2・6

C2・3

(網 制 御 装 置)._C3・6

(ネ ッ トワー ク計 画

Bl・3

(一 般 の 構 造,ネ ッ

Cl・5C1・6C3・3

arrayrepresentationof,

の配列表現)

,,

(一 般 の構造

Cl・5

3-tuplerepresentationof,(一 般 の 構

造 の三 つ組 表現)
"

treerepresentationof,(一 般 構 造 の

木 表現)

Networksystem

Cl・5

ム)

Node,

C卜5

(節)

branch
,

terminal,

(ネ ッ トワー ク ・シ ス テ

・C2・3
,C2・7

(分 岐 ノー ド)

(葉)

variable-size,(可 変 調

*Nodetime:(結 合 点 時 刻)

earliest,(最 早)

Cl・3

C1・3

C1・3

).__Cl・5

latest,(最 遅

Nonlinearprogramming

)

(非 線形計画法)

Nonproceduallanguage(非 手 続 き言 語)

Bl・2

Bl・2

B1・3

Normaldistribution(正 規 分 布)

Null(終 端 ポ イ ン タ)

Number(数)

diagnosis( ・診 断)

Onlinebankingsystem(銀 行 オ ン ライ ン ・

シ ス テ ム)

Onlinesystem (オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム)

C4・3

C2・9

A4・5

C2・7

0penchannelinspection(開 通 検 査)_C3・7

0penshop(オ ー プ ン ・シ ョ ッ プ).._.D4・5

0pensystem(オ ー プ ン ・シ ステ ム)__Al・1

0peratingsystem(オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ

ス テ ム)A4・1,

Operationallevel

Operationalsystem

(作 業 レベル)

(作 業 レベ ル の シ ステ

C2・1

A1・4

ム)

Operators(オ ペ レー タ)

Operatorcommand (オ ペ レー タ ・ コ マ

A3・2

D4・2

ン ド)

Operatorinterface(オ ペ レー タ ・イ ン タ

フ ェ ー ス)

Operatorlanguage

C2・4

(オ ペ レー タ言 語)

Optimumsolution

Orderingcost(発 注 費)

Organization,(体 制 化)

bureacratic,

織)

(最 適解)

C2・7

...C2・7

Bl・3

Bl・5

B2・1

(ビ ュー ロ ク ラ シイ的 組

confliCtinthe,

B2・4

C4・6

Bl・1

C1・2

C1・1

[0}

Objective(s),(目 的)A1・3,D1・4

system,(シ ス テ ム の)__.A3・3

0fficeworkanalysis(事 務 分 析)__Dl・3

0ffset(オ フ セ ッ ト)C1・8

(組 織 の コ ン フ リ ク ト)

B2・4

evolutionandrevolutionasorganiza-

tionsgrow(組 織 の 成 長 ・進 化 と改 革

の螺旋的過程) B2・4

formalorganizationandinformalorga-

nization(公 的 組 織 と 非 公 的 組 織)..B2・4

groupPatternoforganizationandlink-

ingPinfunction(集 団 結 合 型 組 織 と

連 結 ピ ン 機 能)B2'4

1mpacton,・(組 織 へ σ)影 響)A4・3

informa1,(イ ン フ ォ ー マ ル 組 織)・ ・A2・5
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inte「nal,(内 部 組 織)D4.1

10pationintheorganizationstructure

(組 織 内 の 位 置)D44

0fsystemdevelopment(シ ス テ ム 開

発 の 組 織)D34

tallorganizationandflatorganization

(多 階 層 組 織 と文 鎮 組 織)B2・4

0rganizationchange(組 織 変 革)B2・5

0rganizationdevelopment(組 織 開 発),B2・5

0rganizationalbehavioreffects(組 織 の

役 割)Dl・2

Organizationalclimate(組 織 風 土)..._

Organizationalco.operation(糸 且織 間 の 連

携)

Organizationaleffectiveness

性)

(組 織の有効

Organizationalstress(組 織 ス ト レ ス)_

Out-degree(出 次 数)

*Output:(出 力)

methodandformat

様 式) .

B2・4

A2・l

B2・4

B2・4

Cl・5

(の 方 法 と

Dl・6

systemoutputrequirement(シ ス テ

ム 出 力 要 求)

Outputdesign(ア ウ トプ ッ ト設 計)

Overflow(あ ふ れ)

Overflowchaining(オ ー バ ー フ ロ ー ・チ

ェ イ ン方 式)

Overlay,

planned,)

Ownedcapita1

(オ ー バ ー レイ)

(計 画 的

(自 己資 本)

[Pl

(P命 令)

C2・5,C4・3

、

P-operation

Pack(ノ マッ ク)

Packetprotoco1

Dl・6

_.D3・4

CM

C3・3

C4・3

A2・3

(パ ケ ッ ト ・プ ロ トコ ル)

Packetswitching

Page,(ペ ー ジ)

(パ ケ 。 ト交換)

missingPagefault

ジ ・フ ォ ー ル ト)

C4・5

Cl・6

C3・7

C3・7

C3・3

(ミ シ ン グ ・ペ ー

C2・5

Pagetable(ペ ー ジ ・テ ー ブ ル)-t__Cl・10

Paging,(ペ ー ジ ン グ)C2・5

demand,(デ マ ン ド方 式)C2・5

Parallelprocessing(並 列 処 理)...C2・2,C2・4

*Parameter:(パ ラ メ ー タ)

list(・ リ ス ト)C4・2

model,(モ デ ル ・)B1・6

passing(の 授 受)C1・8

Parsing(構 文解 析)C1・3

Part-word,(部 分 語)Cl.6

addressing(の ア ド レ ス 付 け)

Cl・6

Participation(参 加)

Participativemodel(参 加 モ デ ル)._...

PASCAL

Passivedebt(無 利 子 債 務)

Path(路)

Patternmatch(パ タ ー ン照 合)

Patternrecognition(パ タ ー ン認 識)._

Perception,(矢 口覚)

characteristicsof,(感 覚 特 性)_...

extrasensory,(超 感 覚 的)._B2・1

perceptionalcontext(知 覚 の 文 脈)._

Performance,(プ ロ グ ラ ム の 性 能)......

evaluation(性 能 評 価)

measure(パ フ ォー マ ン ス 尺 度)._

measurement(性 能 計 測)

objective(性 能 目標)

prediction(性 能 予 測)

test(効 率 テ ス ト)

Peripheralequipment(周 辺 装 置)..._..

permanentvirtualcircuit(パ ー マ ネ ン ト ・

バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト)

*Personne1:(要 員)

classificationof,(の 分 類)..

dataentry,(入 力 処 理)_._

level(θ)能 力)

managingcomPuter,(コ ン ピ ュ ー タ

の 管 理)D4・1 ,D4・2

managing,(管 理)Dl・2

B2・5

B2・4

Cl・8

A2・3
⇔

Cl・5

Cl・IO

B2・1

B2・l

B2・2

B2・1

D2・3

D4・4

Bl・6

D4・4

C2・5

D4・4

D2・5

C2・3

C3・7

D4・2

D4・2

D4・2
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personality(パ ー ソナ リ テ ィ)

PERT(ProgramEvaluationandReview

Technique)

PERT/COST

Petri-net

B2・1

(ペ ト リ ・ネ ッ ト)

Physicaldesign,. (ブ イジ カ ル設 計)

Bl・2

Bl・2

C2・4

D1・1,D3・4

distinctionoflogicaldesignfrom,

(・ ジ カ ル 設 計 と の 差 異)_.Dl・6

Physicalinput-output(PIO;物 理 入 出

力)C2・5

Politicalenvironment

育 成 策)

(政 府 に よ る保 護 ・

Pollaczek-Khintchine'sformula

エ ッ ク ー ヒ ン チ ン の 公 式)

(ポ ラ チ

A4・2

Polling(ポ ー リン グ)

Popup(ポ ッ プ ア ッ プ)

Population(母 集 団)

Portability(移 植 性)

Portfoliostrategy

B1・4

C3・8

Cl・2

B1・1

C2・10

Physicalrecord(物 理 レ コ ー ド)-C2・4,C2・5

Physicalstructure(物 理 構 造)

Cl・1,C1・2,C2・3

Physicalsystem(実 体 的 シ ス テ ム)...._Al.5

Physicalsystemdesign

ジ カ ル 設 計)

(機 構 設 計,フ ィ

Dl・1

Picture(図 形)

Pivotoperation(ピ ボ ッ ト演 算)

PL/1

plannedchange,(計 画 的 変革)'

techniquesof,(技 法)

Plannedoverlay(計 画 的 オ ー バ ー レ イ)

Cl・5

Bl・3

Cl・8

B2・5

B2・5

C4・3

*Planning:(計 画)

equipment,(設 備)D2・2

financia1,(資 金)Al・6

10ng-rang,(長 期,長 期

立 案)A3・4,D4・1,D4・3

materialrequirement,(MRP;資 材

所 要 量)A2・2

process,(コ 〔程)A2・2

Plex(プ レ ッ ク ス)Cl・5,Cl・10

Pointer,(ポ イ ン タ)Cl・1,CI・6,C4・3

backward,(後 進)Cl・2

forward,(前 進)Cl・2

stack,(ス タ ッ ク ・)Cl・2

Pointertype(ポ イ ン タ 型)C1・8

Poissondistribution(ポ ア ソ ン 分 布).,.C3・9

Polishnotation(ポ ー ラ ン ド記 法)_...Cl.3

(ポ ー トフ ォ リオ 戦略)

A3・4

Post(通 知 ・イ ベ ン ト の)C4・5

Postmortemdump(全 ダ ン プ)C4・7

Postorder(後 置 法)Cl・3

powerelite(パ ワー ・エ リ ー ト)B2・5

PPBS(planning,programmingandbudget-

ingsystem)1A4・5,Dl4

Pre-processor(前 処 理 ル ー チ ン)..一,_C4.l

Prediction(将 来 予 測)D3,4

Prefetching(先 取 り方 式)C2.5

Preliminary'investigation(予 備 調 査)...Dl・3

Preorder(前 置 法)'C1・3

pricelist(価 格 表)D2・2

Pricing(使 用 料金 の 設 定)D4・5

Privacyprotection(プ ラ イ バ シ ー 保 護)

A4・4

Privateline(特 定 通 信 回 線)C3・7

Probabilitydistribution(確 率 分 布)_Bl・1

*Problem:(問 題)

definitionofa,(の 定 義)_ttD3・4

specification(仕 様 書)..._..C4・6

Procedure,(手 続 き)C4・1

evaluation,(評 価)D2・2

pure,(純)C4・4

standard,(標 準)D2・3

transmissioncontrol,(伝 送 制 御)

C2・6,C3・8

Process,(プ ロ セ ス)

concurrent,(並 行 型

co-operative,(協 同 型

synchronization(

CI・4,Cl・6

)__,C4・5

)__.C4・5

の 同 期)_C2・4
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Processcontrolblock

ッ ク)

(プ ロセ ス制 御 プ ロ

C2・4

Processdesign(プ ロ セ ス設 計)D3・4

Processmanagementprogram(プ ロ セ ス

管 理 プ ロ グ ラ ム)C2・4

processplanning(工 程 計 画)A2・2

*Processor:(プ ロ セ ッ サ)

back-end,(後 置)C2・2

front-end,(前 置)C2・2

1anguage,(言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム)...C2・4

Productiondesign(生 産 設 計)A2・2

Productioninformationsystem(生 産 情

報 シ ス テ ム)A2・2,A3・2

*Productionsystem:(生 産 シ ステ ム)

continuous,(連 続 生 産)A2・2

designof,(の 設 計)A2・2

generalizeddescriptivemodelof,(

の 一 般 記 述 モ デ ル)A2'2

intermittent,(断 続 生 産)A2・2

Productivity(生 産 性)A3・7

P「09「am,(フ 。ロ グ ラ ム)Cl・5

channel,(チ ャ ネ ル)C2・3

debuggingsupPort,(デ バ ッ グ 支 援

)C2・4

processmanagement,

)

standards(技 法 集)

Progressrecordsandreports (稼 動実績)

D2・3

(プ ロ セ ス管 理

C2・4

service,(サ ー ビ ス)

support,(支 援)

synthetic,(合 成)

tabledriving,(テ ー ブ ル 駆 動 型

Programconversion (プ ロ グラム変 換)

C2・4

C2・6

C2・10

)

C4・1

Programexception

Programsegment

Progressreporting(進 捗 報 告)

*Project:(プ ロ ジ ェ ク ト)

hypothetic,(仮 想)

forinformationdevelopment

シ ス テ ム 開 発)

organizingProjectteams(

一 ム 編 成)

D2・6

D4・1

(情 報

チ

D3・1

A3・6

C2・10

(プ ロ グ ラ ム 例 外)..C2・9

(プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ン

C4・3

D4・l

pr()jectcontrol(プpジ ェ ク ト管 理)....Dl・2

Projectmanagement(プ ロ ジ ェ ク ト管 理,

プ ロ ジ ェ ク ト計 画,プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ メ ン ト)Dl・2,D3・4,D4・3

Propetylist(性 能 表)D2・2

proposal(提 案 書,企 画 書)__D2・2,D3・4

Protection,(保 護)C2・5,C2・9

0fdata(デ ー タ の)D2・4

privacy,(プ ラ イ バ シ ー)...A4・4

ring,(リ ン グ)C2・9シ
security,(機 密)C3・1

storage,(記 憶)C2・2,C2・9

protocol,(フ 。ロ ト コ ル)C2・3

packet,(パ ケ ッ ト ・)C3・7

Pseudo-code(擦 目以 コー ド)C4・6

Pseudo-processor(擬 似 プ ロ セ ッ サ)..■-C2・4

psychoanalysis(精 神 分 析 学)B2・l

Psychologicalmeasurement(心 理 測 定)

B2・2

ト)

P「09ramtest(プ ロ グ ラ ム テ ス ト)D2・5

*Programming:

structured,

(プ ロ グ ラ ミ ン グ)

(構 造 的)

C4・8,D2・3,D4・3

Psychology(心 理 学)B2・l

Purchasecost(買 取 費)D4・4

Pureprocedure(純 手 続 き)C4・4

Pushdown(プ ッシ ュ ダ ウ ン)Cl・2

[Q]'

Quadraticprogramming(2次 計 画 法)..Bl・3

Qualitycontrol(品 質 管 理)D2・5

Queryprocessing(問 合 せ 処 理)C3・5

Queue(s),(キ ュー,待 ち 行 列)

Cl・2,Cl・6,C3・9
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incomputersyStems

ムにおける待ち行列)

FIFO,

M/M/1,

M/M/S,

message,

priority,

先 順 位 待 ち行 列)

(計 算 機 シ ステ

(先 入 れ 先 出 し待 ち行 列).,

(M/M/1型 待 ち行 列)...

(M/M/S型 待 ち行 列)t..Bl・4

(メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー)_C2・6

(優 先権 の あ る待 ち行 列,優

B1・4

Cl・10

Bl・4

Bl・4,C1・10

Queuingfile(キ ュ ー イ ン グ ・フ ァ イ ル)

C2・6

Queuingmode1(待 ち行 列 モ デ ル)_.C2.10

Queuingtheory(待 ち行 列 理 論)C3・9

[R]

Radixtransformationmethod(基 数 変 換

法)C3.3

stepwise,

Relation(関 係)

Relationalmode1

(段 階的 ) C4・8

Cl・1

(関 係 形 式 モ デ ル,リ レ

ー シ ョナ ル ・セ デ ル)
__.Cl・10,D2・4

Relativeaddressing(相 対 ア ド レ ス 付 け)

Cl・8

Reliability,(信 頼 性)

functiondiagram(

グ ラ ム)

C29,D2・5

機能 ダイヤ

software,(ソ フ トウ ェ ア の )

C2・9

Randomaccess(直 接 ア ク セ ス)C3・3

Randomevents(確 率 事 象)B1・6

Randomvariable(確 率 変 数)._.Bl・1,Bl・6

Randomizetechnique(ラ ン ダ ム!ヒ 技 法)

Cl・10

Randomizing(ラ ン ダ マ イ ジ ン グ)._.C3・3

Read-onlystorage(固 定 記 憶 装 置)..,t.C2・2

Readingassignment(輪 講 の や り方)_B2・6

Readystate(実 行 待 ち状 能)C2・4

Realtimeprocessing(リ ア ル タ イ ム 処 理,

リ ア ル タ イ ム 処 理 方 式)..A3・5,A4・1,D4・5

Realtimesystem,(リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ

ム)C3.8

developmentof,(

Realtype(実 数 型)

Record,(レ コ ー ド)

10gical,(論 理)

physica1,(物 理

variant,(可 変)

Recovery(回 復,復 旧)

Recursion

開 発)_,A3・2

C輻8

_.._Cl・1,C1・8,C3・3

C2・4,C2・5

)......、C2・4,C2・5

Cl・8

(再 帰)

Reentrant(再 入 可 能)

Referencegroup(準 拠 集 団)

Refinement,(精 練)

C2・6,C2・9

C4・4

C4・4

B2・3

C4・8

Relocatability(再 配 置 可 能 性)

Remotebatch(リ モ ー ト ・バ ッ チ).._C2.4

Remotebatchsystem(リ モ ー ト ・バ ッ チ

・シ ス テ ム)C3 ・8

Remoteconcentrator(遠 隔 集 線 装 置)..C2・3

Remotemaintenance(リ モ ー ト ・メ イ ン

テ ナ ン ス)'C2・9

C2・9

C4・3

Remoteprocessing(リ モ ー ト処 理)_.C2・7

Rentalcosts(レ ン タ ル 費)D4・l

Reorderingpoint,(発 注 点)B1・5

method(方 式)B1・5

*Reorderingmethod:(発 注 方 式)

periodic,(定 期)B1・5

reorderingPointmethod(発 注 点 方、
式)Bl.5

Repeateditem(繰 返 し項 目)C3・3

Reportingsystem(報 告 制 度)A2.5

Requirementsspecificationtechnique

(要 求 仕 様 技 術)D1.6

Resource(資 源)C2・4,D2・2

dynamicresourceallocation(動 的 な

資 源 割 当 て)C2・5

StatiCreSOUrCeallOCatiOn(静 的 な 資

源 割 当 て)C2・5

system,(シ ス テ ム)C2・5

Resourcesharing(資 源 び)共 用,資 源 配 分)

Response(レ スポ ン ス)

Responsetime(応 答 時 間)

C2・5,D4・5

C3・8
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*Reusable:』

serially,

RingProtection

Ringstructure

Roleplaying

Root(根)

Round(丸 め)

Runningstate

s-Spolicy

SADT

C2・5,C2・10,C3・9

(再 使 用 可 能)

(逐 次)C4・4

(リ ン グ保 護)C2・9

(リ ン グ構 造)_.Cl・5,C3・3

(ロ ー ル ・フ。レイ ン グ)....D3・1

Cl・3

(実 行 状 態)

[Sl

(s-S型 方 式)

Safetyallowance(安 全 余 裕)

Salesinformationsystem(販 売 情 報 シ ス

テ ム)

Cl・l

C2・4

Bl・5

D1・6

Bl・5

A3・2

Saleoncredit(信 用 取 引)A2.3

Sample(サ ン プlv')Bl.l

Satisfaction(満 足 度)A3.7

Save/restore(退 避/回 復 ・ レ ジ ス タ類 の)

C4・4

Scalartype(ス カ ラ 型)Cl・8

*Schedule:

job,(作 業 日程)B1.2

0fsystemdevelopment(シ ス テ ム 開

発 の ス ケ ジ ュ ー ル)D3・4

time,(使 用 時 間 管 理)D4・5

Schedulemanagement(工 管 管 理).._.D3・4

Schedulers(ス ケ ジ ュー ラ ー)D4・2

Scheduling,(日 程 計 画,ス ケジ ュ ー リ ン グ)

D2・5,D4・1

1/O,(入 出 力 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ)...C2・5

job,(ジ ョ ブ ・ ス ケ ジ ュー リング)..C2・5

jobshop,(ジ ョ ブ ・シ ョッ プ ・ スケ ジ

ュ ー リ ン グ)Bl・2

1ist(ス ケ ジュー リン グ ・ リ ス ト)..Cl・10

man,(マ ン ・ス ケ ジ ュ ー リン グ)..B1・2

shortterm,(短 期 日 程 計 画)A2・2

Schema(ス キ ー マ,固 有 デ ー タ構 造 記 述)

C3・5,D2・4

*Scope:(有 効 範 囲)

ofname(名 前 の)C4.1

0fvariables(変 数 の)._._C1・8

*Search:(探 索)

indexed,(見 出 し付).__Cl・9

sequential,(逐 次 一 法)._._C1.g

tree,(木)Cl・9

tree(木)Cl・10

*Searching:(探 索 法)

bycomparisonofkeys(キ ー 比 較

)Cl.9

efficiencyofsearchingmethod(探

索 法 の 効 率)

Secondarystorage(補 助 記 憶 装 置)

Cl・9

Cl・1,C2・2

Sectionalism(セ ク シ ョナ リ ズ ム)__A2.5

*Security:

computer,(安 全 対 策 と機 密 保 護 コ

ン ピ ュ ー タ機 密 保 護)A4・4
,D4・1

computersystemsecuritystandard

(電 子 計 算 機 シ ス テ ム安 全 対 策 基 準)..A4.4

databaseaccuracyand,(デ ー タ ベー

スの 正 確 性 と機 密 保 護)A4・4

information,(情 報 の安 全 性)__C2・9

,integrity(セ キ ュ リテ ィ と イ ンテ グ

リテ ィ)D3・4

SecurityProtection(機 密 保 護)C3・1

*Segment:(セ グ メ ン ト)

program,(プ ロ グ ラ ム)_.C4・3

table(・ テ ー ブ ル)C1・10

Segmentation(セ グ メ ン テ ー シ ョ ン)

C2・5,C4・3

Selectingappropriate(サ ー ビ ス の 選 択)

Selectorchannel(選 択 チ ャ ネ ル)__.

Selectionsort(選 択 分 類 法)

Selfanalysis(自 己 分 析)

Selfcontainedlanguage(専 用 言 語 方 式)

C3・5,C3・10

Semaphore(セ マ フ ォ ー)

D4・4

C2・3

Cト9

B2・1

C2・4,C4・5
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Sequentialaccess,(順 次 ア クセ ス)

(逐 次 型割 当 て)

(順 編 成 フ ァ イル)

Sequentialrepresentation

(逐 次探 索 法)

storagedevice(

Sequentialallocation

Sequentialfile

記憶 装置)..

(順 次表 現).,

Sequentialsearch

*Service(s):(サ ー ビ ス)

costsandpricingofcomputer,

C3・3

C3・2

ピ ュ 一 夕 ・

dataentry,

の費用)

C3・3

Cl・6

C1・9

(コ ン

(デ ー タ エ ン ト リ ・ )

Dl・5

D4・6

Simplexcriterion

Simplexmethod

Simplextableau

SIMSCRIPT

(単 体制定基準)

(単 体法)

(単 体表)

Simulation, (シ ミ ュ レー シ ョ ン)

.__Bl・3

・Bl・3

Bl・3

CI・8

facilitiesmanagement(フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン ト ・)D4・6

information,(情 報 提 供)...D4・6

informationprocessing,(情 報 処 理

experiment(

language(

SLIP

A3・3,C1・10,C2・9,C4・7

実験)

言語)

Snapshort

)

informationretrieva1
,

)

(情 報検索

D4・6

technicalservicegroup

teleCOmmUniCatiOn,(情 報 通 信

D4・6

(技 術 相 談),.D4・2

)

Servicedicipline(サ ー ビ ス 規 律).......t

Serviceprogram(サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム)、C2・4

Servicerate(サ ー ビ ス率)C2・5

*Servicetime
,

distributionof,(

SetcoveringProblem

問 題)

(サ ー ビス時 間)

D4・6

Bl・4

の分 布) ...B1・4

(セ ッ ト カ バ リ ン グ

Shadowprice(潜 在価 格)

Share(共 用 ・資源 の)

Sharedfile(共 有 フ ァ イ ル)

Shifts(シ フ ト制)

Sibling

Signalprocessing

Simplex

Shopfloorcontrol(現 場 管 理)

Shortagecost(品 切 れ 損 失)

Shortestrouteproblem

(兄 弟)

(信 号処理)

(単 一 方 式)

Simplexcommunication

(ス ナ ッ プ ・シ ョ ッ ト)

B1・6

B1・6

C1・5
♂

SNOBOL

C4・7,D2・5

Socialenvironment(社 会 的 環 境)

Socialexchangetheory(社 会 的 交 換 理 論)

B2・3

Socialinteraction

Socialnorm(規 範)

Socialpsychology

Sociogram

Sociometry

*Software:

procurement(

C1・10,C1・8,Cl・5

......A2・1

(社 会的相互作用)_

(社 会 心理学)

(ソ シ オ グラム)

(ソ シ オ メ ト リ ー)

(ソ フ トウ ェ ア)

B2・3

B2・3

B2・l

B2・3

B2・3

reliability(

selection(

調達)

の信頼性)

の選択)

・D4・4

........C2・9

D2・2

Bl・3

Bl・3

C4・5

D4・5

D4・5

A2・2

B1・5

(最 短 路 問 題)..Bl・3

Cl・3

C2・2

D4・5

Softwareengineering(ソ フ トウ ェ ア 工 学)

Softwarepackage

－ ジ)

D2・1

(単 向 通信 方式)

C3・6

Softwaresystem

ム)

(ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ッ ケ

D4・6

・(ソ フ ト ウ ェ ア ・ シ ス テ

Son

SOP

Sort

(子)

(バ ラ ン ス型 法)

(分 配)

(交 換 法)

(外 部 法)

(挿 入 法)'

inte「nalso「tin9(内 部分 類法)

merge,(併 合 法)

(分 類)

balanced,

distribution,

exchange,

external,

lnsertlon,

C2・I

A1・3

Dl・6

C3・3

..C1・9

Cl・9

Cl・9

C1・9

C1・9

......C1・9

C1・9

一151一



selection,(選 択 法)

unbalanced,(ア ン バ ラ ン ス 型

法)

*So「tingmethods:(分 類 法)

efficiencyof,(の 効 率)_一 一.Cl.g

SparSematrix,(疎 な 行 列)

linkedrepresentation'of,(の

リス ト表 現)

*Specialization:(専P弓 イヒ)

increased,(・ の 進 展)

*Specialization:(仕 様 書)

coding,(コ ー デ ィ ン グ).._

design,(設 言十)

problem,(問 題)

requirementspecificationtechnique

(要 求仕 様 技 術)

system,(シ ス テ ム)

Spooling(ス プ ー リ ン グ)

Stack(ス タ ッ ク)Cl・2,Cl・6,Cl・10

calling,(コ ー リ ン グ)...

runtime,(実 行 時)_Cl.8,C4.4

Stackpointer(ス タ ッ ク ・ポ イ ン タ)..

Standardalone(ス タ ン ダ ー ド ・ア ロー ン)

Standardcost(標 準 原 価)

Standardprocedure(標 準 手 続)...._.

Standardization(標 準…イヒ)

C2・10,D?・1,D2・5,D4・3

Statediagramchart(状 態 遷 移 図)..一 一.

Staticallocation,(静 的 割 当 て)_.._.

StatiCreSOUrCeallOCatiOn(静 的 な 資

源 割 当 て)

Staticvariable(静 的 変 数)

*Station:(局)

、。n,,。1,㈲ 御)

master,(主)

P,im、,y,(一 次)

secondary,(二 次)

slave,(従)

tributary,(従 属)

9

9

1

1

C

「

C

4
「

4
.

」

l

C

C

4

9

6

6

4

4

4

4

D

C

C

C

6

6

4

0

1

1

2

4

D

D

C

lC

2

ワ

6

3

1

2

1

2

C

C

A

D

6

8

4

L

C

C

5

⑧

2

1

C

C

3

⑧

3

⑧

8

⑧

3

3

3

3

3

3

C

C

C

C

C

C

*Storage:(記 憶 装 置)

associative,(連 想)C2・2

automatic,(自 動 記 憶 域)C4・1

auxilialy,(補 助 一).._.,Cl・1,C2・2

'based
,(基 底 付 記 憶 域)C4・1

control,(制 御 記 憶)C2・2

controlled,(被 制 御 記 憶 域)....._,C44

directaccessstoragedevice(直 接 ア

クセ ス 記 憶 装 置)C3・2

external,(外 部 一)C2・2

high-speed,(高 速)C2・2

internal,(内 部)C2・2

main,(主)Cl・1,C2・2

read-only,(固 定)C2・2

scatter,(分 散 記 憶)C1・6

secondary,(補 助)_Cl・1,C2・2

static(静 的 記 憶)C4.l

Storageal!ocation(主 記 憶 割 当 て)...._C2.5

*Storageelement:(記 憶 素 子)

magnetic,(磁 気 一 ー一)C2・2

semiconductor,(半 導体 一..)..C2・2

Storagehierarchy(記 憶 階 層)C2・2

Storagelocation(記 憶 場 所)Cl・l

Storagemappingfunction(記 憶 変 換 関 数)

C1・4

Storageprotection(記 憶 保 護)....C2.2,C2.g

Storagespace(記 憶 空 間)C2・5

Storagestructure(記 憶 構 造)....C2・4,D2・4

Strategicbusinessunit(戦 略 的 事 業 単 位)

A3・4

Strategiccorporateplanning

計 画)

String,

bit,

varylng,

Stringtype

Structure

(戦 略 的経 営

A3・4

Strategiclevel(戦 略 レベ ル)Al・4

(文 字 列)Cl・8,Cl・2

(ビ ッ ト列)Cl・8

fixedlength,(固 定 長 一)__.Cl・8

(可 変 長 一)Cl・8

(文 字 列 型)'C1・8

(構 造 デ ー タ,プ ロ グラ ム の 構 造)

Cl・6,D4・2
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block,(ブ ロ ッ ク 構 造)

chain,(チ ェ イ ン構 造)

data,

external,(外 部 構 造)

file,(フ ァ イ ル 構 造)

frame,(フ レ ー ム 構 成)

functional,(機 能 構 造)

general,(一 一一般 の 構 造)

hierarchical,(階 層 構 造)

(デ ー タ構 造)_C2・4,C3・3,C4・1

C4・l

C1・10

Cl・2

C3・l

C3・8

A1・4

Al・4,C1・10,Cl・8,C3・3

internal,(内 部 構 造)

information,

1inear,(線 形 構 造)

logical,(論 理 構 造)

network,

構 造)

(情 報構造)

Cl・5

Cl・2

D2・4

C3・3

physical,(物 理 構 造)

ring,(リ ン グ 構 造)

storage,(記 憶 構 造)

...Cl・1,Cl・2,C3・3

(一 般 の 構 造,ネ ッ ト ワ ー ク

C1・5,C1・6,C3・3

..C2・2,Cl・2,C2・3

Cl・5,C3・3

tree,(木 構 造)

Structuredflowchart

ミ ン グ)

external,(外 部)

Symboltable(記 号 表)

Symmetricsystem

Synchronization(同 期)

process,(プ ロ セ ス の

Synchronous(同 期 式)

Synonym(同 義 語)

Syntaxtree(構 文 木)

System,(シ ス テ ム)

asymmetric,(非 対 称 形

accounting,(会 計 、

auditing,(監 査

code,(符 号 体 系)

computer,

(対 称形システム)

C4・2

Cl・10

..C2・8

C3・6

)__.C2・4

C3・6

C3・3

Cl・10

Al・1

)....C2.8

)A1.6

)D4.5

(コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・

C2・10

)

C3・6

C2・4,D2・4

C3・3

Structuredprogramming

(構 造 化 流 れ 図)..C4・6

(構 造 的 プ ロ グラ

C4・8,D2・3,D4・3

Structuredtype(構 造 体 型)C1・8

Structuredvariable(構 造 体 変 数).__.Cl・8

Subrangtype(部 分 範 囲 型)Cl・8

Subschema(サ ブ ス キLマ,個 別 デ ー タ 構

造 記 述)

Subscript

Substring

Subsystem,

interface

(添 字)

(部 分大字列)

(サ ブ シ ス テ ム)

(

C3・5,D2・4

Cl・4,B2・8

0

Cl・2,Cl・8

D2・3

の イ ン タ フ ェ ー ス)

D2・3

Subtree(部 分 木)Cl・3

Supervisors(ス ー パ ー バ イ ザ ー)D4・2

Supervisorcall(SVC;監 視 プ ロ グ ラ ム

呼 出 し)C4・3

Swapping(ス ワ ッ ピ ン グ)C2・5

Switchedline(公 衆 通 信 回線)C3・7

*Symbo1:(信 号)

costof,

database

dual,

duplex,

evalUatingneW,

financia1,(財 務

functional,(機 能 一)

hardware,

heterogenous,(非 対 象 形

homogeneous,(対 象 形

information,(情 報

logical,(論 理 的)

100sely-coupled,(疎 結 合

man-machine,

management,(経 営

marketing,(販 売)

(一 の コ ス ト)DI・5

(デ ー タ ベ ー ス ・)

C3・IO

(デ ュア ル ・)C3・6

(デ ュ プ レ ッ ク ス ・)

C2・3

(新 一 の 評 価)

A3・6

)Al・6

Al・4

(ハ ー ドウ ェ ア ・一)C2・1

)..C2・8

)C2・8

)..AI・4,Cl・1

Al・5

(人 間一機械系)

)..

)...Al・4,A2・1

multi-dimensionalprocessing,(多 次

元処理 )

C2・8

B2・2

A2・4

62.7

network,(ネ ッ トワ ー ク ・

onlinebanking,(銀 行 オ ン ラ イ ン ・

シ ステ ム)

)

C2・3,C2・7

A4・5

一153一



Lope
n,(オ ー プ ン)A1・1

0Perational,(作 業 レベ ル の)A3・2

Physical(実 体 的)Al・5

rePortin9,'(報 告 制 度)A2・5

software,(ソ フ ト ウェ ア ・).C2・l

symmetric,(対 称 形).__C2・8

tightly-coupled,(密 結 合)_C2・8

Systemsanalysis(シ ス テ ム 分 析)

Systemsanalysts

SystemsapProach

チ)

D1・1,D3・4

(シ ス テ ム 分 析 者)_.D4・2

(シ ス テ ム ・ア プ ロ ー

B2・4,Dl・1

Systemconversion(シ ステ ム 切 換)_.D2・5

Systemdesign,(シ ス テ ム設 計)

Al・3,Bl・6,Dl・1,D4・3

typeof,(の 型)D2・2

Systemdevelopment,(シ ス テ ム 開 発,シ

ス テ ム 開 発 部)D4・3

costingofsystemdevelopmenteffort

(開 発 費 見 積)Dl・5,D2・6

0rganizationof,(シ ス テ ム 開 発b組

織)D3.4

scheduleof,(シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ

ュー ル)

Systemdown,systemrestart

中 断 と 再 開)

テナ ンス)

Systemobjectives(シ ス テ ム の 目 的) ...

Systemoutputrequirement(シ ス テ ム 出

力 要 求)

D4・3

A3・3

Systemphenomena(シ ス テ ム 現 象)_

*Systemperformance:

auditing,(シ ス テ ム 監 査)D2・6

costingof,(運 用 費 見 積)...Dl・5,D2・6

measuresof,(シ ス テ ム の 評 価 尺 度)

Dl・5

Dl6

B1・6

Systemproposal(シ ス テ ム 提 案)..,.._Dl.3

Systemreconfiguration(シ ス テ ム 再 構 成)

C2・8

Systemresources(シ ステ ム 資 源) _._C2・5

Systemrestart,(シ ス テ ム ・ リ ス タ ー ト)

C2・6

systemdown,(シ ス テ ム の 中 断 と再

開)

SystemsPecification(シ ス テ ム 仕 様 書)

C2・7

D3・4

(シ ス テ ム の

Systemeffectiveness(シ ス テ ム 有 効 度)

C2・7

Dl・5

Systemsengineering(シ ス テ ム 工 学)_.D2.1

Systemfunction(シ ス テ ム の 機 能 選 定)

D3・4

Systemgeneration(シ ス テ ム 生 成) ..一,C2・7

Systemgenerationlanguage(シ ス テ ム 生

成 言 語)C2'7

Systeminitiation(シ ス テ ム の 初 期 化) .、・C2,7

*Systeminstallation:

auditing,(シ ス テ ム導 入 の 採 算) ..Dl・5

Systemlifecycle(シ ステ ム ・ラ イ フ サ イ

ク ル)Dl・1 ,D4・3

Systemmaintenance(シ ス テ ム ・メ イ ンテ

Systemtest(シ ス テ ム ・テ ス ト).__

Systemusagelife(シ ス テ ム の 寿 命).1,

Systemvariables(シ ステ ム 変 数).__.

[T]

t-distribution(t分 布)B1.1

T・bl・(表)'Cl・4,Cl.8

Tabledrivingprogram(テ ー ブ ル 駆 動 型

プ ロ グ ラ ム) .C4・4
ロ

Tacticallevel

Tail(テ イ ル)

TAG

(戦 術 レベ ル)

D1・6

C4・7

D2・6

B1・6

Taskcontrolblock

TDMS

A1・4

Cl・2

D1・6

C1・10

Cト10

*Team:(チ ー ム)

controlofa,(の 統 制).._D3・2

Technicalcriteria(技 術 基 準)C3・7

Technicalforecasting(技 術 子 測)...._D2・1

Technicalservicegroup(技 術 相 談) ・._

Technicalskill(テ ク ニ カ ル ・ ス キ ル)..D3・2
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¢

Technologyassessment

アセ ス メ ン ト)

(テ ク ノ ロ ジ ー ・

*Telecommunication:(電 気 通 信)

privatetelecommunicationequipment

(自 営

(直 営

)

)

D2・1

publictelecommunicationequipment

C3・7

C3・7

publictelecommunicationlaw(公 衆

Tightly.coupledsystem(密 糸吉舎 シ ス テ ム)

電気通信法)

気通信法)

servlce

specialists

Template

*Terminal:

C3・7

wireteleCOmmUniCatiOnlaw(有 線 電

(情 報 通 信 サ ー ビス)

(通 信 関 係 専 門化)

(テ ンプ レー ト)

device(

equlpment

intelligent

Terminalnode

Terms

Ternarytree

Test(検 定)

*Test

functiona1
,

installation,

integration,

(端 末)

C3・7

._._D4・6

_.....D4・2

Cl・8

(

(知 能

(葉)

Termina1-pointer

(決 済 条 件)

(3進 木)

(テ ス ト)

(機 能

(設 置

(結 合

performance,(効 率

program,(プ ロ グ ラ ム

system,(シ ス テ ム

Testcase(テ ス ト ・ケ ー ス)

Testdatagenerator

生 成)

装 置)C3.6

装 置)C2・3

)C2.3

Cl・3

(終 端 ポ イ ン タ)__.CL2

A2・3

C1・3

Bl・l

C4・7

)'D2・5

)C4・7

)C4・7

)D2・5

)._.D2・5

)C4・7

C4・7

(テ ス ト ・デ ー タ 自 動

Testingspecification(試 験 仕 様 書)

Textediting(文 字 列 編 集)

Threetimeestimate(3点 見 積 り)

Theme(テ ー マ)

Theoryandpractice

Thinking(思 考)

Throughput

(理 論 と 実 際).,.,...

(ス ル ー フ。ッ ト)'

Tinbeschedule(時 間 管 理)

TimesharingProcessing

ン グ 処 理)

シ ス テ ム)

TOP

-Top -downdesign

ウ ン 設 計)

C2・5,C2・10,C3・9

C2・8

D4・5

(タ イ ム シ ェ ア リ

C2・4

Timesharingsystem(タ イ ム シェ ア リ ン グ

(ト ップ ・ス タッフ の)

(下 降型 設 計,

C2・7,C3・8

トッ プダ

C1・2

Trace(ト レ ー ス)

Tradeoff(

Trafficintensity

Training(教 育)

Trancationmethod

C4・8,D4・3

ト レ ー ド ・オ フ)

(ト ラフ ィ ック密 度)

C4・7

D2・1

..,Bl・4

D4・2

C4・7

._.C4・6

Cl・2

_..Bl・2

D3・1

D3・3

B2・1

(ト ラ ン ケー シ ョン法)

Transferability(移 植 性)

Transmissioncharacter

■

(伝 送制御符号)

*Transmissioncircuit:

data,(デ ー タ伝 送 回 線)

Transmissioncontrol,

御,伝 送制御)

(伝送回線)

C3・3

C2・10

C3・8

C3・6

(転 送 制御,伝 達制

Transmissioncontrolprocedure

御手順)

C2・6,C3・6,C3・8

(伝 送 制

Tree(s)

列 表 現)

balanced

binary,

殺

げ)

Transportationnetwork(輸 送 路)

Transportationproblem(輸 送 問 題)

Tranversalmethod(登 り方 ・木 の)

(木)

arrayrepresentationof, (

C3・6,C3・8

......C1・5

..㊨Bl・1

._.C1・3

Cl・3,C1・6

の配

(平 衡

(2進 )

)

CI・3

Cl・3

Cl・3

binaryrepresentationofgeneral,(一

の2進 表 現)

enumerationof,(

family,(家 系 図)

free,(自 由)

Cl・3

の 数 え あ

Cl・2

Cl・3

Cl・3
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labeled,(デ ー タ つ き)__.Cl・3

n-ary,(n進)Cl・3

0rdered,(順 序)Cl・3

0riepted,(有 向)Cl'3

representationofnetworkstructure,

(一 般 の 構 造 の 表 現)Cl・5

search,(探 …索)Cl・10

syntax,(構 文)Cl・10

ternary,(3進)Cl・3

threaded,(っ な ぎ)Cl・3

Treesearch(木 探 索) .Cl.g

Treestructure(木 構 造)C3・3

Treestructuredfile(木 構 造 フ ァ イ ル)

Cl・10

Truck(ト ラ ッ ク)

TSS(timesharingsystem)

Tuning(シ ス テ ム 改 善)

Turnaroundtime(タ ー ン ア ラ ウ ン ド時

間)

Two.wirecircuit(2線 式 回 線)

*Type:(型)

bit,(ビ ッ ト)

Boolean,(論 理)

character,(文 字)

data,(デ ー タ の,デ ー タ

Cl・1,Cl・8,C4・8

integer,(整 数)

logical,(論 理)

pointer,(ポ イ ン タ)

real,(実 数)

scalar,(ス カ ラ)

string,(文 字 列)

subrange,(部 分 範 囲)・ ・… …

Typedeclaration(型 宣 言)

Typeinspection(型 式 審…査)

[ul

tinderflow(下 位 け た あ ふ れ)

*Unittest:

module(モ ジ ュ ー ル 単 体 テ ス ト)..C4・7

2

1

6

3

4

う
－

C

D

D

0

6

4

3

2

C

C

⑧

8

　

　

C

C

3

-

3

⑧

唱

⑧

⑧

⑧

3

⑧

ワ

　

　

　

た

　

　

ユ

　

　

ヨ

C

－

℃

℃

C
.

℃

C
.

C
・

C

C
・

℃

4　C
・

Unpack(ア ンパ ッ ク)Cl・6

Updating(更 新 処 理)C3.5

Usebyotherpersons(他 人 使 用).......C3・7

User・smanual(利 用 者 マ ニ ュ ア ル)._C4・6

[Vl

V-operation(V命 令)C4・5

VA(valueanalysis)Dl・5

Value(値)Cl・1

callby,(と り)C4・2

Valueengineering(価 値 工 学)C2・2

*Variable(s):(変 数)

artificial,(人 為)Bl・3

dynamic,(動 的)Cl・8

endegenous,(内 生)BL6

exogenous,(外 生)Bl・6

random,(確 率)_、_BI・1,Bl・6

scopeof,(の 有 効 範 囲)._.Cl・8

static,(藷 争白勺)C1・8

system,(シ ス テ ム)Cl・6

Variablestructuremachine(可 変 構 造 型

機 械)C2・10

Varianceanalysis(差 異 分 析)A1・6

*Vector:(ベ ク トル)

dope,(ド ー プ ・)Cl・8

11iffe,(イ リ フ ェ ・)Cl・8

*Vertification:

automatic,(プ ロ グ ラ ム の 自動 検 証)

C4・7

Vertex(頂 点)Cl・3

Virtualcall(バ ー チ ャ ル ・コ ー ル).._C3・7

Virtualmachine(仮 想 機 械)C2・10

monitor(モ ニ タ)C2・10

nested,(ネ ス ト型)C4・8

Virtualstoragesystem(仮 想 記 憶 シ ステ

ム)C2・5

[W]

Wait(待 ち ・イ ベ ン トの)

Waitstate

-156一

(待 機状態)

C4・5

C2・4



Wiredlogic

Word(語)

Workestimation

*Workforce:

(配 線論理)

(作 業見積)

C2・2

Cl・1

D2・5

implicationfortheworkforce(職

■

務 内容 の質 的 変化)

Workingset

Worstfit(最 悪適 合)

(ワ ー キ ン グ ・セ ッ ト)

X2-distribution

[Xl

(X2分 布)

A4・3

....C2・5

Cl・7

Bl・1
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上級情報処理技術者育成指針
一 システム・エンジニア教育マニュアルー

第1分 冊 総 論 育成指針利用の手引

第2分 冊 各論1組 織 システムの分析

第3分 冊 各論2シ ステム開発運用の背景

第4分 冊 各論3コ ンピュー タおよび情報処理技術

第5分 冊 各論4情 報 システムの開発

■

1

・
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